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信 頼 
される 運営のために 

よりよい保育を目指して 

子どものことを思ってしたつもりのことでも、“子どもの最善の利益”や

“人権擁護”の観点が欠けていると、不適切保育になってしまうことがあり

ます。 

「よりよい保育のためのチェックリスト」（横浜市作成）等を活用して日々

の保育を振り返る、職員の皆さんで対応方法を検討する機会を設ける、外部

の研修を受講するなどして、不適切保育の防止に留まらず、よりよい保育の

実現のための取組をお願いします。 

保護者から利用申込みを受けた時は、保

育を提供する必要があります（応諾義務）。 

以下のような理由で預からないのは × 

・就労要件で認定が出ているから、他の理

由では預からない。 

・土曜日に働いていることが分かる証明

書の提出がない場合、平日しか預からな

い。

・加配が必要な子の対応のために雇った

職員がお休みの日は、その子を預からな

い。

る か 預 開 園 日

食 給 職 員 配 置

日曜日、祝日、12 月 29 日～1 月 3 日

以外の日は、開園して保育を提供する必要

があります。開園記念日等園独自の休日

を設けることは × です。 

なお、お子さまが全員帰った後や、お子

さまが一人も来ない日については、職員が

園にいる必要はありません。ただし急な利

用希望にも対応できるよう、保護者から園

職員へ連絡がとれる体制にしてください。 

土曜日も含めて、園で調理した給食を提

供してください。 

調理設備の故障等、やむを得ない理由で

給食が提供できない場合は、仕出し弁当を

手配してください。それもできない場合に

は、保護者の同意を取ったうえでお弁当持

参を依頼することも可とします。 

※調理設備の点検や調理担当者の休み等

を理由に、お弁当持参を依頼することはで

きません。

お子さまがいる時間帯は、横浜市が定め

る職員配置基準を常に満たしてください。  

また、基準を満たしたうえで、子どもや

職員の特性等、園の状況に応じた配置と

し、安全な保育が実施できる体制を整えて

ください。特に朝夕の時間帯は注意が必

要です。 

なお、施設長は原則として子どもを保育

するための人員としてカウントできませ

んのでご注意ください。 

保 育 施 設 

１　施設運営に関する留意点
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保護者・近隣との関係づくり 

安心・安全・安定した保育を行うためには、保護者や近隣との良好な関係作りが必要不

可欠です。園に対するご意見やご要望があった場合、まずは丁寧に受け止めてください。

そのうえで、対応ができることと、対応できないことを整理して、保護者等の気持ちに配

慮した表現で伝えてください。 

「聴く」姿勢を見せなかったり、人によって対応が変わると保護者の不信感につなが

ります。職員個人任せにせず、組織として対応することを心掛けてください。 

保護者対応で判断に迷うことがあれば、臨床心理士や弁護士に相談することも有効な

手段です。 

行事などで普段よりも大きな音が出ることが見込まれる場合には、事前に説明するな

ど、近隣住民への配慮も大切です。 

 

金

 

銭

 

適

 

切

 

職

 

員

 

大

 

切

 

に は を に 

給付費の請求は適正に行ってください。 

なお、保育に必要な経費は給付費等に含

まれています。保護者から利用料以外の料

金を徴収する場合は、個人所有の日用品等

「保護者に負担させることが適当と認め

られるもの」に限り“実費”徴収が可能で

す。この場合、必ず重要事項説明書に記載

のうえ、保護者へ丁寧に説明して同意を得

てください。 

 

令和４年４月から、パワーハラスメント

防止措置が全ての事業主の義務となりま

した。 

大事なお子さまを保育するのは、保育士

等の職員です。職員を大切にしないと良い

保育は実現できません。 

風通しの良い職場環境ですか？職員の

相談先はありますか？退職者が続く場合、

理由は把握できていますか？大きなトラ

ブルになる前に、現場の変化に気付けるよ

う心がけましょう。 

 

故 事 薬 与

次のいずれかに該当する場合は、区役所

こども家庭支援課に事故報告書を提出し

てください。 

 

①死亡事故 ②重傷事故（全治 30 日以

上の負傷や意識不明） ③置き去り・行方

不明 ④不審者の侵入・盗難 ⑤市・区・

園のいずれかが報告を必要と判断した場

合（保護者とのトラブルに発展しそうな場

合等） 

 

 

原則、保育所ではお子さまに薬を与える

（与薬）ことはできません。 

ただし、保育中に与薬することがやむを

得ない場合に限り、必要かつ最小限の与薬

が可能です。この場合、保護者が記入する

「与薬依頼書」と医師が記入する「主治医

意見書」が必要です。 

なお、虫よけスプレーや日焼け止めも与

薬に該当します。 
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事故防止と 

事故対応 

  

事
故
防
止
と
事
故
対
応

この冊子は事故事例とともに、事故を未然に防ぎ安全確保の基本となる
取組みのポイントをまとめたほか、事故が発生した際の対応について記載
しました。 
一つひとつの事例を参考に、改めて各施設で事故要因を考え、安全な環

境や事故防止の取組を見直し、職員間で共有し事故防止に努めてください。 

令和４年度 

２ 事故防止と事故対応について 
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保 育 所 保 育 指 針 

（第３章より抜粋 ） 

＊保育中の事故防止のために、子どもたちの心身の状態を踏まえつつ、施設内外の安

全点検に努め、安全対策のために全職員の共通理解や体制づくりを図るとともに、

家庭や地域の関係機関の協力の下に安全指導を行うこと。 

＊事故防止の取り組みを行う際には、特に、睡眠中、プール活動・水遊び中、食事等

の場面では重大事故が発生しやすいことを踏まえ、子どもの主体的な活動を大切に

しつつ、施設内の環境の配慮や指導の工夫を行うなど、必要な対策を講じること。 

＊保育中の事故の発生に備え、施設内外の危険個所の点検や訓練を実施するとともに、

外部からの不審者等の進入防止のための措置や訓練など不測の事態に備えて必要な

対応を行うこと。また、子どもの精神保健面における対応に留意すること。 

資料-13



1 事故防止と事故対応（全国と横浜市内の事故発生状況について） 

内閣府の発表によると、教育・保育施設において、令和２年に全国で発生し厚生労働省へ報告さ

れた事故は以下のとおりです。 

負傷（意識不明・骨折他）…2,010 件 

死亡事故………………………  ５件 

合計 …………………………2,015 件 

令和３年の横浜市における保育施設における事故報告の件数は、151 件となっています。 

その中には、 

・遊具などからの転落、遊具への衝突

・児童同士の衝突

・アイロンでの火傷

・散歩中の置き去りや、園舎から園外へ出てしまい行方不明となった

などの事例が報告されました。

これらの事例は、例えば「もし児童の動きを予測していたら」「職員間の連携が図れていたら」

「保育室内の安全確認」など、保育における安全対策の基本が守られていたら、事故は防げていた

かもしれません。 

事故を防止するためには、保育者一人ひとりが危機管理意識を高め、全職員が共通の認識を持っ

て連携していくことが必要です。 

 心身の発達が著しい乳幼児期は、発達状況に大きな差があり、一人ひとりに応じた丁寧な関わり

や配慮が集団生活における保育の中で求められています。発達段階や特徴を把握した上で、安全な

保育環境をつくることが大事です。また、主体的な活動を大切にしつつ、遊びを通して自ら危険を

回避する力を身に付けていくことの重要性にも留意する必要があります。 

児童の生命の保持及び安全の確保は、保育所等の責務です。 

 本冊子は重大事故に結びつきやすい項目や市内で発生した事故事例をまとめたほか、事故発生後

の対応の仕方について記載したものです。各施設での事故防止取組みの一助としてご活用いただく

ほか、内閣府等のガイドライン（P.22 に一部抜粋あり）も確認し、よりよい保育に結び付けてく

ださい。 

死亡事故の主な死因は、窒息３人のほか、乳幼

児突然死症候群（ＳＩＤＳ）１人、原因不明等

１人です。 
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２ 事故防止のための取組 

(１) 事故防止・事故対応マニュアルの作成

ア マニュアルの作成

内閣府、文部科学省及び厚生労働省から通知のあった「教育・保育施設等における事故防止

及び事故発生時の対応のためのガイドライン」（抜粋版 P.21 参照）を参考に、園の実情に合わ

せた事故防止・事故対応のマニュアルを作成してください。事故発生時に迅速な対応が図られ

るよう、職員の役割を明確にするなど、体制を整備してください。 

イ 職員への周知

園内で定期的に研修を行うなど、職員間で共有し、安全対策を徹底してください。 

ウ マニュアルの見直し

園で発生した事故事例やヒヤリハットをもとに、定期的な見直しを行い全職員で共有します。 

※マニュアルの作成にあたっては事故事例集（P.12）も参考としてご活用ください。

(２) 事故防止のための具体的な取組 

日常的に必要なこと 

・職員配置については、必ず配置基準を守ります。

・児童の行動を予測し、目を離さないようにします。

・児童の健康状態を観察、把握し、個々の状態に応じた保育をします。

ア 誤飲・誤嚥

(ア)食事

＊年齢月齢にかかわらず、普段食べているどんな食材も窒息につながる可能性があります。

適切な食事の援助や観察をしっかり行いましょう。 

・児童の食事に関する情報や当日の児童の健康状態等、職員間で共有します。

・咀嚼や飲み込みなどの発達状況にあった食事内容にします。

・児童が自発的に口に入れ、飲み込むようにします。

・水分補給は、食事前・食事中適宜行います。無理に飲み込ませないようにしましょう。

・眠くなっている子には、無理に食べさせず、個別に配慮します。

・苦手な物を無理に食べさせることは、誤嚥・窒息につながり危険です。

(イ)環境設定

＊口に入れると咽頭部や気管が詰まり窒息の可能性がある大きさ、形状のものは室内に置か

ないようにしましょう。

・食材はもちろんのこと、施設内の安全点検の際には小さなサイズの遊具や備品についても誤

飲・誤嚥の可能性がないか定期的に確認しましょう。特にマグネット（丸磁石のような小さ

なサイズ）の誤飲は、重篤な事故につながります。

・植物は実が成長する間、誤飲誤嚥の可能性のあるサイズになります。児童が誤って口に入れ

ることが無いよう、育てる植物を改めて検討するなど、環境を工夫しましょう。
※誤飲誤嚥の可能性のあるサイズ・形状：球形の場合は 4.5ｃｍ以下のもの。

球形でないものは直径 3.8ｃｍ以下のもの。 

・飲み込んだものが薬品等の場合、吐かせて良い場合と吐かせてはいけない場合があります。

内閣府のガイドライン等を確認し、適切な対処方法を把握しましょう。
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＜参考資料＞ 

・異物誤飲が発生した場合の応急処置（内閣府のガイドライン）

【URL】

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/kyouiku_hoiku/pdf/guid

eline1.pdf 

【QR コード】 

・気道異物除去の応急処置（政府広報オンライン）

【URL】

https://www.gov-online.go.jp/useful/article/201809/2.html 

【QR コード】 

イ アレルギー誤食

＊該当児名、アレルゲン、除去食事内容を、献立の作成時からチェックを行い、調理時、配膳時

食事の提供、食事中に、複数で確認しましょう。 

・生活管理指導表等の内容を確認し、職員で共有します。

・保護者と献立表による除去内容を確認します。

・加工食品、市販菓子等も原材料表示を確認します。

・除去食は専用トレイ、食器等で視覚的に区別できるようにします。

・調理担当者間、調理担当者と保育者間、保育者間でその都度、声を出し確認等をします。

・体制の変わる土曜日、延長保育時等の除去食について、施設内で共有します。

※参考 🔍🔍  横浜市 食物アレルギー対応 

トップページ>暮らし・総合>子育て・教育>保育・幼児教育>保育所等の給食>食物アレルギー対応

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-

yoji/kyuusyoku/20140220104339.html

ウ 睡眠中

＊重大事故に結びつきやすい項目です。睡眠状況をしっかりと確認し記録しましょう。 

・午睡など、児童の睡眠中には、寝つきや睡眠中の姿勢、呼吸の状態、顔色等に注意し、睡眠中

も児童の様子に常に注意を払い、以下の点を毎日チェックします。 

□仰向けに寝かせる。

□児童の睡眠中は、時間の長さや時間帯、センサーの使用に関わらず、必ずブレスチェックを

行う【０歳児は５分に１回、１歳児は10 分に１回】

□十分な観察ができる明るさの確保

□顔面および唇の色の確認

□鼻や口の空気の流れや音の確認

□呼吸に伴う胸郭の動きの確認

□体に触れて体温確認 3
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・窒息予防のために寝具や周辺環境について以下の点を毎日チェックします。

□布団はアイロン台くらいの硬さのものが望ましい。

□シーツはしわがないか常に点検する。

□授乳後、ゲップを十分に出してから寝かせる。

□睡眠時に着衣の襟や袖口で口を塞がないように留意する。

□顔のまわりやベッドの柵にタオルなどを置いたりかけたりしない。

□毛布や布団などのかけものは、顔にかからないように胸までとする。

□飲み込む危険のある遊具を手の届くところに置いたままにしない。

エ 水遊び、プール遊び

＊児童の大好きな活動ですが、危険も伴います。しっかりとポイントを押さえましょう。 

・児童の状況を見守る専任の保育者（監視者）が必要です。常に児童から目を離しません。

・人数確認を行い、十分な休息時間がとれる計画にします。

・個々の児童の健康状態を把握します。

・水の温度管理、水質管理を行います。

・暑さ指数の確認と、暑さ対策、紫外線対策を行います。

・職員間で役割分担し連携します。

オ 骨 折

＊転倒や打撲の際、「歩けるから大丈夫」、「痛がっていないから大丈夫」などと自己判断をしな

いで、骨折を疑って整形外科での受診を検討しましょう。 

・児童の骨は成長過程にあり、まだ柔らかいので「不完全な損傷」になるときがあります。小

さい児童は、自分の状態を上手に伝えることができません。大人が丁寧に様子を見て判断し

ましょう。

・骨折を疑ったほうがよいのは（日本医師会より抜粋）

□痛がって激しく泣く

□皮膚の一部がひどくはれる

□皮膚の一部に内出血が見られる

□腕や足に力が入らない

□腕や足の向きがおかしい

カ 指はさみ事故

＊指はさみ事故は、最悪の場合、指の切断にもつながりかねない危険な事故です。 

・ドア、窓に指はさみを防止する機器を設置します。

・ドア、窓がスムーズに開閉できるか確認をします。

・老朽化や壊れていないか確認を定期的に行います。

・自動ドアの戸袋に腕等が引き込まれないか確認をします。

4
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キ 散歩などの園外保育

＊日常的な活動ですが、目的地やコース、注意点など情報の共有をしましょう。 

(ア) 事前に共通認識・情報共有を行い以下の点をチェックします。

□散歩マップでルート、危険個所を確認し、定期的に見直しをする

□散歩マニュアルで役割分担の確認、個々の児童の配慮事項を共有する

□応急処置、心肺蘇生など緊急事態への対応を共有し、危機管理訓練を実施する

□児童へ交通安全教育・保護者へ散歩の意義やリスクの説明をする

□ベビーカー、散歩バギーなどの安全点検（タイヤ、ブレーキ、ベルトなど）

(イ) 当日の確認事項は以下の点をチェックします。

□人数と目的地、ルートを記録

□公園の安全点検（遊具点検、遊具回りのごみ吸い殻等、不審者、死角、日射による高温にな

った遊具等）

□人数確認（散歩前、散歩中、散歩後）を適宜行う

□健康状態などの把握、水分補給、帰園後は石鹸で入念な手洗い

※園外活動中に、公道等を歩行している際、危ない、と感じる箇所を発見した場合は、所管の土

木事務所または警察署へ相談しましょう。

  土木事務所：公道における路面標示やガードレールの設置・修繕等の相談ができます。 

  警察署：信号機や横断歩道の設置・修繕等の相談ができます。 

ク 行方不明

＊保育中の見失いにより、交通事故や転落事故、夏などであれば熱中症といった重大事故に結び

つきかねません。園内、園外関わらず人数確認をしましょう。 

(ア) 保育中の見失い

・人数確認は、リーダーだけでなく、必ず複数で声を出して行います。

・「〇人」と数字での確認だけでなく、児童一人ひとりを確認します。 

・児童の動向の確認はできているか、職員の立ち位置はどうか、職員同士の声の掛け合いは十

分かなど確認します。

・児童の移動の際に見失いが起きそうな場所を把握します。

(イ) 児童の園からの抜け出し

・常に児童の人数確認は欠かさず、点呼を確実に行ってください。

・自動ドアのセンサーは、児童の届きにくい十分な高さか確認をします。

・職員などによりロック解除が必要なドアの場合は、ロックを解除するボックスやスイッチの

高さが児童には届きにくい十分な高さか確認をします。

ケ 不審者の侵入

＊ハード面での対策を検討し、シミュレーションをしましょう。

・外部から中に入るためには、必ず内側から施錠を解除するシステムや防犯カメラを設置する

といったハード面での対策を検討しましょう。

・保護者のみにカードキーを渡しているといった場合でも、保護者に対し、園の安全対策を周

知し、園の出入りの時に気を付けてもらうように伝えるなど、保護者を巻き込んだ安全対策
5
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をしましょう。 

・不審者が侵入した場合、どのように対応したらよいか、マニュアルを作成しシミュレーショ

ンを行いましましょう。シミュレーションを行うときは、園長や主任などが不在の場合や、

朝夕などの職員が少ない時も想定して実施しましょう。

・年１回以上は不審者訓練を行ってください。

コ 与 薬

＊原則として与薬は行いません。 

・慢性疾患などやむをえない場合に限り、医師の意見書などをもとに、必要かつ最小限の与薬

を行います。

・薬は１回分又は１日分のみ預かり、施錠できる場所に保管します。

・与薬の際は、複数の職員でダブルチェックを行い、重複して与薬する、人違い、与薬量の誤

り、与薬忘れ等がないよう確認します。

サ ヒヤリハット

＊ヒヤリハットとは重大な事故に至らないものの直結してもおかしくない一歩手前の事例に 

「気づく」ことです。事故を未然に防ぐために、ヒヤリハットを活用しましょう。 

・保育現場では「ヒヤリ」としたり「ハッ」としたりすることが発生します。児童たちの行動

は、大人の予想をはるかに超え、思いがけないことの連続です。大きな事故につながる可能

性のある事例を記録し、原因の分析、予防策を職員間で共有します。

（→ヒヤリハットの詳細については P13 を参照。） 

シ 安全管理

＊児童は身近な環境に興味や好奇心を持って関わります。安全な環境を整えましょう。 

(ア) 園全体での情報共有・確認

・朝夕の合同保育など、通常の保育と違う形態の時には注意すべき事を園全体で確認します。 

・環境整備、保育者の立ち位置、役割分担、児童一人ひとりの情報共有をします。

・配慮が必要な児童については、園全体で保育を行うという意識を持って支え合います。

・担当現場を離れるときには声をかけて、相手からの返事を待って行動します。また、不安な

点は声に出して伝えるなど、声かけを習慣づけます。

・保育環境には危険なものを置かず、棚からの落下や家具、テーブル等の転倒防止を行います。 

・日々、及び定期的に安全点検を実施し安全の確保を図ります。

※安全点検表の作成例は、内閣府のガイドラインを参考にしてください。

🔎🔎 「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン」 

(イ) 遊具等

・児童の発達に応じた遊びや遊具、玩具を提供します。

・固定遊具で遊ぶときは、保育者が付き添います。

・遊具の使用方法や配置場所の環境などを把握し、事故につながる危険性を予見する観点をも

って安全点検をします。

・変状及び異常が発見された場合は、遊具の使用を中止し、適切な措置をします。

…施設内の場合：施設として修繕や撤去などを行います。

…横浜市が管理する公園などの場合：土木事務所などの管理者へ通報します。

6
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・遊具は、安全基準を満たしたものを設置し、施設で加工などして使用することのないよう注

意します。

・公園等で遊具を使用する際には、対象年齢を確認し、児童の年齢に合った遊具を使用します。

・児童の服装については、事故につながりかねない服装ではないことを確認し、危険性につい

て保護者へ周知します。

(ウ) 物品の管理、整理整頓

・薬品や危険な物品（窒息の可能性のある玩具、小物等も含む）などは、転倒、落下の恐れの

ない、児童の手が届かないところで管理します。

・整理整頓を心がけ、不要なものがないか職員間で確認します。

(エ) 送迎バス等の安全対策

・バス送迎時での人数把握の手順、登降園時や保育中の人数把握の方法について確認しましょ

う。

・送迎中に非常時が発生した場合の対応について、あらかじめ緊急時対応マニュアルに作成す

るなどし、運転手や乗務する職員と共有しましょう。

・停留する場所の選定：それぞれの停留するところの所管警察署へ、安全上の留意がないか確

認しましょう。

(オ) 救急救命講習の定期的な受講

緊急時は保育従事者が救急救命行為を行う必要があります。必ず定期的に受講しましょう。

また、救命救急講習は園内研修でも定期的に実施しましょう。

(カ) 救急対応訓練実施の徹底

救急車を呼ぶような緊急事態発生時には、１１９番通報や心肺蘇生などの応急処置を冷静 

に行う必要があるため、救急対応マニュアル等を確認し、訓練を行うようにしてください。 

【想定される事故の例】 
・食事… 窒息、誤飲、誤嚥、アレルギー誤食
・睡眠… 窒息、SIDS、けいれん
・プール…溺水、転倒
・散歩… 骨折等の怪我、行方不明、交通事故
・園内… 玩具等の誤飲

扉やサッシの指挟み 
児童同士の衝突  
遊具からの転落 

(キ) 避難訓練等の実施

避難訓練や消火訓練については、保育従事者だけでなく、児童を含めて、具体的な避難誘導

を伴ったものを実施してください。 
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３ 事故発生時の対応について
(１) 状況把握と受診の判断

必要に応じて応急処置を行うとともに、事故の状況（児童の状態、現場の状況など）を正確

に把握してください。症状の見落としや判断ミスがないよう、児童の状態については、複数人

で確認してください。受診が必要と判断した場合は、保護者の了解を取った上で、園が病院に

連れていくことを基本としてください。 

※ 特に、頭部の打撲等のけがについては、症状が目に見えない場合があり、受診が遅く

なることで重症となる恐れがあります。首から上の打撲・けが等については、園が病院

に連れていくことを基本としてください。 

(２) 保護者への説明

事故の発生について連絡し、現在把握している事実を正確に伝えてください。保護者へ、適

切に情報提供を行うことは、その後、信頼関係のある中で保育を継続するために重要なことで

す。保護者からの質問には、状況を踏まえ、確認できた内容の範囲内において説明する。不明

な点や確認中の点については、その旨を伝えます。 

※説明前に、伝える内容を整理し、事故の概要を的確に伝える。

※なお、電話で報告する場合も、連絡した内容は記録する。

※ 具 体 的、かつ、客 観 的に説明するように心がける。

＜事前にまとめておく主な点＞ 

・いつ

・どこで

・だれが

・どの程度のけがなのか

・どのように・なぜ

・現在どのような対応を行っているのか：

・保護者には何をしてほしいか

（受診等の承諾や、お迎え、病院での待ち合わせ等）：

(３) 事故状況の記録

どのように事故が発生し、どのように対応したのか、また、保護者へ伝えた内容について、

随時、時系列に沿って記録をしておきましょう。

8
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４ 事故発生後の対応について 
(１) 区のこども家庭支援課への事故報告書の提出

「園内・園外での事故対応」（P.20～21）に基づき、速やかに、区のこども家庭支援課に

「事故報告書（第１報）」を提出してください。 

原則、第１報は、事故発生当日（遅くとも事故発生翌日までに）提出してください。 

園内で事故原因の分析と再発防止策の検討が終わり次第、「事故報告書（第２報）」を提出し

てください。第２報は、遅くとも事故発生から３週間以内に提出してください。なお、第１報

提出時に事故原因の分析と再発防止策の検討が済んでいる場合は、第１報に含めてもかまいま

せん。 

【横浜市へ事故報告が必要なケース】 

① 死亡事故

② 重傷事故（治療に要する期間が 30 日以上の負傷や疾病及び意識不明）

③ 置き去り・行方不明

④ 個人情報の紛失や流出、不審者の侵入、盗難

⑤ 異物混入（給食に異物が混入した場合）

⑥ ①②に該当しないが、こども青少年局・区役所・保育所のいずれかが報告を必要と判断

した事故

【横浜市へ事故報告する際に必要な様式】 

① 事故報告書（表紙）

② 様式１

③ 様式２-1、様式２-２、様式２-３、様式２-４（事故の内容で、選択してください）

④ 様式３

(２) 事故の振り返り

事故直後の記録に加え、どのように振り返り、改善策を講じたのかなど、事故発生時から

の対応経過を、時系列に沿って詳細に記録してください。 

事故発生日の状況を振り返り、事故原因の分析と再発防止策の検討を行ってください。今後 

の事故防止のためにも、振り返りの内容は、パート・アルバイトを含めた全職員に周知してく 

ださい。必要に応じて、事故防止・事故対応マニュアルを見直してください。 

※振り返り、分析のポイント

下記のポイントについて振り返り、分析をし、園としても記録にきちんと残しましょう。

発生の状況 ・何時に何が発生し、誰がどう対応したのか（保護者への連絡、医療機

関への受診）など時系列でしっかり整理しましょう。

児童に関するポ

イント

・常日頃の様子はどういう児童か、当日の体調や様子はどうだったか。

・普段と違うことがなかったか、児童がどのように考えたり感じたりし

て活動していたのか。

施設や設備に関

するポイント 

・遊具や地面の状態は常日頃から確認していたか、当日はどうだったか。 

・マットや指はさみ防止の機器などを設置することで、ハード的に防げ

たか。

保 育 従 事 者 に 

おけるポイント 

・配置数、立ち位置、役割分担はどうだったか。

・従事者は救急対応や事故防止の研修をあらかじめ行っていたか、マニ

ュアルなどは周知されていたか、マニュアル等のとおりに実施してい

たか、対応ができていたか。
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・マニュアルの見直しが必要ではないか。

・マニュアルを共有する場（園内研修など）は十分用意しているか。

保育内容に関す

るポイント 

・活動内容は年次や児童自身にとって適合した内容だったか。

・保育従事者はどのように児童に声かけや接し方をしていたか（より良

い声かけや、接し方がなかったか）。

(３) 事故報告書の取扱いについて

本市は、注意喚起と再発防止の啓発等を目的に、施設名及び個人情報を削除した上で、市

内各施設へ情報提供（P.15 参照）する場合や、「①死亡事故」等特に重大な事故については、

施設名等を含めて公表する場合があります。 

「①死亡事故」と「②重傷事故」については、施設からの報告を受けた市は、県と国へ報告

します。国においても再発防止等のため、施設名及び個人情報を削除した上で後日公表され

ます。 

報告書は、市・区へ報告するたびに、第 1 報、第 2 報…更新しながら、それぞれ保存して

ください。 

（第 2 報を提出したからといって第 1 報を破棄等しないでください） 

保護者への連絡は事故発生後、速やかに行います。その後も適宜情報提供を行ってくださ

い。また、「①死亡事故」と「②重傷事故」の場合は、市と施設で報告書の内容を確認した後、

最後に施設から保護者へ「様式２－１」をお渡し、改めて報告することと、国が個人情報等

削除の上、後日公表することについての説明をしてください。 

※ 事故報告様式のダウンロード URL:

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/jikotaio/hoiku.ht

ml

トップページ>事業者向け情報>分野別メニュー>子育て>事故防止と事故対応について>事故防止と

事故対応について
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５ 巡回訪問事業について 

(１) 巡回訪問とは

横浜市では平成 30 年 4 月より、保育・教育施設における重大事故を予防し、保育の質の向上を

目的として、巡回訪問を開始しました。 

各施設・事業所を訪問し、日常の活動状況をヒアリングなどしながら、安全安心な教育・保育環

境を整えるために客観的な観点から助言や提案を行っています。 

また、重大事故が発生しかねないハザードについて伝え、事故を未然に防ぐことに繋がるとの期

待から、各施設で情報収集した事故防止の具体的取組や様々な工夫を情報提供しています。 

市内すべての保育・教育施設、事業所を複数年かけて巡回訪問します。全市的な保育の質の向上、

および市と施設の関係性づくりを推進する事業として、今後さらに積極的に取り組んでいきます。 

(2) 安全安心な教育・保育環境を整えるために訪問員が伝えている主な内容

ア 食事中の誤飲・誤嚥を防ぐためのポイント

(ア)乳幼児ともに、食べている様子を必ず確認する

…急いで食べていないか、口に詰め込みすぎていないか等

(イ)個々のペースに合わせた援助をする

(ウ)食事の最後は口の中に食べ物が残っていないか確認する

(エ)気道異物除去の応急処置について園内研修等を行っておく

イ アレルギー誤食を防ぐためのポイント

(ア)除去食提供までのダブルチェックができるタイミングを複数設定する

(イ)ヒューマンエラーを防ぐため、アレルギー児対応の共通理解・情報共有を確実に実施す

る

(ウ)給食食材の成分が変わることがあるので成分表を毎回確認する

(エ)行事などの通常とは異なる保育内容の時や、職員体制に変更がある場合でも、いつもと

同じ手順で実施する

(オ)年齢に関わらず食べたことのない食材をチェックする（弁当を含む）

ウ 午睡時の事故を起こさないポイント

(ア)仰向けで寝る事を徹底する

(イ)ブレスチェックは目視だけでなく、体に触れて体調変化がない事を確認する

(ウ)体調、機嫌等に通常と違う様子があるときは特に注意し、職員間で情報共有する

(エ)入園当初は児童にストレスがかかり事故のリスクが高いので、特に注意する

エ 水遊びの事故を防ぐためのポイント

(ア)監視役の目印をつけることで、本人や周囲の人への意識を高める

(イ)監視員は最初から最後まで監視役に徹する

(ウ)日頃から心肺蘇生法や AED の使い方の研修、手順書の確認をする

オ 散歩での事故を防ぐためのポイント

(ア)行方不明、置き去り事故防止の為、人数点呼の重要性を再度確認する

(イ)人数確認は、複数人で点呼し、数を伝えあいながら、確実に行う
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(ウ)散歩途中や散歩先の危険箇所をマップに入れ、安全なコースや散歩先を共有する

(エ)保育者の役割分担・連携が重要。個々の児童の年齢、発達、性格、行動パターンなどを職

員間で共有する

(オ)散歩先で災害、事故、不審者などを想定した訓練を行う

カ 災害対策のポイント

(ア)備蓄用品の確認をし、保管場所を全職員に周知する

(イ)避難時に誰からもアレルギー児と明確にわかる手立ての工夫をする

キ 施設内での物の整理や配置についてのポイント

(ア)テーブルの立て掛けや椅子の積み重ねはしない

(イ)ロッカー、高い棚は転倒防止を行う

(ウ)扉付き棚の開閉ストッパーを設置する

(エ)サッシ窓、保育室や押し入れ扉、扉の蝶番等に指挟み防止を設置する

(オ)ガラスには飛散防止対策を行う

ク ヒヤリハットの取組のポイント

(ア) ヒヤリハットで気づいた危険箇所や場面を収集し、職員間で共有する

(イ) 予想される事故について、改善策を講じる

ケ シミュレーションのポイント

(ア) 重大事故につながりやすい場面を想定し実施する

(イ) 職員間で事故を想定した役割分担を共有する

(ウ) 定期的なマニュアルの見直しをする

(３)「巡回訪問つうしん」の発行について

令和２年度から、「巡回訪問つうしん～子どもの命を守る～」を発行し、様々な事故防止情報

を各施設にお伝えしています。ホームページにも掲載をしていますので、日々の保育の中で活

用してください。 

 【URL】 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/jikotaio/hoiku.html 

トップページ>事業者向け情報>分野別メニュー>子育て>事故防止と事故対応について>

事故防止と事故対応について 

【QR コード】 

市内の保育教育施設・事業所において、マニュアルの作成、ヒヤリハットの活用等真摯な取

組によって事故防止がなされているにも関わらず、依然として事故は発生しています。子ども

の最善の利益を守り、健やかな心身の成長発達を保障すべき保育教育施設としてさらなる事故

防止の積極的取組を期待すると共に、その一助となるべく巡回訪問事業の推進を尚一層図って

いきます。 
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（4）保育中のヒヤリハットについて

ヒヤリハットとは…重大な事故には至らないものの、直結してもおかしくない一歩手前の事例

に「気づく」ことです。施設で発生したヒヤリハットを振り返り、分析することで、重大な事故を

未然に防ぐことができます。しかし、意識しないと、そういった事例に気づかず、事故が起きてし

まうことがあります。日ごろの保育の中で発生しやすいヒヤリハットと事故の事例について、各施

設での振り返りや、分析に役立ててください。 

事例１…アレルギー誤食 

これはヒヤリハット！ 盛り付けや配膳するときにアレルギー児童用の給食を間違えそうになる、

あるいは、間違えて盛り付けてしまったが、児童へ提供する前に職員が気

づいて未然に防いだ。 

これは事故！ 卵アレルギーのある児童が卵の入った給食を食べてしまったがアレルギー

症状はでなかった。 

→今回は症状がでていなくても、食べてしまったことは事故です！ヒヤリハット・事故事例

のどちらにおいても、どうして間違えそうになったのか、調理から児童に配膳するまでの手

順を再度確認しましょう。横浜市 HP に掲載されているマニュアルなどを参照しながら園内

で再発防止を徹底しましょう。

【URL】 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-

yoji/kyuusyoku/20140220104339.html 

トップページ>暮らし・総合>子育て・教育>保育・幼児教育>保育所等の給食>食物アレルギー対応 

【QR コード】

事例２…出会いがしらの衝突 

これはヒヤリハット！ ホールに向かう廊下の曲がり角で、3 歳児と 4 歳児が合流するときがあ

り、児童同士がぶつかりそうだなと感じた。

これは事故！ ホールに向かう廊下の曲がり角で児童同士がぶつかってしまった。幸いけ

がはなかった。

→児童同士の衝突は重大なけがにつながる案件です。

・なぜその曲がり角で３歳児と 4 歳児が合流してしまうのか

（ホールへ向かうときの動線や時間帯の分析）

・職員の立ち位置、連携

・児童への声かけは、十分なのか

といったことを見直してみましょう。
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ヒヤリを感じたらどうしたらいいのか

日常的にヒヤリハットの報告をしたり、職員会議や園内研修の場で、危ないと感じることを出し合

ってみたりすることで、保育を行う上での注意点について共有することができます。 

また、日ごろ感じる「ヒヤリ」を改善することで、事故発生を防ぐだけでなく保育環境もより良く

なっていきます。 

施設でも積極的に情報共有し、改善策を検討しましょう。 

事例３…園外活動中の行方不明 

これはヒヤリハット！ 児童が公園で遊んでいるときに、草むらの陰に入り、姿を見失いそうにな

った。 

これは事故！   いつのまにか、姿が見えなくなってしまった児童を探していたところ、他

の施設の保育者から声をかけられ、連れてきてもらった。 

→ 一瞬であっても行方不明に当たります。例えば公園のすぐそばに大きな道路や川が

あった場合、交通事故や川への転落など、重大な事案に発展する可能性があります。

公園内外の安全点検の際に、

・死角になりそうな箇所の確認を行い、保育者間で共有する

・保育者の役割分担、立ち位置を確認して保育にあたる

といった事を踏まえながら、具体的な再発防止の方法を必ず検討してください。 

  また、行方不明は施設内でも起きる可能性があります。土曜日保育などで、普段とは違

う環境で保育する場合など、デイリープログラムに安全の視点を加えて作成しましょう。 

事例４…児童同士のトラブルと噛みつき 

これはヒヤリハット！ 1 歳児同士のトラブルで噛みつかれそうになる場面があった。 

これは事故！     おもちゃの取り合いから噛みつきが起きた。 

→児童同士のトラブルであっても、噛みつかれてしまった場合は事故にあたります。口の中の雑

菌で化膿する事も考えられます。保護者からの苦情になりやすい事例です。

トラブルになりそうな時間帯や日々の児童の様子を記録することで、児童の行動を予想するこ

とができます。遊びの環境を整えるなど、児童への対応を職員間で共有していきましょう。 
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土

曜
日

　
1
0
:5

0
３

月
　

月
曜

日
　

1
0
:0

0
２

月
　

水
曜

日
　

1
4
:1

0
６

月
　

火
曜

日
　

1
6
:5

0
４

月
　

火
曜

日
　

1
6
:4

0

場
所

施
設

内
(園

庭
)

施
設

外
施

設
内

(園
庭

）
施

設
内

(園
庭

）
施

設
内

（
園

庭
）

保
育

状
況

園
庭

自
由

遊
び

公
園

あ
そ

び
園

庭
自

由
遊

び
園

庭
自

由
遊

び
園

庭
自

由
遊

び

ハ
ー

ド
面

（
設

備
等

）

環
境

面
（
保

育
内

容
等

）

・
細

長
い

園
庭

の
た

め
、

ボ
ー

ル
が

飛
ん

で
き

て
危

な
い

時
に

、
横

に
避

け
る

動
作

が
し

に
く
い

。
・
遊

ぶ
時

の
約

束
や

遊
び

方
を

事
前

に
子

ど
も

と
一

緒
に

確
認

す
る

。

・
雲

梯
の

下
は

砂
に

砂
利

が
混

ざ
っ

て
い

る
よ

う
な

状
態

だ
っ

た
。

・
ク

ラ
イ

ミ
ン

グ
の

下
に

マ
ッ

ト
等

は
無

し
。

・
こ

れ
ま

で
鬼

ご
っ

こ
の

際
に

は
ク

ラ
イ

ミ
ン

グ
は

使
用

し
て

い
な

か
っ

た
。

・
子

ど
も

の
人

数
に

見
合

う
保

育
者

数
で

保
育

は
し

て
い

た
が

、
夕

方
の

時
間

帯
で

の
遊

具
の

選
択

を
し

っ
か

り
周

知
し

て
い

な
か

っ
た

。

・
年

に
１

～
３

回
、

園
庭

の
砂

を
補

充
し

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

性
を

高
め

、
更

に
鉄

棒
の

下
を

覆
う

よ
う

人
工

芝
を

一
枚

敷
い

て
い

た
。

ソ
フ

ト
面

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
研

修
等

）

人
的

面
（
保

育
者

の
状

況
等

）

・
年

長
同

士
の

た
め

、
次

第
に

速
い

ボ
ー

ル
を

投
げ

合
う

よ
う

に
な

っ
て

い
た

。
本

児
と

相
手

の
児

童
は

比
較

的
運

動
が

得
意

で
あ

っ
た

た
め

、
年

長
児

に
対

す
る

保
育

者
の

配
慮

が
足

り
な

か
っ

た
。

・
保

育
者

（
３

名
）
は

、
砂

場
、

雲
梯

の
横

、
大

型
遊

具
の

と
こ

ろ
で

、
児

童
の

遊
び

を
見

守
っ

て
い

た
。

・
本

児
は

、
雲

梯
が

得
意

な
た

め
、

他
児

に
手

本
を

見
せ

よ
う

と
張

り
切

っ
て

い
た

。

・
保

育
者

は
、

ク
ラ

イ
ミ

ン
グ

（
事

故
箇

所
）
周

辺
保

育
士

（
担

任
）
１

名
。

砂
場

に
保

育
者

１
名

。
鉄

棒
に

保
育

者
１

名
。

・
片

付
け

の
時

間
に

な
り

、
保

育
者

が
近

く
に

は
い

た
が

、
ク

ラ
イ

ミ
ン

グ
に

上
が

る
本

児
に

気
づ

か
な

か
っ

た
。

・
日

頃
の

子
ど

も
た

ち
の

動
き

や
興

味
関

心
な

ど
を

保
育

者
間

で
共

有
を

し
て

お
く
必

要
が

あ
っ

た
。

・
保

育
者

の
立

ち
位

置
に

つ
い

て
は

、
一

瞬
死

角
に

な
っ

て
い

た
。

・
保

育
者

は
、

滑
り

台
付

近
に

１
名

、
全

体
が

見
渡

せ
る

場
所

に
２

名
、

鉄
棒

付
近

に
１

名
、

０
歳

児
テ

ラ
ス

に
２

名
配

置
し

、
子

ど
も

の
動

き
に

よ
っ

て
移

動
し

た
。

・
痛

が
ら

ず
、

手
が

動
か

せ
た

た
め

、
骨

折
と

は
考

え
な

か
っ

た
。

・
園

庭
の

特
性

上
、

園
庭

で
の

ボ
ー

ル
遊

び
の

際
は

、
速

い
ボ

ー
ル

を
投

げ
る

、
蹴

る
な

ど
は

行
わ

な
い

こ
と

、
必

要
な

時
は

公
園

の
広

場
な

ど
で

活
動

す
る

こ
と

を
徹

底
す

る
。

・
子

ど
も

の
気

持
ち

が
高

揚
し

て
い

る
時

は
、

安
全

に
配

慮
し

、
他

の
遊

び
に

誘
う

な
ど

、
危

険
性

の
あ

る
遊

具
は

止
め

る
よ

う
に

す
る

。
・
遊

具
が

な
く
て

も
子

ど
も

が
遊

び
始

め
る

準
備

と
公

園
の

環
境

を
考

え
、

目
的

や
ね

ら
い

に
あ

っ
た

散
歩

先
の

選
択

を
行

っ
て

い
く
。

・
該

当
遊

具
の

下
に

マ
ッ

ト
等

、
転

落
し

た
際

大
き

な
け

が
に

つ
な

が
ら

な
い

よ
う

な
備

品
の

設
置

。
・
鬼

ご
っ

こ
等

す
る

時
は

、
遊

具
は

使
用

せ
ず

、
遊

具
を

使
用

す
る

際
は

鬼
ご

っ
こ

は
し

な
い

よ
う

遊
び

方
を

分
け

る
よ

う
に

す
る

。

・
夕

方
の

保
育

に
つ

い
て

は
担

任
同

士
で

連
携

し
て

行
い

、
起

こ
り

う
る

事
故

を
予

測
し

配
慮

し
て

い
く
。

・
夕

方
は

保
護

者
対

応
が

必
要

な
時

間
帯

な
の

で
、

合
同

保
育

中
の

遊
び

方
を

考
え

、
遊

具
の

使
い

方
、

設
置

の
仕

方
を

再
度

確
認

し
て

い
く
。

・
鉄

棒
の

下
に

、
厚

さ
１

c
m

の
人

工
芝

を
敷

い
て

い
た

が
、

２
枚

重
ね

て
倍

の
厚

み
に

改
善

し
た

。
・
児

童
が

鉄
棒

等
か

ら
落

下
し

た
時

は
、

当
該

児
童

の
状

態
だ

け
で

判
断

せ
ず

、
念

の
た

め
に

受
診

す
る

。
・
職

員
間

で
事

故
簿

の
内

容
を

共
有

し
押

印
し

て
い

る
。

事 故 の 分 析

再
発

防
止

の
た

め
の

改
善

策

６
　
令

和
３
年

　
事
故

事
例

事
例

事 故 の 状 況

骨
折

（
年

齢
順

）

※
令

和
３

年
１

月
～

1
2
月

1
5

資料-28



（
2
/
5
）

骨
折

（
年

齢
順

）

骨
折

骨
折

火
傷

落
下

口
の

打
撲

診
断

結
果

左
脛

骨
折

　
全

治
3
0
日

以
上

右
ひ

じ
関

節
部

骨
折

　
全

治
9
0
日

火
傷

２
度

～
３

度
　

全
治

約
３

か
月

経
過

観
察

左
前

歯
骨

折
　

永
久

歯
が

生
え

る
ま

で

年
齢

３
歳

1
1
か

月
１

歳
９

か
月

５
歳

0
歳

9
か

月
５

歳
４

か
月

事
故

内
容

３
～

５
歳

児
2
7
名

、
保

育
者

３
名

本
児

は
サ

ッ
カ

ー
を

し
て

い
た

と
こ

ろ
、

ボ
ー

ル
を

蹴
り

そ
び

れ
て

転
倒

し
、

左
足

の
脛

を
排

水
溝

の
蓋

に
打

ち
付

け
た

。
患

部
が

青
く
な

り
、

痛
み

を
訴

え
た

た
め

、
保

冷
材

で
冷

や
し

、
主

任
に

報
告

し
た

。
通

院
の

判
断

を
し

た
の

ち
、

保
護

者
に

連
絡

し
た

。
ち

ょ
う

ど
迎

え
に

来
た

保
護

者
が

本
児

を
連

れ
、

整
形

外
科

を
受

診
し

た
。

１
～

２
歳

児
2
2
名

、
保

育
者

６
名

本
児

が
入

室
を

嫌
が

り
、

斜
面

上
の

方
へ

逃
げ

て
い

っ
た

。
保

育
者

が
本

児
を

抱
っ

こ
を

し
て

斜
面

を
降

り
る

際
に

足
を

ひ
ね

り
、

保
育

者
の

左
半

身
、

本
児

右
半

身
が

下
に

な
り

、
転

倒
し

た
。

転
倒

し
た

時
点

の
所

見
で

は
、

額
の

赤
み

が
あ

っ
た

の
み

で
あ

っ
た

。
そ

の
後

、
排

泄
・
食

事
中

に
腕

を
か

ば
う

仕
草

が
あ

り
、

通
院

し
た

。
午

前
、

午
後

、
計

2
回

の
受

診
の

結
果

、
骨

折
と

判
明

し
た

た
め

、
規

模
の

大
き

い
病

院
を

紹
介

さ
れ

、
保

護
者

と
通

院
し

た
。

３
～

５
歳

児
９

名
、

保
育

者
１

名
異

年
齢

で
室

内
遊

び
中

、
子

ど
も

の
手

の
届

か
な

い
棚

の
上

で
、

完
成

し
た

ア
イ

ロ
ン

ビ
ー

ズ
の

作
品

の
ア

イ
ロ

ン
が

け
を

し
て

い
た

。
保

育
者

が
、

保
護

者
対

応
の

た
め

電
源

を
切

っ
て

そ
の

場
を

離
れ

た
時

に
、

ア
イ

ロ
ン

ビ
ー

ズ
の

作
品

を
片

付
け

よ
う

と
し

た
本

児
が

棚
の

引
き

出
し

を
開

け
た

。
そ

の
時

に
、

ア
イ

ロ
ン

コ
ー

ド
が

引
き

出
し

に
引

っ
掛

か
り

、
ア

イ
ロ

ン
が

棚
の

上
か

ら
落

下
し

、
本

児
の

左
腕

に
あ

た
り

火
傷

し
た

。

０
歳

児
５

名
、

保
育

者
２

名
午

睡
明

け
に

本
児

が
激

し
く
ぐ

ず
っ

た
の

で
、

保
育

者
が

抱
き

か
か

え
、

お
ん

ぶ
紐

を
つ

け
た

状
態

で
、

抱
っ

こ
を

し
て

い
る

状
態

か
ら

、
お

ん
ぶ

を
し

よ
う

と
し

た
。

そ
の

時
、

保
育

者
の

腰
の

高
さ

か
ら

約
8
0
c
m

下
の

ベ
ビ

ー
マ

ッ
ト

レ
ス

の
上

に
右

側
面

か
ら

落
下

。
落

下
直

後
す

ぐ
に

泣
い

た
。

頭
・

首
・
表

情
・
視

線
を

確
認

し
、

す
ぐ

に
患

部
を

冷
や

し
た

。
嘱

託
医

に
連

絡
し

た
と

こ
ろ

、
救

急
外

来
へ

の
受

診
を

進
め

ら
れ

救
急

車
を

要
請

し
、

受
診

し
た

。

３
歳

児
1
1
名

、
４

歳
児

1
1
名

、
保

育
者

２
名

園
庭

で
４

歳
児

６
名

が
ス

キ
ッ

プ
鬼

ご
っ

こ
を

し
て

い
た

。
２

人
の

逃
げ

る
方

向
が

重
な

り
、

正
面

衝
突

し
た

。
本

児
の

口
元

と
他

児
の

右
額

付
近

が
ぶ

つ
か

り
、

左
前

歯
が

奥
に

押
さ

れ
て

歯
ぐ

き
か

ら
出

血
し

、
歯

科
を

受
診

し
た

。
受

診
を

継
続

し
、

永
久

歯
が

生
え

代
わ

る
年

齢
ま

で
経

過
を

み
る

。

月
・
曜

日
・
時

間
帯

４
月

　
月

曜
日

　
1
5
:5

8
6
月

　
木

曜
日

　
1
0
:4

0
1
0
月

　
火

曜
日

　
1
8
：
1
0

3
月

　
火

曜
日

　
1
2
：
5
0

２
月

　
木

曜
日

　
1
0
:2

0

場
所

施
設

内
（
園

庭
）

施
設

内
（
園

庭
）

室
内

施
設

内
（
室

内
）

施
設

内
（
園

庭
）

保
育

状
況

園
庭

自
由

遊
び

園
庭

自
由

遊
び

自
由

遊
び

午
睡

明
け

園
庭

自
由

遊
び

ハ
ー

ド
面

（
設

備
等

）

環
境

面
（
保

育
内

容
等

）

・
転

倒
を

想
定

し
た

安
全

点
検

は
し

て
い

な
か

っ
た

。
・
3
～

5
歳

児
の

保
育

中
で

自
由

に
園

児
だ

け
で

遊
べ

る
よ

う
に

し
て

い
た

。

・
傾

斜
の

あ
る

園
庭

だ
っ

た
た

め
滑

り
や

す
か

っ
た

。
・
デ

コ
ボ

コ
し

て
い

る
箇

所
が

あ
り

、
修

繕
を

行
う

必
要

が
あ

っ
た

。

・
室

内
で

ア
イ

ロ
ン

を
使

用
し

、
電

源
を

切
っ

た
が

コ
ン

セ
ン

ト
が

抜
け

て
い

る
か

確
認

せ
ず

、
棚

の
上

に
置

い
た

ま
ま

そ
の

場
を

離
れ

た
。

・
職

員
が

お
ん

ぶ
し

よ
う

と
し

た
の

を
嫌

が
り

、
急

に
体

を
反

ら
せ

た
。

・
天

候
は

良
く
、

土
が

乾
燥

し
て

い
て

、
園

庭
は

一
部

で
こ

ぼ
こ

が
あ

っ
た

。
・
鬼

ご
っ

こ
の

他
、

砂
場

や
鉄

棒
で

遊
ん

で
い

る
児

童
が

い
た

。

ソ
フ

ト
面

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
研

修
等

）

人
的

面
（
保

育
者

の
状

況
等

）

・
保

育
者

１
名

は
一

緒
に

サ
ッ

カ
ー

を
し

て
い

た
。

１
名

は
５

歳
児

と
花

に
水

や
り

を
し

て
い

た
。

１
名

は
大

型
遊

具
の

近
く
に

い
た

。

・
保

育
者

は
、

入
室

時
に

片
付

け
の

声
を

か
け

た
。

・
斜

面
に

登
っ

て
行

っ
た

本
児

を
抱

っ
こ

し
て

、
部

屋
に

連
れ

て
行

こ
う

と
し

た
。

・
入

室
を

嫌
が

っ
て

い
る

時
は

無
理

に
部

屋
へ

連
れ

て
行

こ
う

と
せ

ず
、

行
く
気

に
な

る
ま

で
待

っ
て

も
良

か
っ

た
。

・
子

ど
も

が
い

る
中

で
の

ア
イ

ロ
ン

の
使

用
が

危
険

で
あ

る
と

い
う

意
識

が
低

か
っ

た
。

・
降

園
の

時
間

帯
で

あ
り

、
一

瞬
で

も
ア

イ
ロ

ン
か

ら
離

れ
る

可
能

性
が

あ
る

、
職

員
体

制
が

１
名

の
時

に
使

用
し

て
し

ま
っ

た
。

・
保

育
者

１
名

で
お

ん
ぶ

紐
を

つ
け

た
状

態
で

抱
っ

こ
か

ら
お

ん
ぶ

に
持

っ
て

い
こ

う
と

し
た

。

・
園

庭
で

４
歳

児
1
1
名

の
う

ち
、

６
名

と
保

育
者

１
名

が
、

ス
キ

ッ
プ

鬼
ご

っ
こ

等
自

由
遊

び
を

し
て

い
た

。
他

の
園

児
は

違
う

遊
び

を
し

て
い

た
。

・
見

守
っ

て
い

る
保

育
者

が
１

名
い

た
が

、
年

齢
に

応
じ

た
園

児
の

行
動

予
測

や
危

険
予

知
が

で
き

て
い

な
か

っ
た

。

・
サ

ッ
カ

ー
や

自
転

車
に

乗
る

場
所

を
決

め
る

等
、

安
全

に
遊

べ
る

よ
う

に
す

る
。

・
転

倒
し

た
際

、
け

が
を

す
る

可
能

性
が

あ
る

場
所

に
、

職
員

を
配

置
す

る
。

・
こ

こ
で

転
倒

し
た

ら
と

考
え

て
点

検
す

る
。

・
滑

り
や

す
い

と
こ

ろ
で

は
抱

っ
こ

を
せ

ず
手

を
繋

ぐ
な

ど
の

対
応

を
す

る
べ

き
で

あ
っ

た
。

ど
の

よ
う

な
所

に
ど

の
よ

う
な

危
険

が
あ

る
の

か
、

把
握

し
て

お
く
。

・
保

育
室

に
担

任
が

１
名

と
い

う
状

況
で

は
い

つ
も

以
上

に
安

全
に

留
意

し
、

少
し

で
も

危
険

と
思

わ
れ

る
も

の
を

持
ち

込
ま

ず
、

使
用

も
し

な
い

。
・
事

務
所

や
バ

ッ
ク

ヤ
ー

ド
な

ど
子

ど
も

が
入

室
で

き
な

い
場

所
で

ア
イ

ロ
ン

を
使

用
す

る
。

・
お

ん
ぶ

を
す

る
際

は
必

ず
2
人

体
制

で
行

う
。

ま
た

立
っ

た
状

態
で

お
ん

ぶ
せ

ず
、

お
ん

ぶ
や

だ
っ

こ
の

体
勢

変
更

は
膝

立
ち

以
下

の
高

さ
で

行
う

。
・
体

勢
を

崩
し

た
場

合
を

考
え

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

性
の

高
い

マ
ッ

ト
な

ど
の

上
で

行
う

よ
う

に
す

る
。

・
複

数
の

活
動

が
行

わ
れ

る
中

で
、

他
の

ク
ラ

ス
の

保
育

者
と

連
携

し
、

一
つ

一
つ

の
遊

び
に

つ
い

て
安

全
な

環
境

の
確

認
を

し
て

い
く
。

・
園

庭
の

広
さ

や
児

童
の

動
き

を
年

齢
ご

と
に

考
え

て
遊

び
方

を
工

夫
す

る
。

事 故 の 分 析 再
発

防
止

の
た

め
の

改
善

策

事 故 の 状 況

事
例

1
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（
3
/
5
）

（
年

齢
順

）

口
腔

内
受

傷
口

の
打

撲
誤

飲
の

疑
い

誤
食

（
シ

ー
ル

）
置

き
去

り

診
断

結
果

歯
の

破
折

　
全

治
診

断
な

し
歯

が
抜

け
た

　
 全

治
７

日
経

過
観

察

年
齢

2
歳

４
か

月
０

歳
９

か
月

1
歳

３
か

月
１

歳
１

か
月

2
歳

1
か

月

事
故

内
容

１
歳

児
２

名
、

２
歳

児
５

名
　

保
育

者
３

名
揺

ら
し

て
遊

ぶ
遊

具
に

ま
た

が
り

遊
ん

で
い

る
と

き
に

、
揺

れ
の

反
動

で
前

歯
を

ぶ
つ

け
、

歯
が

欠
け

て
し

ま
っ

た
。

歯
科

に
通

院
し

、
欠

損
し

た
歯

の
尖

っ
た

部
分

を
治

療
し

た
。

０
歳

２
名

、
２

歳
児

１
名

　
保

育
者

１
名 １

歳
児

室
の

小
上

が
り

（
6
5
㎝

）
で

朝
の

合
同

保
育

を
行

っ
た

。
他

の
子

ど
も

が
登

園
し

て
来

た
た

め
、

保
育

者
が

小
上

が
り

か
ら

降
り

よ
う

と
し

た
。

そ
こ

へ
本

児
が

追
い

か
け

て
き

て
、

小
上

が
り

の
段

差
を

踏
み

外
し

顔
を

打
っ

た
。

前
歯

が
2
本

抜
け

、
出

血
し

た
た

め
止

血
し

、
口

腔
外

科
を

受
診

し
た

。
消

毒
し

、
経

過
観

察
と

な
っ

た
。

脳
神

経
系

外
科

に
は

電
話

で
相

談
し

、
様

子
を

見
る

こ
と

に
な

っ
た

。

１
歳

児
８

名
、

保
育

者
２

名
「
ぷ

る
ぷ

る
ボ

ー
ル

」
で

感
触

遊
び

を
し

て
い

た
と

こ
ろ

、
モ

グ
モ

グ
と

口
を

動
か

す
本

児
を

保
育

者
が

発
見

し
、

口
内

を
確

認
す

る
が

何
も

な
か

っ
た

。
説

明
書

に
は

、
高

吸
水

性
樹

脂
と

あ
り

、
誤

飲
に

気
づ

い
た

際
に

は
症

状
が

な
く
て

も
す

ぐ
に

受
診

と
記

載
が

あ
っ

た
た

め
、

受
診

し
た

。
レ

ン
ト

ゲ
ン

に
は

写
ら

な
い

た
め

数
日

様
子

を
見

る
が

排
便

は
良

好
で

、
異

常
は

な
か

っ
た

。
食

べ
て

い
な

か
っ

た
か

も
し

れ
な

い
、

と
い

う
こ

と
に

な
っ

た
。

０
歳

児
８

名
、

保
育

者
３

名
マ

ス
キ

ン
グ

テ
ー

プ
や

シ
ー

ル
を

画
用

紙
に

貼
っ

て
遊

ん
だ

。
本

児
の

口
が

動
い

て
い

る
こ

と
に

保
育

者
が

気
付

き
、

口
の

中
の

異
物

を
取

り
除

こ
う

と
す

る
が

、
取

り
切

れ
ず

、
異

物
を

飲
み

込
ん

だ
。

降
園

時
、

保
護

者
に

状
況

説
明

 を
し

た
。

保
護

者
が

、
緊

急
外

来
に

受
診

し
た

と
こ

ろ
、

呼
吸

等
特

に
問

題
は

な
い

と
診

断
さ

れ
た

。
翌

日
、

園
に

て
排

便
が

あ
り

、
便

の
中

か
ら

紫
色

の
紙

状
の

異
物

が
見

つ
か

っ
た

。

０
歳

児
４

名
、

１
歳

児
８

名
、

保
育

者
４

名
公

園
か

ら
の

帰
園

時
は

保
育

者
２

名
が

、
先

に
６

名
の

子
ど

も
を

連
れ

て
出

発
し

た
（
ベ

ビ
ー

カ
ー

に
３

名
、

徒
歩

２
名

、
お

ん
ぶ

１
名

）
。

残
っ

た
保

育
者

は
、

人
数

確
認

の
時

、
先

に
出

発
し

た
ベ

ビ
ー

カ
ー

の
座

席
に

あ
っ

た
リ

ュ
ッ

ク
を

園
児

と
思

い
、

７
名

が
出

発
し

た
と

思
っ

て
い

た
。

途
中

で
合

流
し

た
際

に
１

名
い

な
い

こ
と

に
気

が
付

き
保

育
者

２
名

で
探

し
に

戻
っ

た
。

公
園

に
い

た
親

子
が

発
見

し
、

警
察

に
通

報
し

た
た

め
公

園
で

保
護

さ
れ

た
月

・
曜

日
・
時

間
帯

４
月

　
金

曜
日

　
1
6
:5

5
６

月
　

水
曜

日
　

7
:3

5
５

月
　

火
曜

日
 1

0
:3

0
１

月
　

金
曜

日
 1

5
:4

5
１

月
 木

曜
日

 1
0
：
0
0

場
所

公
園

1
歳

児
ク

ラ
ス

施
設

内
（
室

外
・
園

庭
等

）
施

設
内

（
保

育
室

）
施

設
外

保
育

状
況

散
歩

中
合

同
保

育
水

遊
び

シ
ー

ル
遊

び
公

園
遊

び

ハ
ー

ド
面

（
設

備
等

）

環
境

面
（
保

育
内

容
等

）

・
公

園
で

遊
具

、
砂

場
な

ど
に

分
か

れ
て

遊
ん

で
い

た
・
遊

具
の

対
象

年
齢

を
確

認
せ

ず
遊

ん
だ

。
（
遊

具
の

対
象

年
齢

：
３

～
６

歳
）

・
０

歳
児

が
慣

れ
て

い
な

い
場

所
で

の
合

同
保

育
だ

っ
た

。
・
6
5
㎝

の
高

さ
の

小
上

が
り

で
保

育
し

て
い

た
。

・
対

象
年

齢
1
0
歳

以
上

と
記

載
の

あ
る

「
ぷ

る
ぷ

る
ボ

ー
ル

」
を

保
育

活
動

に
使

用
し

た
こ

と
が

要
因

だ
っ

た
。

・
制

作
時

の
保

育
室

の
環

境
、

遊
び

の
提

供
の

仕
方

が
発

達
に

合
っ

て
い

な
い

た
め

、
事

故
を

未
然

に
防

げ
な

か
っ

た
。

・
子

ど
も

の
人

数
把

握
、

居
場

所
の

共
有

が
さ

れ
て

な
か

っ
た

。

ソ
フ

ト
面

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
研

修
等

）

人
的

面
（
保

育
者

の
状

況
等

）

・
子

ど
も

た
ち

に
疲

れ
が

見
え

始
め

る
時

間
帯

で
あ

っ
た

。
・
４

月
当

初
で

本
児

の
動

き
が

予
測

し
に

く
く
、

遊
具

に
ぶ

つ
か

る
瞬

間
に

間
に

合
わ

な
か

っ
た

。

・
職

員
が

１
名

で
保

育
中

、
新

た
に

１
名

が
登

園
し

た
た

め
、

保
育

者
は

、
そ

の
場

を
離

れ
、

後
ろ

か
ら

本
児

が
追

い
か

け
て

き
て

い
る

こ
と

に
気

付
か

な
か

っ
た

。

・
見

慣
れ

な
い

感
触

遊
び

の
原

材
料

だ
っ

た
。

職
員

が
自

宅
か

ら
持

っ
て

き
た

私
物

で
あ

っ
た

。
・
週

案
で

予
定

を
し

て
い

な
い

活
動

で
あ

っ
た

。

・
本

児
の

動
き

を
把

握
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

・
制

作
遊

び
を

一
斉

に
行

っ
た

。

・
保

育
者

１
名

が
人

数
確

認
を

し
、

他
の

保
育

者
に

伝
え

な
か

っ
た

。
・
先

に
出

発
し

た
保

育
者

２
名

と
、

後
か

ら
出

発
し

た
保

育
者

２
名

の
間

で
、

園
児

数
の

共
有

が
行

わ
れ

な
か

っ
た

。

・
遊

具
の

対
象

年
齢

を
遵

守
し

、
公

園
で

の
遊

び
方

に
つ

い
て

職
員

で
再

度
検

討
す

る
。

・
異

年
齢

児
で

の
戸

外
活

動
や

保
育

者
の

配
置

や
体

制
に

つ
い

て
、

十
分

に
職

員
間

の
連

携
を

と
っ

て
い

く
。

・
合

同
保

育
を

す
る

部
屋

は
、

０
歳

児
が

慣
れ

て
い

る
部

屋
に

す
る

。
・
転

落
の

リ
ス

ク
を

全
職

員
に

周
知

す
る

。

・
「
保

育
園

で
使

用
す

る
も

の
は

必
ず

施
設

長
に

承
認

を
得

る
」
と

い
う

こ
と

を
再

徹
底

す
る

。
・
誤

飲
に

つ
な

が
る

危
険

な
サ

イ
ズ

の
玩

具
が

な
い

か
、

ま
た

危
険

に
つ

な
が

る
活

動
を

し
て

い
な

い
か

、
パ

ー
ト

職
員

を
含

め
全

職
員

で
確

認
す

る
。

・
誤

飲
に

つ
な

が
る

玩
具

は
、

提
供

し
な

い
よ

う
に

す
る

。
・
誤

飲
し

な
い

よ
う

保
育

者
が

見
守

れ
る

人
数

（
少

人
数

）
で

制
作

を
行

う
。

・
子

ど
も

の
活

動
範

囲
、

職
員

の
立

ち
位

置
、

危
険

個
所

と
共

に
人

数
把

握
の

場
所

を
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

上
に

示
し

、
全

職
員

で
共

有
す

る
。

・
散

歩
先

で
の

保
育

者
の

立
ち

位
置

を
決

め
、

安
全

を
確

保
す

る
。

・
子

ど
も

の
成

長
過

程
の

変
化

や
保

育
者

が
気

を
付

け
る

子
ど

も
の

姿
を

共
有

し
、

行
動

予
測

を
す

る
。

事 故 の 分 析

再
発

防
止

の
た

め
の

改
善

策事
例

事 故 の 状 況

1
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（
4
/
5
）

置
き

去
り

置
き

去
り

行
方

不
明

行
方

不
明

行
方

不
明

診
断

結
果

散
歩

先
園

抜
け

出
し

園
抜

け
出

し

年
齢

１
歳

1
1
か

月
１

歳
８

か
月

5
歳

8
か

月
5
歳

5
か

月
４

歳
0
か

月

事
故

内
容

１
歳

児
1
2
名

、
保

育
者

５
名

公
園

か
ら

の
帰

り
道

、
1
4
0
m

歩
い

た
と

こ
ろ

で
、

同
じ

公
園

で
遊

ん
で

い
た

他
園

の
保

育
士

が
、

「
男

の
子

が
１

人
残

っ
て

い
ま

す
」
と

知
ら

せ
て

く
れ

た
時

に
、

本
児

が
い

な
い

こ
と

に
気

付
い

た
。

保
育

者
が

公
園

に
戻

り
、

当
該

児
を

連
れ

て
帰

っ
た

。
（
当

該
児

は
他

園
の

玩
具

を
使

用
し

て
他

園
の

子
ど

も
と

一
緒

に
遊

ん
で

い
た

。
）

１
歳

児
1
1
名

、
保

育
士

３
名

園
庭

で
の

自
由

遊
び

後
、

子
ど

も
が

保
育

室
へ

入
室

し
始

め
た

。
保

育
士

１
名

が
先

に
入

室
し

、
給

食
準

備
を

行
っ

た
。

準
備

後
、

園
庭

に
戻

り
、

入
室

を
手

伝
っ

た
。

ほ
と

ん
ど

の
子

ど
も

が
入

室
し

、
園

庭
に

２
名

の
子

ど
も

が
残

っ
て

い
た

た
め

入
室

さ
せ

、
ド

ア
を

閉
め

た
。

昼
食

の
た

め
子

ど
も

た
ち

が
着

席
し

始
め

、
本

児
が

い
な

い
こ

と
に

気
づ

い
た

時
、

他
の

ク
ラ

ス
担

任
が

園
庭

に
い

た
本

児
に

気
づ

き
、

担
任

に
引

き
渡

し
た

。

４
、

５
歳

児
3
7
名

、
保

育
者

４
名

公
園

に
到

着
後

、
人

数
確

認
を

し
て

遊
び

始
め

た
。

3
0
分

後
、

遊
ん

で
い

る
子

ど
も

の
人

数
を

確
認

し
た

。
そ

の
後

、
帰

園
時

に
点

呼
し

、
本

児
が

い
な

い
こ

と
が

発
覚

し
た

。
４

歳
児

担
任

に
保

育
を

任
せ

、
５

歳
児

担
任

が
公

園
内

を
探

す
と

同
時

に
、

園
と

保
護

者
に

連
絡

し
た

。
そ

の
後

、
保

護
者

か
ら

自
宅

に
戻

っ
た

と
い

う
連

絡
を

受
け

た
。

本
児

は
、

公
園

か
ら

自
宅

ま
で

、
2
.5

km
を

歩
い

て
帰

っ
た

。

２
～

５
歳

児
3
2
名

、
保

育
者

４
名

園
庭

か
ら

保
育

室
へ

の
移

動
中

、
保

護
者

の
迎

え
が

き
た

園
児

の
名

前
を

保
育

者
が

呼
ん

で
い

た
。

本
児

は
、

自
分

が
呼

ば
れ

た
と

勘
違

い
し

、
保

育
者

が
保

護
者

対
応

中
に

、
身

支
度

を
し

て
カ

バ
ン

を
持

ち
、

大
人

の
間

を
通

り
抜

け
て

玄
関

か
ら

出
て

行
っ

た
。

全
員

が
入

室
し

て
人

数
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
本

児
が

い
な

い
こ

と
に

気
付

き
、

園
内

と
園

外
捜

索
。

本
児

が
園

近
く
の

マ
ン

シ
ョ

ン
内

の
敷

地
内

で
母

を
見

つ
け

出
て

き
た

。

０
～

５
歳

児
2
8
名

、
保

育
者

６
名

登
園

時
に

一
度

入
室

し
、

保
育

室
へ

向
か

う
が

、
そ

の
後

、
他

児
の

保
護

者
の

出
入

り
に

紛
れ

園
外

に
出

た
。

自
宅

に
帰

ろ
う

と
し

た
と

こ
ろ

を
警

察
に

保
護

さ
れ

た
。

保
育

室
で

は
、

本
児

の
出

席
が

確
認

で
き

ず
、

園
は

警
察

か
ら

連
絡

を
受

け
、

園
を

抜
け

出
し

た
こ

と
に

初
め

て
気

付
い

た
。

園
か

ら
約

2
7
0
m

の
場

所
で

保
護

さ
れ

た
。

月
・
曜

日
・
時

間
帯

５
月

 火
曜

日
 1

0
:3

0
1
1
月

　
水

曜
日

　
1
1
：
1
0

1
1
月

 月
曜

日
 1

0
:5

0
9
月

 水
曜

日
 1

8
:2

0
５

月
 月

曜
日

 9
:0

2

場
所

施
設

外
施

設
内

（
園

庭
）

公
園

施
設

内
（
室

内
）

施
設

内
(室

内
）

保
育

状
況

公
園

遊
び

園
庭

遊
び

後
の

入
室

時
公

園
遊

び
降

園
時

登
園

時

環
境

面

・
本

児
は

探
索

活
動

し
、

砂
場

等
自

由
に

遊
ん

だ
.。

公
園

内
に

は
他

の
園

の
同

年
代

の
子

ど
も

が
多

く
遊

ん
で

い
た

。

・
園

庭
に

い
た

保
育

士
が

、
昼

食
準

備
後

、
園

庭
に

出
た

保
育

士
に

「
あ

と
、

お
願

い
し

ま
す

」
と

声
を

か
け

た
が

、
人

数
確

認
の

伝
達

が
さ

れ
て

い
な

か
っ

た
。

観
光

地
の

た
め

、
人

の
出

入
り

が
頻

繁
で

、
車

両
の

出
入

り
も

あ
る

。
・
迎

え
が

増
え

る
時

間
帯

の
た

め
、

門
扉

を
開

放
し

て
い

た
。

・
園

庭
か

ら
室

内
へ

の
移

動
中

だ
っ

た
た

め
、

人
数

確
認

が
遅

れ
た

。

・
コ

ロ
ナ

禍
の

た
め

、
子

ど
も

の
受

け
入

れ
は

、
玄

関
で

す
る

こ
と

に
な

っ
た

。
ま

た
、

玄
関

か
ら

廊
下

ま
で

が
、

す
ぐ

に
出

て
行

け
る

構
造

に
な

っ
て

い
た

。

人
的

面

・
帰

園
時

の
人

数
確

認
後

、
出

発
ま

で
に

時
間

が
か

か
り

、
そ

の
間

に
本

児
は

、
別

の
場

所
に

移
動

し
て

い
た

が
、

子
ど

も
た

ち
が

全
員

い
る

と
思

い
込

ん
で

い
た

。
ま

た
、

職
員

同
士

が
人

数
確

認
の

共
有

を
し

な
か

っ
た

。

・
最

後
に

引
き

継
い

だ
保

育
士

が
、

ま
だ

入
室

し
て

い
な

い
の

は
、

近
く
に

い
た

２
名

だ
け

と
思

い
込

ん
で

し
ま

っ
た

。
・
引

き
継

ぐ
と

き
に

、
「
何

人
お

願
い

し
ま

す
」
と

人
数

ま
で

伝
え

て
い

な
か

っ
た

。
・
全

員
入

室
の

確
認

が
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

不
審

者
の

出
入

り
の

有
無

、
一

般
の

方
へ

の
配

慮
、

公
園

内
の

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
へ

の
子

ど
も

の
接

近
な

ど
に

意
識

が
向

い
て

い
て

、
子

ど
も

が
遊

ぶ
場

所
に

死
角

が
で

き
て

し
ま

っ
た

。

・
手

洗
い

の
た

め
並

ん
で

い
た

本
児

の
姿

を
２

名
の

保
育

士
が

確
認

し
て

い
た

。
そ

の
後

、
保

育
者

１
名

が
そ

の
場

を
離

れ
、

も
う

１
名

が
保

護
者

対
応

を
し

て
い

た
。

保
護

者
へ

の
伝

達
が

重
な

り
、

本
児

へ
の

対
応

が
で

き
て

い
な

か
っ

た
。

・
登

園
し

て
き

た
子

ど
も

に
は

、
保

育
士

が
入

室
を

促
し

て
い

た
が

、
一

瞬
本

児
か

ら
目

を
離

し
て

し
ま

っ
た

。
ま

た
、

本
児

の
動

き
を

複
数

の
職

員
が

、
そ

れ
ぞ

れ
部

分
的

に
見

て
い

た
が

、
継

続
し

て
見

て
い

る
職

員
が

い
な

か
っ

た
。

・
職

員
同

士
が

、
声

を
掛

け
合

っ
て

人
数

確
認

を
す

る
。

子
ど

も
た

ち
の

姿
を

し
っ

か
り

捉
え

て
い

け
る

よ
う

に
職

員
配

置
を

工
夫

す
る

。
人

数
に

合
っ

た
場

所
の

選
定

を
す

る
。

・
保

育
士

間
の

連
携

を
し

っ
か

り
行

う
。

・
移

動
前

後
に

は
、

人
数

確
認

を
忘

れ
ず

に
行

い
、

職
員

間
で

伝
え

合
う

。
・
園

庭
全

体
を

見
渡

し
、

移
動

後
に

人
数

確
認

を
声

に
出

し
て

行
い

、
全

員
に

伝
え

る
。

公
園

な
の

で
、

出
入

り
可

能
な

場
所

全
て

を
監

視
は

で
き

な
い

。
そ

の
た

め
、

公
園

内
で

そ
の

日
の

遊
び

場
所

と
し

て
使

用
す

る
場

所
の

制
限

を
し

、
保

育
者

の
見

守
り

範
囲

を
明

確
に

す
る

。

・
保

護
者

対
応

と
玄

関
ド

ア
に

保
育

者
各

１
名

を
配

置
し

、
保

育
者

が
不

在
時

は
、

玄
関

ド
ア

を
施

錠
す

る
。

・
玄

関
内

引
き

渡
し

を
で

き
る

よ
う

に
ス

ペ
ー

ス
を

広
く
と

る
。

・
移

動
中

の
保

育
者

同
士

の
声

か
け

を
頻

繁
に

行
い

、
人

数
確

認
は

移
動

前
後

、
複

数
の

職
員

で
行

う
。

・
園

児
の

タ
イ

ム
カ

ー
ド

で
点

呼
を

す
る

。

・
幼

児
ク

ラ
ス

の
入

室
時

に
、

職
員

体
制

の
動

き
を

見
直

す
。

・
合

同
保

育
時

の
室

内
の

使
い

方
を

工
夫

し
、

子
ど

も
を

見
守

り
や

す
く
す

る
。

・
玄

関
で

の
受

け
入

れ
対

応
の

職
員

を
２

名
に

し
て

、
玄

関
で

の
死

角
を

な
く
す

。

事 故 の 分 析

再
発

防
止

の
た

め
の

改
善

策事
例

事 故 の 状 況

1
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（
5
/
5
）

行
方

不
明

行
方

不
明

不
審

者
侵

入
S

D
カ

ー
ド

紛
失

誤
配

布

診
断

結
果

園
抜

け
出

し
個

人
情

報
流

出
個

人
情

報
流

出
個

人
情

報
流

出

年
齢

3
歳

1
1
か

月
1
歳

1
0
か

月
５

歳
児

０
、

１
、

２
歳

児

事
故

内
容

登
園

後
1
7
名

、
保

育
者

１
名

登
園

後
、

子
ど

も
た

ち
が

園
庭

遊
び

を
始

め
た

。
室

内
に

い
た

担
任

が
園

庭
に

出
た

と
こ

ろ
、

本
児

の
連

絡
帳

は
室

内
に

あ
る

が
、

姿
が

見
え

な
い

こ
 と

に
気

づ
き

 園
庭

や
園

舎
内

を
見

て
回

っ
た

が
、

確
認

で
き

な
か

っ
た

。
保

護
者

、
警

察
に

連
絡

し
、

職
員

も
園

外
を

探
し

た
。

園
か

ら
の

連
絡

を
受

け
自

宅
に

戻
っ

た
保

護
者

が
自

宅
前

に
い

た
本

児
を

見
つ

け
た

。
園

か
ら

自
宅

ま
で

約
5
0
0
m

の
距

離
が

あ
っ

た
。

１
歳

児
1
0
名

、
保

育
者

４
名

公
園

か
ら

の
帰

園
時

、
全

体
を

把
握

す
る

保
育

者
が

、
ベ

ビ
ー

カ
ー

に
乗

る
の

を
嫌

が
る

本
児

と
手

を
つ

な
い

で
い

た
が

、
他

児
が

ベ
ビ

ー
カ

ー
に

乗
る

手
伝

い
を

し
た

た
め

、
そ

の
間

、
本

児
と

つ
な

い
で

い
た

手
を

離
し

た
。

近
く
を

通
り

か
か

っ
た

車
の

運
転

手
が

気
づ

き
、

連
れ

て
来

て
も

ら
う

ま
で

列
か

ら
離

れ
た

こ
と

に
気

付
か

な
か

っ
た

。

午
睡

中
の

訪
問

者
に

は
、

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

を
使

用
せ

ず
、

玄
関

の
ド

ア
を

ノ
ッ

ク
し

て
く
だ

さ
い

と
し

て
い

た
。

1
4
:0

0
頃

、
ド

ア
を

ノ
ッ

ク
す

る
音

が
し

た
の

で
対

応
し

た
。

ド
ア

を
開

け
る

と
、

名
前

を
名

乗
っ

た
も

の
の

、
園

で
は

把
握

し
て

い
な

い
男

性
が

「
○

○
の

顔
を

見
せ

て
ほ

し
い

」
と

言
っ

た
。

「
今

日
は

お
休

み
し

て
い

て
い

ま
せ

ん
。

」
と

断
っ

た
。

男
性

は
、

「
ま

た
寄

ら
せ

て
も

ら
い

ま
す

」
と

言
っ

て
帰

っ
た

。
・
本

児
が

在
園

し
て

い
る

こ
と

が
伝

わ
っ

て
し

ま
っ

た
。

S
D

カ
ー

ド
は

、
い

つ
も

職
員

A
の

机
の

引
き

出
し

に
入

っ
て

い
た

。
職

員
B

は
、

前
日

の
行

事
が

記
録

さ
れ

て
い

る
S
D

カ
ー

ド
を

確
認

す
る

た
め

、
職

員
A

の
引

き
出

し
か

ら
取

り
出

そ
う

と
し

た
際

、
紛

失
に

気
づ

い
た

。
全

職
員

で
捜

索
を

し
た

が
見

つ
か

ら
な

か
っ

た
。

保
護

者
へ

の
配

付
物

を
用

意
し

て
い

た
。

職
員

A
は

、
個

人
あ

て
の

手
紙

と
献

立
表

、
合

計
２

通
を

セ
ッ

ト
に

し
た

。
職

員
A

が
配

付
物

を
セ

ッ
ト

し
た

後
、

職
員

B
 が

そ
の

配
付

物
を

児
童

の
連

絡
帳

に
挟

ん
だ

。
職

員
B

 は
、

個
人

宛
の

手
紙

と
い

う
認

識
は

な
か

っ
た

。
帰

宅
し

た
保

護
者

か
ら

、
他

者
あ

て
の

手
紙

が
入

っ
て

い
る

と
連

絡
が

あ
り

、
誤

配
付

に
気

付
い

た
。

月
・
曜

日
・
時

間
帯

８
月

 月
曜

日
 9

:0
0

５
月

 火
曜

日
 1

0
:2

0
７

月
　

火
曜

日
 1

3
:5

0
３

月
　

木
曜

日
　

1
8
:0

0
２

月
　

木
曜

日
　

1
3
:3

0

場
所

施
設

内
(園

庭
）

施
設

外
施

設
内

（
室

内
）

施
設

内
施

設
内

保
育

状
況

園
庭

遊
び

公
園

遊
び

午
睡

中
行

事
午

睡
中

ハ
ー

ド
面

（
設

備
等

）

環
境

面
（
保

育
内

容
等

）

・
本

児
が

落
ち

着
い

て
遊

び
始

め
た

の
で

、
職

員
が

本
児

の
そ

ば
を

離
れ

て
、

他
児

の
受

け
入

れ
や

環
境

の
整

備
を

し
て

い
た

。

・
公

園
か

ら
道

路
に

出
る

ま
で

約
3
.5

m
の

場
所

で
、

帰
園

準
備

を
し

て
い

た
。

・
午

睡
中

に
イ

ン
タ

ー
ホ

ン
が

鳴
り

、
子

ど
も

が
起

き
て

し
ま

う
こ

と
を

避
け

る
た

め
に

、
訪

問
者

に
は

、
ノ

ッ
ク

で
の

対
応

を
し

て
い

た
。

・
他

の
職

員
が

記
憶

媒
体

の
消

去
な

ど
し

て
し

ま
う

事
を

防
止

す
る

た
め

、
S
D

カ
ー

ド
を

収
納

す
る

封
筒

に
入

れ
て

い
た

。

・
午

睡
中

の
作

業
時

に
職

員
全

員
そ

ろ
っ

て
い

る
こ

と
を

確
認

せ
ず

、
個

人
情

報
が

記
載

さ
れ

て
い

る
手

紙
を

配
付

す
る

こ
と

を
そ

の
場

に
い

る
職

員
に

伝
え

た
。

ソ
フ

ト
面

（
マ

ニ
ュ

ア
ル

・
研

修
等

）

人
的

面
（
保

育
者

の
状

況
等

）

・
登

園
数

が
少

な
く
、

フ
リ

ー
の

職
員

を
園

内
の

環
境

整
備

に
充

て
て

い
た

が
、

本
児

の
登

園
が

久
し

ぶ
り

だ
っ

た
こ

と
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

っ
た

。

・
点

呼
時

に
は

、
本

児
と

手
を

つ
な

い
で

い
た

保
育

者
が

、
つ

な
い

で
い

た
手

を
離

し
、

ベ
ビ

ー
カ

ー
内

で
立

っ
て

し
ま

う
他

児
の

ベ
ル

ト
を

締
め

直
し

た
た

め
、

本
児

が
公

園
の

外
に

出
て

し
ま

っ
た

。
全

体
を

見
る

保
育

者
が

、
本

児
の

対
応

と
他

児
の

対
応

を
行

っ
て

し
ま

っ
た

。

・
在

園
し

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
よ

う
な

「
休

ん
で

い
る

」
と

い
う

返
答

を
し

て
し

ま
っ

た
。

・
前

日
に

S
D

カ
ー

ド
を

使
用

し
た

職
員

B
に

、
所

定
の

封
筒

に
入

れ
て

、
引

き
出

し
に

入
れ

た
か

を
確

認
し

た
が

、
職

員
B

の
記

憶
は

定
か

で
は

な
か

っ
た

。

・
手

紙
を

作
成

し
た

職
員

と
連

絡
帳

に
挟

ん
だ

職
員

は
、

違
う

人
だ

っ
た

。
・
連

絡
帳

に
手

紙
を

挟
ん

だ
職

員
は

、
個

人
宛

の
手

紙
と

は
認

識
し

て
い

な
か

っ
た

。

・
登

園
の

受
け

入
れ

、
受

け
渡

し
の

職
員

体
制

を
見

直
す

。
・
遊

び
の

設
定

を
見

直
す

。
特

に
、

３
歳

児
が

安
心

し
て

遊
べ

る
遊

具
、

遊
び

の
提

供
す

る
。

・
役

割
分

担
を

し
っ

か
り

と
行

う
。

他
の

行
動

を
す

る
際

は
、

必
ず

他
の

保
育

者
に

声
を

掛
け

、
返

答
の

確
認

を
す

る
。

ま
た

、
引

率
の

保
育

者
全

員
が

園
児

の
顔

を
見

て
点

呼
を

行
う

。

・
午

睡
時

の
対

応
も

イ
ン

タ
ー

ホ
ン

で
行

う
こ

と
を

ス
タ

ッ
フ

全
員

に
周

知
確

認
し

た
。

・
園

児
の

関
係

者
と

し
て

登
録

さ
れ

て
い

な
い

訪
問

者
に

つ
い

て
は

、
一

切
の

情
報

を
漏

ら
し

て
は

い
け

な
い

こ
と

を
周

知
す

る
。

・
個

人
情

報
取

り
扱

い
の

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

整
備

し
、

職
員

へ
周

知
す

る
。

・
職

員
室

に
鍵

の
か

か
る

棚
を

購
入

し
、

記
録

媒
体

は
そ

こ
に

保
管

す
る

よ
う

に
す

る
。

・
個

人
情

報
の

管
理

簿
を

作
成

し
、

確
認

す
る

。

・
個

人
情

報
の

配
付

物
が

あ
る

日
は

、
職

員
全

員
に

周
知

す
る

。
・
配

付
物

は
、

ダ
ブ

ル
チ

ェ
ッ

ク
を

し
て

封
筒

に
入

れ
、

手
渡

し
を

す
る

。
・
窓

付
き

封
筒

を
使

用
し

、
渡

す
際

に
は

、
保

護
者

と
保

育
者

が
名

前
の

確
認

を
す

る
。

・
配

付
チ

ェ
ッ

ク
表

を
作

成
し

、
使

用
す

る
。

事 故 の 分 析 再
発

防
止

の
た

め
の

改
善

策事
例

事 故 の 状 況

1
9
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＜事故を発見した職員＞ ＜他の職員＞

・近くの職員に知らせる。 ・園長へ報告する。

・事故の発生状況を把握する。 ・他の児童が不安にならないよう
・応急手当をする。 体制を整える。

＜園長、主任保育士、看護師など＞

・複数人で児童の状態を確認する。
・保護者に状況を説明する。

　（かかりつけ医を確認する。） ・けがに応じた手当をする。

・タクシーなどで園が連れていく。

（緊急の場合は、救急車を呼ぶ。）

・事故発生時の状況を記録する。

・発生後の対応経過を時系列に沿って記録する。

※振り返りのために、５Ｗ１Ｈをおさえる。

（いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、どのように）

・把握している事実を正確に伝える。

・丁寧に謝罪する。

・帰宅後、保護者に連絡して、児童の様子を確認する。

・事故報告書を作成し、所在区のこども家庭支援課へ提出する。

・作成にあたっては報告書様式に添付された注意事項等を確認すること。

【事故報告書の作成が必要なケース】

① 死亡事故

② 重傷事故（治療に要する期間が30日以上の負傷や疾病及び意識不明）

③ 置き去り・行方不明

④ 個人情報の紛失や流出、不審者の侵入、盗難

⑤ 異物混入（給食に異物が混入した場合）

・職員会議を開き、事故の原因分析と再発防止策の検討をする。

・話し合われたことを記録し、全職員に周知する。

　　園内での事故対応

７　横浜市事故対応フロー図

⑥ ①②に該当しないが、こども青少年局・区役所・保育所のいずれかが報告を
必要と判断した事故

事故発生

病院に連れていく

必要性の有無を判断

・及び区への報告を行う

必要あり 必要なし

記録の作成

保護者対応

事故の振り返り

事故報告書の作成

（第１報）

状態の確認は必ず複数人で！

判断に迷う場合は、病院に連れていきま

しょう。首から上の打撲などは、病院に連

れていくことを基本とします。

保護者への報告は、第

1報も含め、正確にか

つすみやかに行いま

しょう。

いつ、どこで、だれが、

どのように・なぜ、ど

の程度のけがか、どん

な対応をしているか、

保護者には何をしてほ

しいか（受診等の承諾

や、お迎え、病院での

待ち合わせ等） 等

当日

原則当日

当日

当日
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＜事故を発見した職員＞ ＜他の職員＞

・近くの職員に知らせる。 ・園へ連絡して応援を求める。

・事故の発生状況を把握する。 ・他の児童の状況を把握し、

・応急手当をする。 安全を確保する。

・園長へ必ず報告をする。

＜園長、主任保育士、看護師など＞

・病院に直接連れていくか、一度園に戻るかを判断する。

・現場に応援職員を派遣する。

・保護者に状況を説明する。

＜児童を病院に連れていく職員＞ ・園に戻り次第、児童の状況を確認する。

・応援職員が到着後、タクシーなどで園が連れていく。・児童を継続して観察する。

　（緊急の場合は、救急車を呼ぶ。） 　（状況によっては、病院に連れていく。）

＜他の職員＞

・応援職員が到着後、他の児童を連れて園に戻る。

・事故発生時の状況を記録する。

・発生後の対応経過を時系列に沿って記録する。

※振り返りのために、５Ｗ１Ｈをおさえる。

（いつ、どこで、誰が、何を、なぜ、どのように）

・把握している事実を正確に伝える。

・丁寧に謝罪する。

・帰宅後、保護者に連絡して、児童の様子を確認する。

・事故報告書を作成し、所在区のこども家庭支援課へ提出する。

・作成にあたっては報告書様式に添付された注意事項等を確認すること。

【事故報告書の作成が必要なケース】

① 死亡事故

② 重傷事故（治療に要する期間が30日以上の負傷や疾病及び意識不明）

③ 置き去り・行方不明

④ 個人情報の紛失や流出、不審者の侵入、盗難

⑤ 異物混入（給食に異物が混入した場合）

・職員会議を開き、事故の原因分析と再発防止策の検討をする。

・話し合われたことを記録し、全職員に周知する。

園 外 で の 事 故 対 応

⑥ ①②に該当しないが、こども青少年局・区役所・保育所のいずれかが報告を
必要と判断した事故

病院に直接行くか園に

戻るかを判断・

及び区への報告を行う

病院に直接行く

記録の作成

保護者対応

事故の振り返り

事故報告書の作成

（第1報）

園に戻る

事故発生

判断に迷う場合は、病院に連れていきましょう。

首から上の打撲などは、病院に連れていくことを

基本とします。行方不明などの場合は警察へ通

報するかも検討しましょう。

お散歩や公園など

保護者への報告は、

第1報も含め、正確に

かつすみやかに行い

ましょう。

いつ、どこで、だれ

が、どのように・な

ぜ、どの程度のけが

か、どんな対応をし

ているか、保護者に

は何をしてほしいか

（受診等の承諾や、

お迎え、病院での待

当日

当日

当日

原則当
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• 監視者は監視に専念する。

• 監視エリア全域をくまなく監視する。

• 動かない子どもや不自然な動きをしている子どもを見つける。

• 規則的に目線を動かしながら監視する。

• 十分な監視体制の確保ができない場合については、プール活動の中止も選択肢とする。

• 時間的余裕をもってプール活動を行う。   等 

• 医学的な理由で医師からうつぶせ寝をすすめられている場合以外は、 乳児の顔が見える仰向け

に寝かせることが重要。何よりも、一人にしないこと、寝かせ方に配慮を行うこと、安全な睡

眠環境を整えることは、窒息や誤飲、けがなどの事故を未然に防ぐことにつながる。

• やわらかい布団やぬいぐるみ等を使用しない。

• ヒモ、またはヒモ状のもの（例：よだれかけのヒモ、ふとんカバー の内側のヒモ、ベッドまわ

りのコード等）を置かない。

• 口の中に異物がないか確認する。

• ミルクや食べたもの等の嘔吐物がないか確認する。

• 子どもの数、職員の数に合わせ、定期的に子どもの呼吸・体位、睡眠状態を点検すること等によ

り、呼吸停止等の異常が発生した場合の早期発見、重大事故の予防のための工夫をする。

※他にも窒息のリスクがあることに気づいた場合には、留意点として記録し、施設・事業所内で共

有する。

Point 窒息リスクの除去方法 

８ 内閣府等のガイドラインについて 

～ 事故の発生防止のためのポイント（抜粋）について ～ 

平成 28 年３月 31 日付で、内閣府子ども・子育て本部参事官、文部科学省初等中等教育局及び厚生労

働省雇用均等・児童家庭局より、通知のあった「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対

応のためのガイドライン」について、死亡や重篤事故の発生防止のための要点を抜粋し、お知らせしま

す。各施設・事業は、特に死亡や重篤な事故の発生防止のため、これらの要点及びガイドラインを参考

に、それぞれの実情に応じた教育・保育等を実施してください。 

なお、ガイドラインの全文は下記ホームページよりダウンロード可能です。 

必ず、内容をご確認ください。 

🔎🔎 「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン」 

・内閣府ホームページ

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/index.html 
・文部科学省ホームページ

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1352254.htm 
・厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/hoiku/index.html 

 Point プール活動・水遊びの際に注意すべきポイント 
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• ゆっくり落ち着いて食べることができるよう子どもの意志に合ったタイミングで与える。

• 子どもの口に合った量で与える（一回で多くの量を詰めすぎない）。

• 食べ物を飲み込んだことを確認する（口の中に残っていないか注意する）。

• 汁物などの水分を適切に与える。

• 食事の提供中に驚かせない。

• 食事中に眠くなっていないか注意する。

• 正しく座っているか注意する。

• 材料等の置き場所、調理する場所が紛らわしくないようにする。

• 食物アレルギーの子どもの食事を調理する担当者を明確にする。

• 材料を入れる容器、食物アレルギーの子どもに食事を提供する食器、トレイの色や形を明確に変

える。

• 除去食、代替食は普通食と形や見た目が明らかに違うものにする。

• 食事内容を記載した配膳カードを作成し、食物アレルギーの子どもの調理、配膳、食事の提供ま

での間に２重、３重のチェック体制をとる。

 Point 緊急時の役割分担の例 

• 心肺蘇生、応急処置を行う。

• 救急車を呼ぶ。

• 病院に同行する。

• 事故直後、事故に遭った子どもの保護者、地方自治体関係部署に連絡する。

• 事故当日、事故に遭った子ども以外の子どもの教育・保育を行う。

• 事故直後、交代で事故の記録を書くよう職員に指示する。

• 施設・事業所全体の状況を把握しつつ、病院に同行している職員など、それぞれの役割の職員間

の連絡をとる。

• 事故当日、必要に応じて、事故に遭った子ども以外の子どもの保護者に事故の概要について説

明をする。

• 翌日以降の教育・保育の実施体制の確認を行う。

 Point 食事の介助をする際に注意すべきポイント 

 Point アレルギー食対応の人的エラーを減らす方法の例 
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９ 過去の通知について 

事故関連の過去通知については、横浜市の事故防止と事故対応のホームページに掲載しています。

このほか、事故報告書の様式、事故啓発チラシなど掲載しています。各施設の状況、体制に応じて

職員研修等に活用してください。 

【URL】 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/jikotaio/hoiku.html 

トップページ>事業者向け情報>分野別メニュー>子育て>事故防止と事故対応について>

事故防止と事故対応について

【QR コード】 
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こ保運第 658号 

令和３年８月２日 

各保育・教育施設設置者 様  

施設長・園長 様 

横浜市こども青少年局 

保育・教育運営課長 

登降園時や保育中の安全管理について（依頼） 

日頃より、横浜市の保育・教育行政にご理解・ご協力いただきありがとうございます。 

令和３年７月 29日、福岡県中間市において、駐車中の送迎バス内で取り残された児童１名が死亡する

事故が発生しました。児童が亡くなった原因は、熱中症とみられていること、バスでの送迎時に児童の人

数把握をしていなかったことが報道されています。 

児童の安全を確保するためには、バス送迎時だけでなく、保育中においても常に児童の人数を把握して

いることが重要です。 

各施設におかれましては、日頃から児童の安全確保には、十分な注意を払っていただいているところで

すが、今回の事故を踏まえて、送迎バス等の安全確認の体制や方法について、以下の事項につきまして再

確認をお願いいたします。 

【再確認を依頼する事項】 

１ 登降園時や保育中の児童の人数把握 

 バス送迎時での人数把握の手順、登降園時や保育中の人数把握の方法について再確認をしてくだ

さい。 

  保育中の人数把握は、保育の場面によって確認方法が違うことが考えられます。例えば、園外保育

時や園内で児童が自由に遊んでいる時、一斉に同じ遊びをしている時など、それぞれの場面に合った

把握の方法をご確認ください。 

２ 事故防止・事故対応マニュアルの再確認 

各施設における、事故防止マニュアルの点検や具体的な手順書の確認を行ってください。 

３ 職員間での共有 

  確認したマニュアルや手順書は、職員会議などにより、全職員への周知を図ってください。 

担当 保育・教育運営課 運営指導係

電話 045-671-3564  

FAX 045-664-5479  

裏面あり 
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＜参考＞ 

●「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン」

・内閣府ホームページ  https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/index.html

・文部科学省ホームページ http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1352254.htm

・厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/hoiku/index.html

●「事故防止と事故対応」

トップページ>事業者向け情報>分野別メニュー>子育て>子ども・子育て支援新制度への移行案内>横浜

市から施設・事業者のみなさまへのお知らせ 
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こ保運第 1096号 

令和３年 10月 15日 

各保育・教育施設設置者 様  

施設長・園長 様 

横浜市こども青少年局 

保育・教育運営課長 

遊具の安全管理等について（依頼） 

日頃より、横浜市の保育・教育行政にご理解・ご協力いただきありがとうございます。 

令和３年 10月 14日、岡山県岡山市の認可保育所において、園内に設置されている滑り台

などを備えた複合遊具の隙間に、児童が首を挟まれる事故が発生しました。児童は、意識不

明の重体と報道されています。 

各施設におかれましては、日頃から児童の安全確保には、十分な注意を払っていただい

ているところですが、今回の事故を踏まえて、以下の事項につきまして再確認をお願いい

たします。 

【再確認を依頼する事項】 

１ 遊具の安全点検等 

(１)遊具の使用方法や配置場所の環境などを把握し、事故につながる危険性を予見する観点をもっ

て安全点検を行ってください。

(２)変状及び異常が発見された場合は、遊具の使用中止のほか、適切な措置を行ってください。

…園庭などの場合：施設として修繕や撤去などを行ってください。

…横浜市が管理する公園などの場合：土木事務所などの管理者へ通報してください。

(３)遊具は、安全基準を満たしたものを設置し、施設で加工などして使用することのないようご注

意ください。

(４) 公園等で遊具を使用する際には、対象年齢を確認し、児童の年齢に合った遊具を使用してく

ださい。

(５) 子どもの服装については、事故につながりかねない服装ではないことを確認し、危険性につい

て保護者へ周知してください。

２ 児童の安全確認 

  保育中は、職員同士が常に声を掛け合い、子どもの動きを把握し、死角をつくらないように確認して 

ください。 

３ 事故防止・事故対応マニュアルの再確認 

各施設における、事故防止マニュアルの点検や具体的な手順書の確認を行ってください。 

裏面あり 
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４ 職員間での共有 

 確認したマニュアルや手順書は、職員会議などにより、全職員への周知を図ってください。 

担当 保育・教育運営課 運営指導係

電話 045-671-3564  

FAX 045-664-5479  

＜添付資料＞ 

（抜粋）都市公園における遊具の安全確保に関する指針（改訂第２版） 

平成２６年６月 国土交通省 

＜参考＞ 

●「教育・保育施設等における事故防止及び事故発生時の対応のためのガイドライン」

・内閣府ホームページ  https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/index.html

・文部科学省ホームページ http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/youchien/1352254.htm

・厚生労働省ホームページ

http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/kodomo_kosodate/hoiku/index.html 

●「巡回訪問つうしん」 事故対応編

トップページ>暮らし・総合>子育て・教育>保育・幼児教育>保育所・保育施設>保育所に関する情報>

要綱・様式>給付対象施設・事業 要綱・様式  ５ 事故報告書・感染症報告書 

●「事故防止と事故対応」

トップページ>事業者向け情報>分野別メニュー>子育て>子ども・子育て支援新制度への移行案内>

横浜市から施設・事業者のみなさまへのお知らせ（令和３年度 ５月 28 日）
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こ保運第 1302号 

令和３年 12月３日 

各保育・教育施設設置者 様  

施設長・園長 様 

横浜市こども青少年局 

保育・教育運営課長 

保育中の安全管理について（依頼） 

日頃より、横浜市の保育・教育行政にご理解・ご協力いただきありがとうございます。 

さて、新型コロナウィルスの感染状況が落ち着き、各施設では、児童の出席人数が通常に戻りつつある

中、10 月以降、行方不明、置き去りの事故（※）が７件報告されています。そのうち２件は、保育中に

園児が抜け出し１人で帰宅してしまうという事故でした。４月からの行方不明、置き去りの事故は、11月

22日時点で 16 件報告されています。 

園外・園内問わず児童の行方不明や置き去りは、交通事故や転落事故、夏であれば熱中症といった重大

事故に結びつきかねません。 

保育中の安全管理は日々行われている日常的な業務であるとともに、その安全は常に確保されていな

ければならない重要な業務です。 

今一度、児童の安全管理について、各園で研修や職員会議を行い、安全管理の体制や方法について、再

確認をお願いいたします。 

※行方不明、置き去りの事故は、重大事故に結びつきかねないため、見失った時間の長さにかかわらず、

横浜市に事故報告書の提出が必要です。 

【 再 確 認 事 項 】 

１ 保育中の児童の人数把握 

人数把握の手順、登降園時や保育中の人数把握の方法について確認をしてください。 

  保育中の人数把握は、保育の場面によって確認方法が違うことが考えられます。例えば、園外保育

時や園内で児童が自由に遊んでいる時、一斉に同じ遊びをしている時など、それぞれの場面に合った

把握の方法をご確認ください。 

２ 事故防止・事故対応マニュアルの再確認 

各施設における、事故防止マニュアルの点検や具体的な手順書の確認を行ってください。 

３ 危機管理体制の整備 

園舎内、園舎周辺、園外保育で使用する公園などに潜む危険性、死角となる場所などについて 

常時点検を行ってください。 

４ 職員間での共有 

  確認したマニュアルや手順書は、職員会議などで、全職員（事務職員、調理担当含む）への周知を

図ってください。 

５ 保護者との連携 

ちょっとした子どもの変化に気づけるように、日々、保護者と子どもの様子や保育の状況につい 

  て共有すること、いつでも気軽に相談を受けやすくする環境をつくることが重要です。 

担当 保育・教育運営課 運営指導係

電話 045-671-3564  

FAX 045-664-5479  
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　　年 　　月 　　日

　＜「①死亡事故」と「②重傷事故」に係る報告書に関する保護者説明の実施確認欄＞

※市と施設で報告書の内容を確認した後、最後に実施してください。

□

□

□ 報告書のうち　「様式２－１」を保護者へ配付をした

横　浜　市　長

□公表：可

事故事案（　重傷事故　・　その他（内容：　 　））について、報告書を次のとおり提出します。

代表者

□公表：不可

国が個人情報等削除の上、後日公表することを説明した

報告書（市と確認が終了したもの）を説明をした

横浜市 区こども家庭支援課宛

設置者住所

設置者氏名
（又は名称）

第　　報

事　故　報　告　書令和４年度

＜市への報告が必要な事故等＞

①死亡事故

②重傷事故（治療に要する期間が30日以上の負傷や疾病及び意識不明）

③置き去り・行方不明

④個人情報の紛失や流出、不審者の侵入があった・盗難

⑤異物混入（給食に異物が混入した場合）

⑥ ①②に該当しないが、こども青少年局・区役所・保育所のいずれかが報告を必要と判断した事故

＜事故等発生時の施設から市への報告の流れ＞
【発生後速やかに】 区こども家庭支援課へ電話で事故発生等を報告

↓

【原則発生当日】 「第１報」（様式１及び２）を区こども家庭支援課へ提出）※遅くとも翌日まで

↓

【発生日から３週間以内】 「第２報」（様式１、２（※）及び３）を区こども家庭支援課へ提出

※「第１報」から修正・変更・追加等がある場合等提出が必要となります。

※「①死亡事故」と「②重傷事故」については、横浜市と内容を確認した後、改めて保護者へ

説明し、下記の確認欄に署名をしてください。

（報告にあたっての留意点）

・発生時の状況図（写真等を含む。）を添付してください。遊具等の器具により発生した場合には、当該器具のメーカー

名、製品 名、型式、 構造等についても記載してください。

・事故対応や報告書の記載内容について、市として確認する場合や、報告書への追記・修正を求める場合があります。

・その他対応については別添事故対応フロー図を確認し、適切に行ってください。

＜本報告書の取扱い＞

・市は、注意喚起と再発防止の啓発等を目的に、施設名及び個人情報を削除した上で、市内各施設へ情報提供する場

合や、「①死亡事故」等特に重大な事故については、施設名等を含めて公表する場合があります。

・「①死亡事故」と「②重傷事故」については、施設からの報告を受けた市は、県と国へ報告します。国においても再発防

止等のため、施設名及び個人情報を削除した上で後日公表されます。

・本報告書は、市・区へ報告するたびに、第1報、第2報…と更新しながら、それぞれ保存してください。

（第2報を提出したからといって第1報を破棄等しないでください）

＜保護者への説明及び情報提供＞
・保護者への連絡は事故発生後、速やかに行います。その後も適宜情報提供を行ってください。

・「①死亡事故」と「②重傷事故」については、市と施設で報告書の内容を確認した後、最後に施設から保護者へ

「様式２－１」をお渡しし、改めて報告することと、国が個人情報等削除の上、後日公表することについての説明をしてく

ださい。

・保護者への説明等について、下の記載欄へ記入した様式を市へ提出してください。

（説明日）

（説明者氏名）

必ず提出の日付、 第〇報を 選
択し てく ださ い。
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【様式１】

　　年 　　月 　　日

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 5歳以上 学童 合計

 うち常勤教育・保育従事者

乳児室 ㎡ ほふく室 ㎡ 保育室 ㎡ 遊戯室 ㎡

㎡ ㎡ ㎡ ㎡

　　名 名 名

０歳 名 １歳 名 ２歳 名 ３歳 名

４歳 名 ５歳以上 名 学童 名

子どもの年齢
(月齢)

所属クラス

【診断名】

【病状】

【既往症】　 病院名

病状・死因等
（既往歴）

病状： （全治：　　日）

当該事故に
特徴的な事項

特記事項
（事故と因子関係がある場合に、身
長、体重、既往歴・持病・アレル

ギー、発育・発達状況、発生時の天候
等を記載）

発生場所

発生時状況

生年月日 年 月 日 保護者連絡先

(死亡の場合）死因 (負傷の場合）受傷部位

事故の転帰（結果） (負傷の場合）負傷状況

入園・入所年月日

子どもの性別 事故誘因

事故発生時刻（具体的に）

児童名 保護者名

在籍子ども数

　午前・午後　　：

名
うち常勤保育教諭・幼稚園教諭・

保育士
名

保育室等の面積

発生時の体制 教育・保育従事者
うち保育教諭・幼稚園教
諭・保育士

異年齢構成の
場合の内訳

事故発生日 事故発生時間帯

施設代表者名

所 在 地 開設(認可)年月日

設置者
(社名・法人名・自治体名等)

法人等代表者名

←この色のセルはプルダウンで選択できるようになっています。必ず選択をしてください。
手書きで作成される場合は、プルダウンメニューを確認してください。

事故報告日 報告回数 第　　報

認可 ・ 認可外 施設･事業種別

自治体名 神奈川県　横浜市 施 設 名

 教育・保育従事者数 名 うち保育教諭・幼稚園教諭・保育士 名
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負傷状況

児童の年齢

教育・保育
従事者数

うち有資格者数 名

事前に保護者との連絡で、体調面
など引き継ぎ事項があれば記載

【負傷等の場合この様式を利用】【様式２-１】

　発生するまでの状況

【発生後の状況は下記のページに記載すること】

時間
（〇：〇

報告回数 第　　報

全体の活動内容：

当該児童の様子・活動状況：

保育従事者のいた位置、行っていた役割：

活動の状況
（活動にあ
たっていた
保育・教育
従事者数、
活動内容な
ど）

他の児童の様子・活動内容： 【例】鬼ごっこをする子、鉄棒をする子、
　園庭を探索する子に分かれていた。

【例】○:○○～　３歳児10名が、園庭で
鬼ごっこをしていた。

発生時の状況・対応

※時系列に沿って可能な限り詳細を記載してください。

　年　　月　　日（　曜日）　　時　　分（午前・午後）

負傷状況がその他の場合の内容
（　　　　　　　）

【例】 保育士Ａが園庭全体、保育士Ｂが
鉄棒の横で子どもを見守り、保育
士Ｃが子どもたちの動きに合わせ
て動いていた。

※言葉で記載しづらい場合は、図面な
どの説明で可

名

【例】鬼ごっこに参加し、鬼に追われてい
　　た。

発生日時

発生場所

施設･事業種
別

【例】
（「発生するまでの状況」欄に記載した事項と重複してかまいませ
　ん。詳細な時系列を記載してください。）

○：○○　子どもたちは、園庭で好きな遊びを始めた。
○：○○　当該児は、鬼ごっこに参加していた。
○：○○　該当児が鬼から逃げる際に滑り台 （高さ２ｍ）の階段に

上ってしまい、保育士Ｃが、すぐに止めようとしたが途中
１ｍほどの高さから足を踏み外して体の右側から地面へ転
落してしまった。右足を痛がり、泣いている児童に対し、
保育士Ａが付き添い、他の保育士が他の児童を集めてから、
看護師を呼び、同時に園長に報告した。

○：○○　看護師が、アイシングをしながら園長と当該児の状態を
確認した。

※他の児童と衝突して事故が発生した場合などは、衝突した他児の
氏名を記載する必要はありません。
（「他児」や「Ａ児」等と記載してください。）

【例】
○：○○ 朝、預かる際に母から○○という
こ

とを聞いており、クラス担任で共有
していた。
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通院の有無
通院のため出発
した時刻

：

通院した場
合同行した
か

同行した職員
（園長・担任等）

誰から誰へ連絡をしたか
（園長・担任等から母・父等）

【第一報の連絡内容】

から

保護者への連絡内容・時間

※時系列に沿って可能な限り詳細を記載してください。 （保護者連絡した内容について記載）

保護者へ第一報した時刻園長等責任者報告した時刻

【通院しなかった・同行しなかった場合の理由】

から

：

通院の有無

この面の記載内容は、横浜市は、施設名及び個人情報を削除した上で、市内各施設へ情報提供することがあります。また全治
30日以上の負傷等については、国がHPで公表します。
（参考）内閣府HP：https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/outline/index.html

当該事故に
特徴的な事項

誰から誰へ報告したか
（担任・主任等から園長等）

：

時間
（〇：〇〇）

発生後の対応を時系列で記載
（報道発表を行う場合にはその予定も含む）

発生後の対応（報道発表を行う場合にはその予定も含む）

【例】
前ページの時系列欄に記載した以降のことを記入してください。
○：○○　右足に骨折の疑いがあるため、看護師が園長に相談し、救

　急車を呼んだ。ひとまず園長と保育士1名が付き添い、救急
　車で△△病院へ搬送した。

○：○○　△△病院に到着した。

○：○○　医師より右足首の骨折と診断されたため、駆けつけた保護
者に同意をとり、手術を行った。

翌日
○：○○　けがの状態や今後の保育の仕方について保護者と確認し

　た。（保育者が、着脱など身の回りのことの援助をするこ
と、室内での過ごし方など）

（上の「発生後の対応欄」に記載したことと重複して記載してかまい
ません。可能な限り詳細を記載してください。）

○：○○　保護者の職場へ連絡をしたが不在だったた
め、折返しの伝言をした。

○：○○　保護者から連絡があり、状況を説明した。
　保護者から、すぐに病院へ向かうとの返答

があった。

○：○○　病院で保護者に改めて説明と謝罪を行った。
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状況

児童の年齢

教育・保育従
事者数

うち有資格者
数

名

【行方不明・置き去りの場合はこの様式を利用】【様式２-２】

時間
（〇：〇〇）

活動の状況
（活動にあたっ
ていた保育・教
育従事者数、活
動内容など）

発生時の状況・対応

報告回数 第　　報

施設･事業種別

【例】○：○○～４歳児20名が、公園
で自由遊びをしたのち帰園し
た。

【例】帰園のため、２列になり歩いて
　　いた。

最後に点呼したときの時間、人数と当該児童の様子
時間：　：
人数：　名
どのように人数確認を行ったか：
当該児の様子（何をしていたか）：

【例】垣根で虫探しをしていたが、保
　　育士の声かけに応じて集まり、他
　　の児童と手をつないでいた。

【発生後の状況は下記のページに記載すること】

※時系列に沿って可能な限り詳細を記載してください。

全体の活動内容：

【例】
　11：00
　20名
・公園の出口で、列を形成する時、

リーダー保育士Ａが、「数えます」
と他の保育士に告げてから数えた。
20人いることを確認し、出発した。

・当該児は垣根を気にしているよう
だったが、フリーの保育士が声か
けをすると列へ並んだ。

当該児童の様子・活動状況：

他の児童の様子・活動内容：

保育従事者のいた位置、行っていた役割: 【例】担任保育士Ａ、Ｂが散歩の列の
　　先頭と最後尾を担当し、列の真ん
　　中は、フリー保育士Ｃが担当し
　　た。横断歩道を渡る時は、２グ

ループに分かれ渡った。
※言葉で記載しづらい場合は、図面

などの説明で可

発生日時 　年　　月　　日（　曜日）　　時　　分（午前・午後）

発生場所
（園外の場合は園からの距離、地図などを添付すること）

名

事前に保護者との連絡で、体調面など引
き継ぎ事項があれば記載

発生するまでの状況

【 例】
（ 「 発生するまでの状況」 欄に記載し た事項と 重複し てかまいません。 詳

細な時系列を記載し てく ださ い。 ）

○： ○○　 公園から 園に向かっ て出発し た。
○： ○○　 　 横断歩道では、 前半、 後半のグループに分かれて渡っ ていた。

保育士Ａ と 保育士Ｃ が、 前半のグループの子ども を先に渡ら せた。
当該児がいた後半のグループは、 保育士Ｂ のみが担当し ていた。
前半の子ども が横断歩道を渡っ ている時、 後半のグループで他児
２ 名が喧嘩を始めたため、 保育士Ｂ が仲裁し ていた。 その後、 信号
が青になっ たため、 後半のグループも 横断歩道を渡っ た。

○： ○○　 園に到着し 人数確認をし たと こ ろ 、 当該児がいなく なっ ていた。

※他の児童と 衝突し て事故が発生し た場合などは、 衝突し た他児の氏名を
記載する必要はあり ません。

（ 「 他児」 や「 Ａ 児」 等と 記載し てく ださ い。 ）

【 例】
○： ○○  朝預かる際に母から ○○と

いう こ と を聞いており 、 ク ラ
ス担任で共有し ていた。
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から

通報の有無

通報した時刻

：

通報した人（園
長・通行人等）

から

発生後の対応（報道発表を行う場合にはその予定を含む）

園長等責任者報告した時刻

誰から誰へ報告したか
（担任・主任等から園長等）

誰から誰へ連絡をしたか
（園長・担任等から母・父等）

発見時の状況

時間
（〇：〇〇）

発生後の対応を時系列で記載
（報道発表を行う場合にはその予定を含む）

：

警察への通報の
有無

【通報しなかった場合の理由】 【第一報の連絡内容】

保護者への連絡内容・時間

（保護者連絡した内容について記載）

この面の記載内容は、横浜市は、施設名及び個人情報を削除した上で、市内各施設へ情報提供することがあります。

当該事故に
特徴的な事項

時刻…
場所…
状況…
発見者…

※何人でどこをどのように捜索したか、時系列に沿って可能な限り詳細
を記載してください。

： 保護者へ第一報した時刻

【 例】 児童がいないと 発覚し てから すぐ にで発見さ れたため

【 例】
前ページの時系列欄に記載し た以降のこ と を記入し てく ださ い。

○： ○○ 担任が園長に報告し 、 速やかに保育士３ 名で帰園
   ルート の捜索を開始。

○： ○○ 横断歩道の垣根にいたと こ ろ を発見し 、 園長へす
ぐ に報告。 当該児童に聞いたと こ ろ まだ虫探し をし
たかっ たため、 横断歩道の垣根でずっ と 探し ていた

 と のこ と 。

（ 上の発生後の対応欄に記載し たこ と と 重複し て記載し てかまい
ません。 可能な限り 詳細を記載し てく ださ い。 ）

【 例】
○： ○○保護者の職場へTEL。 不在だっ

たため折返し の伝言を行う 。
○： ○○保護者から 連絡があり 、 発見

し た後だっ たため、 保護者へ
その旨を連絡する。

○： ○○保護者が迎えに来た際に園長
から 改めて経緯の説明と 謝罪
を行う 。
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時間
（○：○○）

当該事故に特
徴的な事項

写真

この面の記載内容は、施設名及び個人情報を削除した上で、市内各施設へ情報提供することがあります。

【異物混入の場合はこの様式を利用】【様式２-３】

※時系列に沿って可能な限り詳細を記載してください。
※通院の判断は誰がどのようにしたのか記載してください。

発生後の対応
（報道発表を行う場合にはその予定を含む）

保護者への連絡内容・時間

施設･事業種別 混入物の大きさ

発生時の状況・対応 保護者への連絡内容・時間

混入物

報告回数 第　　報

発生日時 　年　　月　　日（　曜日）　　時　　分（午前・午後）

発生場所 児童の年齢

時間
（○：○○）

※時系列に沿って可能な限り詳細を記載してください。その場
にいた児童数・活動内容・保育者人数・配置状況（どのよう
に活動を見守っていたか）は必須です。

撮影時、 可能であれば物差し を使用し て大
き さ が分かるよう にし てく ださ い。

異物混入と は
１ 　 異物混入の定義
異物と は人に悪影響を及ぼし う るガラ スおよび金属等です。
２ 　 事故報告書を求める主な異物
・ 病原性微生物および寄生虫を伝播媒介するおそれのある動物
（ ネズミ 、 ゴキブリ 、 ハエなど）  の毛羽毛虫体、 その破片、 こ
れら の動物の排泄物およびかじ り 跡、 寄生虫の幼虫および卵
・ 有毒成分を含んだ植物体および種子
・ 毒き のこ 、 カ ビ
・ 重金属片ガラ ス片、 金属片やプラ スチッ ク 片
※異物の判断が困難な場合は、 保育・ 教育運営課にご連絡く だ
さ い。

厚生労働省監修「 食品衛生検査指針」 より
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時間
（○：○○）

【その他（負傷・行方不明・置き去り・異物混入ではない案件はこの様式を利用）】【様式２-４】

報告回数 第　　報

当該事故に特
徴的な事項

この面の記載内容は、施設名及び個人情報を削除した上で、市内各施設へ情報提供することがあります。

保護者への連絡内容・時間

※時系列に沿って可能な限り詳細を記載してください。その場
にいた児童数・活動内容・保育者人数・配置状況（どのよう
に活動を見守っていたか）は必須です。

時間
（○：○○）

発生時の状況・対応

※時系列に沿って可能な限り詳細を記載してください。
※通院の判断は誰がどのようにしたのか記載してください。

発生後の対応
（報道発表を行う場合にはその予定を含む）

発生日時 　年　　月　　日（　曜日）　　時　　分（午前・午後）

発生場所 発生した事故内容

施設･事業種別 児童の年齢

保護者への連絡内容・時間

個人情報の紛失や流出、 盗難・ 不審者侵入
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要因

この色のセルはプルダウン選択をしてください。 【様式３】

報告回数 第　　報

教育・保育施設等　事故報告様式 【事故再発防止に資する要因分析】

分析項目 記載欄【選択肢の具体的内容を記載】

ソフ
ト面

（マニュア
ル、研

修、職員
配置等）

事故予防マニュア
ルの有無

(具体的内容記載欄。マニュアルや指針の名称を記載してください)

事故予防に関する
研修

実施頻度(　　)回/年
(具体的内容記載欄)

職員配置

(具体的内容記載欄)

その他考えられる要因・分析、特記事項

改善策【必須】

改善策【必須】

環境
面

（教育・保
育の状況

等）

教育・保育の状況

その他考えられる要因・分析、
特記事項

改善策【必須】

ハー
ド面
（施設、
設備等）

その他考えられる要因・分析、
特記事項

施設の安全点検 実施頻度(　　)回/年
(具体的内容記載欄)

遊具の安全点検 実施頻度(　　)回/年
(具体的内容記載欄)

玩具の安全点検 実施頻度(　　)回/年
(具体的内容記載欄)

【所管自治体必須記載欄】
事故発生の要因分析に係る自治体コメント

※事業所(者)は記載しないでください。

（区・施設は記載不要）

その
他

その他考えられる要因・分析、
特記事項

改善策【必須】

人的
面

（担当保
育教諭・
幼稚園教
諭・保育
士、保育
従事者、
職員の状

況）

対象児の動き

(具体的内容記載欄)

担当職員の動き

(具体的内容記載欄)

他の職員の動き

(具体的内容記載欄)

その他考えられる要因・分析、
特記事項

改善策【必須】

記載例は下ページを 参照
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以下の中から選択してください

1．平成27年～令和10年 　2．1月～12月　 　3．1日～31日

1．第1報　2．第2報　3．第3報　4．第4報以降

1．認可　　2．認可外　　3．その他

1．幼保連携型認定こども園　　2．幼稚園型認定こども園　　3．保育所型認定こども園
4．地方裁量型認定こども園　　5．幼稚園　　6．認可保育所　　7．小規模保育事業
8．家庭的保育事業　　9．居宅訪問型保育事業　　10．事業所内保育事業(認可)
11．一時預かり事業　　12．病児保育事業　13.企業主導型保育事業　　14.地方単独保育施設
15.その他の認可外保育施設　　16．認可外の居宅訪問型保育事業

1．0歳児　　2．1歳児　　3．2歳児　　4．3歳児　　5．4歳児　　6．5歳以上児　　7．異年齢構成　　8．学童

1．平成27年～令和10年 　2．1月～12月　 　3．1日～31日

1．朝(始業～午前10時頃)　　2．午前中　　3．昼食時・おやつ時
4．午睡中　　5．午後　　6．夕方(16時頃～夕食提供前頃）　　7．夜間・早朝（泊り保育）

1．0歳(0～11か月）　　2．1歳　　3．2歳　　4．3歳　　5．4歳　　6．5歳　　7．6歳　　8．学童

1．0歳児クラス　　2．1歳児クラス　　3．2歳児クラス　　4．3歳児クラス　　5．4歳児クラス
6．5歳以上児クラス　　7．異年齢構成　　8．学童

1．平成23年～令和10年 　2．1月～12月　 　3．1日～31日

1．男児　　2．女児

1．負傷　　2．死亡

0．負傷　 1．乳幼児突然死症候群(SIDS)　　2．窒息　　3．病死　　4．溺死　　5．アナフィラキシーショック
6．その他

0．死亡　 1．遊具等からの転落・落下　　2．自らの転倒・衝突によるもの
3．子ども同士の衝突によるもの　　4．玩具・遊具等施設・設備の安全上の不備によるもの
5．他児から危害を加えられたもの　　6．アナフィラキシーによるもの　　7．溺水によるもの　　8．その他

0．死亡　 1．意識不明　　2．骨折　　3．火傷　　4．創傷(切創・裂創等）　　5．口腔内受傷　　6．その他

0．死亡　 1．頭部　　2．顔面(口腔内含む)　　3．体幹(首・胸部・腹部・臀部）
4．上肢(腕・手・手指）　　5．下肢(足・足指)

1．施設内(室内)　　2．施設内(室外・園庭等）　　3．施設外(園外保育先・公園等)

1．屋外活動中　　2．室内活動中　　3．睡眠中(うつぶせ寝）　　4．睡眠中(うつぶせ寝以外)
5．食事中(おやつ含む）　　6．水遊び・プール活動中　　7．登園・降園中　　8．その他

1．あり 　2．なし

1．定期的に実施　　2．不定期に実施　　3．未実施

1．基準以上配置　　2．基準配置　　3．基準以下

1．定期的に実施　　2．不定期に実施　　3．未実施

1．定期的に実施　　2．不定期に実施　　3．未実施

1．定期的に実施　　2．不定期に実施　　3．未実施

1．集団活動中・見守りあり　　2．集団活動中・子ども達のみ　　3．個人活動中・見守りあり
4．個人活動中・子どものみ　　5．睡眠(午睡)中　　6．食事(おやつ)中　　7．その他

1．いつもどおりの様子であった　　2．いつもより元気がなかった［その理由：記載］
3．いつもより活発で活動的であった［その理由：記載］　　4．具合が悪かった(熱発・腹痛・風邪気味等）［その理
由：記載］

1．対象児とマンツーマンの状態（対象児に接していた）
2．対象児の至近で対象児を見ていた
3．対象児から離れたところで対象児を見ていた
4．対象児の動きを見ていなかった

1．担当者・対象児の動きを見ていた(至近距離にいた）
2．担当者・対象児の動きを見ていなかった

他の職員の動き

職員配置

施設の安全点検

遊具の安全点検

玩具の安全点検

教育・保育の状況

発生時状況

子どもの年齢

所属クラス

入園・入所年月日

子どもの性別

受傷部位

負傷状況

事故誘因

死因

事故の転帰

様式１

様式３

プルダウンメニュー別表　(水色のセルには以下の選択肢から選んだものを記載してください）

対象児の動き

担当職員の動き

事故予防に関する研修

事故予防マニュアル
の有無

項目

認可・認可外

施設・事業種別

事故発生時間帯

事故報告日

報告回数

事故発生日

発生時の体制

発生場所

39
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研修について 

１ Off-JT（園外研修） 

〇 子育て支援課が開催する研修は、全てウェブサイトでご案内します。 

〇 研修等の情報は「保育・教育の質向上 NEWS」で毎月、各園にお知らせします。 

 

横浜市ウェブサイト→暮らし・総合→子育て・教育→保育・幼児教育→ 

→保育・教育の質向上→研修 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-yoji/shitukouj

ou/kenshu/20190401092636300.html 

 

〇 研修の申込は電子申請のみで受付けます。 

なお、研修の申込みには、「事前登録」が必要です。 

※ 事前登録は、上記の URL にアクセスして登録してください。 

 

※ 子育て支援課のウェブサイトに掲載をするもの 

（１） 保育・教育の質向上 NEWS 

（２） 年間予定表 

（３） 開催要項 

 

◎各区で実施する研修については、ネットワーク事務局園からお知らせします。 

 

２ OJT（園内研修） 

  同僚と話し合い、自らの保育を振り返りながら次の課題を見いだすために、職

場内での研修を行うことが大切です。 

  年間を通して、計画的に取り組みましょう。研修の手法などの情報提供を行い

ます。 

   

  新規開設園には「園内研修・研究推進事業」として、保育経験が豊富な園長経

験者がサポーターとなって園を訪問します。より良い園内研修・研究の実施につ

いて一緒に考えます。4 月以降に、ご案内を別途郵送いたします。 

 

よこはま☆保育・教育宣言のウェブサイトに「よこはま☆保育・教育宣言」の

理解を深めていただくために、「ブックレットを活用した園内研修」の事例動画を

YouTube で公開しています。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-yoji/shitukouj

ou/sengen-ikenbosyuu.html 

３ 研修等 

D 
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は、あらかじめ配置されている常勤看

に加え、当該児童を看護するために、さらに看護職
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５ 新型コロナウイルス感染症への対応について 
 

１ 休園の判断基準について 

感染した子どもが、発熱や咳などの症状が出ている状態で登園していた場合などは、横浜市とし

て当該保育所等の一部又は全部の臨時休園を行う場合があります。 

なお、市内の保育所で新型コロナウイルス感染症の陽性となる関係者が出

た際等の本市の対応の考え方につきましては、下記をご覧ください。 

「新型コロナウイルス感染症対策にかかる保育所等の対応について」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-

yoji/shisetsu/000000000.html （二次元バーコードからもアクセス可能） 

 

２ 新型コロナウイルス感染症に関する補助金について 

令和４年度は、下記内容の補助金を検討しています（新年度予算の市会議決をもって確定）。 

申請期間・補助対象期間等の詳細については、決まり次第、別途通知いたします。 

（1）令和４年度 保育所等新型コロナウイルス感染症拡大防止対策事業補助金 

ア 補助内容 適切な防止対策を行った上で事業を継続することを目的として、感染防止に資す

る物品購入等や簡易な改修に対する経費を補助します。 

イ 補助対象経費 

（ア）かかり増し経費（職員が感染症対策の徹底を図りながら保育を継続的に実施していくため

に必要な経費） 

（イ）マスク・消毒液等の衛生用品や感染防止用の物品購入経費等  

（ウ）感染症対策のための改修（トイレ、非接触型の蛇口の設置等）※簡易なものを対象 

ウ 補助対象施設 

特定教育・保育施設、特定地域型保育事業、横浜保育室、認可外保育施設。 

※ （ウ）の改修費補助は、認可外保育施設は対象外。 

子ども・子育て支援法に規定する延長保育事業、一時預かり事業、病児保育事業 

エ 補助上限額 

（ア）（イ）…施設規模・事業内容等により変動（30万～105万円）（ウ）…１施設100万円 

 

(2) 横浜市新型コロナウイルス感染症に関する保育施設再開支援補助金 

ア 補助内容  ：新型コロナウイルス感染症が発生し、休園した施設に対し、可能な限り速や

かに保育を再開できるよう、消毒にかかる費用等を補助します。 

イ 補助対象経費：専門消毒委託費、消毒用消耗品購入費、ＰＣＲ検査費用、さらなる感染防止

対策費用 等 ※人件費は対象外 

ウ 補助対象施設：特定教育・保育施設、特定地域型保育事業、横浜保育室、認可外保育施設、

幼稚園（横浜市私立幼稚園等預かり保育事業又は横浜市私立幼稚園２歳児受

入れ推進事業を実施する施設に限る） 

エ 補助上限額 ：令和３年度の休園施設の発生状況等を踏まえて検討します。 
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６ 土曜日共同保育の変更点について 
 
 

待機児童解消までの緊急的な取組の一つである、土曜日共同保育について、一部改正を行いま

したのでお知らせします。 

対象施設に横浜保育室を加えました。それに併せて様式も変更しています。また、届出の際の

実施園及び依頼園について一部文言を追加しました。 

 

 

【変更内容】 

（１）横浜保育室を対象施設に追加 

なお、保育の必要性のある０～５歳児までを預かることができるものとします。 

 

（２）届出の際の実施園及び依頼園について 

区に年間計画書を提出する際には、共同保育を実施するいずれかの１園を実施園とし、

それ以外の園を依頼園としてください。なお、基本的には実施園で共同保育を実施する

ものとしますが、依頼園で共同保育を実施することを妨げるものではありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

お問合せ先 
保育・教育運営課運営・指導係 
電話 045-671-3564 
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１ 土曜日共同保育実施概要 

（１）用語 

ア 土曜日共同保育 

自園の土曜日保育を必要とする児童だけではなく、平日に市内の他の施設・事業所（※）

に在籍している児童も受け入れて行う共同保育（以下、「共同保育」という。） 
※特定教育・保育施設、特定地域型保育事業、横浜保育室及び企業主導型保育施設（以

下、「施設・事業所」とする。） 
イ 実施園 

主に共同保育を実施する施設・事業所。 

ウ 依頼園 

主に共同保育を実施園に依頼し、土曜日に閉所する施設・事業所 

 

（２）主な実施条件 ※詳しくは土曜日共同保育に関する要綱・ＦＡＱをご覧ください。 

ア 保護者同意を得ていること（実施園・依頼園の全ての児童の保護者に対する説明及び書

面同意） 

イ 施設間による実施体制等が整っていること（職員配置、保育内容、給食、安全対策・緊

急対応、費用負担等） 

ウ 実施園の運営基準・配置基準を遵守すること 

但し、横浜保育室及び企業主導型保育施設が実施園として実施する場合の職員配置基準

については、依頼園に準ずること 
エ 職員の配置にあたっては、実施園の保育士を常時１名以上配置すること。また、依頼園

の児童の保育の安定等に配慮するため、原則として依頼園の保育士を１名以上かつ４時

間以上、実施園に配置すること 

※上記「エ」の保育士は、下記のとおり読み替えます。 

・幼保連携型認定こども園においては保育教諭 

・小規模保育事業Ｂ型においては保育士又は保育従事者 

・小規模事業Ｃ型及び家庭的保育事業においては家庭的保育者又は家庭的保育補助者 

オ 土曜日共同保育の実施によって生じる費用は、実施園及び依頼園が負担し、保護者に転

嫁しないこと 

カ 実施園の開所時間は、11時間以上とすること 

 

（３）土曜日共同保育を実施する場合の流れ 

ア 施設・事業所間で、実施に向けた打合せ、合意 

イ 保護者全員への説明、同意、利用児童の確認 

ウ 区こども家庭支援課へ年間計画書を提出 ※保護者同意後に提出してください。 

エ 施設・事業所間で、実施に向けた最終的な確認を行ったうえで、土曜日共同保育を実施 

 

（４）実施する際の届出について 

実施園は、開始する月の前月 10日までに実施園の所在する区のこども家庭支援課へ年間

計画書（第１号様式）の提出をお願いします。なお、実施園を月ごとに変更する場合におい

ては、主に共同保育を実施する施設・事業所をいずれか一方に固定して年間計画書を提出し

てください。 
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※実施園と依頼園の所在区が異なる場合は、計画書の写しを依頼園の所在する区のこども家

庭支援課へ送付してください 

※次年度以降も実施する場合は、毎年度届出が必要となります。（４月から実施の場

合は、３月 10 日までに、提出してください。 

 

（５）公定価格、延長保育事業費の取扱い 

ア 常態的に土曜日に閉所する場合の減算について 

原則として土曜日は 11時間開所をお願いしています。そのため、土曜日 11時間以上

の開所を標榜しない場合（区に提出する「横浜市延長保育実施（変更）届」の土曜日開

所時間が 11時間未満）は、公定価格が減算となりますが、土曜日 11時間以上開所の園

において毎週土曜日を共同保育で受け入れた場合は、依頼園側も公定価格が減算にはな

りません。 

ただし、「保育の利用希望が無く保育を提供しない日」については「閉所」扱いとな

り、閉所日数に応じ公定価格が減算されます。一方で、保育の利用希望がなく閉所する

予定であっても、後に利用希望に変更があり開所した場合は、開所しているものと取扱

います。また、共同保育であっても、自園の子どもに対し保育の提供が行われていない

場合は、閉所しているものと取り扱います。 

イ 延長保育事業費（延長保育事業助成） 

延長保育実施加算（土曜）：実施園のみ加算対象となります。 

※依頼園、横浜保育室及び企業主導型保育施設は、対象外です。 

 

２ 要綱・様式・ＦＡＱについて 

共同保育実施要綱及びＦＡＱについては、こども青少年局ホームページ内の該当ページ（下

記アドレス）をご確認ください。届出様式もこちらよりダウンロードするようお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

制度に関するお問合せ 
保育・教育運営課運営・指導係 
電話 045-671-3564 

土曜日共同保育年間計画書の提出先 
各区こども家庭支援課（実施園所在区） 

 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-
yoji/shisetsu/info/yoko/youshikiany.html （

 

‘,＇
,
J
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  年度 土曜日共同保育年間計画書（届出・変更） 

 

  年  月  日 

 

横浜市   区福祉保健センター長 

（届出者）                    

施設所在地 

施設・事業名 

代表者（職氏名）              

 

 

土曜日共同保育に関する実施要綱に基づき、次のとおり    年度 土曜日共同保育年間計画につ

いて（届出・変更）します。 

 

○実施園の概要 

施設名称  

所在地  

設置主体（法人名）  

施設長名  

施設種別 

 

□保育所  □認定こども園  □小規模保育事業（   ） 

□家庭的保育事業       □事業所内保育事業  

□横浜保育室         □企業主導型保育施設 

施設の面積 保育室     ㎡   園庭   ㎡  ※基準緩和あり・なし 

利用定員 ０歳  人、１歳  人、２歳  人、３歳  人、４・５歳以上  人 

土曜日の開所時間 短時間 

標準時間 

延長保育 

実施園在園児の土曜日の最大利用児童数 

（計画書提出月の前月） 

０歳  人、１歳  人、２歳  人、 

３歳  人、４・５歳以上  人 

保護者同意 □実施園の全ての児童の保護者の同意を得ています。 

 

○土曜日の共同保育の概要   ※依頼園の詳細は、次項に記入 

依頼園１ 
□保育所 □認定こども園 □小規模保育事業(  ) □家庭的保育事業 □事業所内保育事業

□横浜保育室      □企業主導型保育施設 

依頼園２ 
□保育所 □認定こども園 □小規模保育事業(  ) □家庭的保育事業 □事業所内保育事業

□横浜保育室      □企業主導型保育施設 

依頼園３ 
□保育所 □認定こども園 □小規模保育事業(  ) □家庭的保育事業 □事業所内保育事業

□横浜保育室      □企業主導型保育施設 

実施園・依頼園の土曜日の合計最大利用児童 

（予定） 

０歳  人、１歳  人、２歳  人、 

３歳  人、４・５歳以上  人 

必要面積 保育室     ㎡   園庭     ㎡  

第１号様式 
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設備基準・職員配置 □設備基準・職員配置基準を遵守することを確認しています。 

施設・事業者間での契約

書等の締結の有無 

□有  □無 

施設・事業者間での費用

負担発生の有無 

□有  □無 

施設・事業者間での児童

情報の引継方法 

 

保護者同意 □依頼園の全ての児童の保護者の同意を得ていることを確認しています。 

土曜日共同保育開始日   年  月  日 

 

○依頼園１の概要 

施設名称                  

印 
所在地  

設置主体（法人名）  

施設長名  

施設種別 □保育所 □認定こども園 □小規模保育事業(  ) □家庭的保育事業 □事業所内保育事業

□横浜保育室      □企業主導型保育施設 

土曜日の最大利用児童

数（予定） 

０歳  人、１歳  人、２歳  人、３歳  人、４・５歳以上  人 

保護者同意 □全ての児童の保護者の同意を得ています。 

 

○依頼園２の概要 

施設名称                  

印 
所在地  

設置主体（法人名）  

施設長名  

施設種別 □保育所 □認定こども園 □小規模保育事業(  ) □家庭的保育事業 □事業所内保育事業

□横浜保育室      □企業主導型保育施設 

土曜日の最大利用児童

数（予定） 

０歳  人、１歳  人、２歳  人、３歳  人、４・５歳以上  人 

保護者同意 □全ての児童の保護者の同意を得ています。 

 

○依頼園３の概要 

施設名称                  

印 
所在地  

設置主体（法人名）  

施設長名  

施設種別 □保育所 □認定こども園 □小規模保育事業(  ) □家庭的保育事業 □事業所内保育事業

□横浜保育室      □企業主導型保育施設 

土曜日の最大利用児童

数（予定） 

０歳  人、１歳  人、２歳  人、３歳  人、４・５歳以上  人 

保護者同意 □全ての児童の保護者の同意を得ています。 
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○責任体制や緊急時の連絡体制、職員配置、保育内容、給食、安全対策、費用負担等 

 各項目の実施方法等を具体的に記載してください（必要に応じ、資料添付可）。また、施設・事業者間

で取り交わしている文書（写）や保護者への説明資料も必ず、添付してください。 

１ 責任体制 

 

 

 

２ 緊急時の連絡体制 

 

 

 

３ 共同保育における職員配置 

 

 

 

４ 保育内容（デイリープログラム等） 

 

 

 

５ 給食・おやつ等の提供内容 

 

 

 

６ 安全対策 

 

 

 

７ 施設間の費用負担 

 

  

  

８ その他 
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年度 土曜日共同保育廃止届 

 

  年  月  日 

 

横浜市   区福祉保健センター長 

（届出者）                    

施設所在地 

施設・事業名 

代表者（職氏名）              

 

土曜日共同保育に関する実施要綱に基づき、    年度 土曜日共同保育廃止届を提出します。 

 

 

１ 対象となる実施園 

施設名称  

所在地  

設置主体（法人名）  

保護者説明・同意 □全ての児童の保護者に説明し、共同保育を利用する児童の保護者から同意を得ています。 

 

２ 対象となる依頼園 

依

頼

園

１ 

施設名称  

印 
所在地  

設置主体（法人名）  

保護者説明・同意 □全ての児童の保護者に説明し、共同保育を利用する児童の保護者から同意を得ています。 

依

頼

園

２ 

施設名称  

印 
所在地  

設置主体（法人名）  

保護者説明・同意 □全ての児童の保護者に説明し、共同保育を利用する児童の保護者から同意を得ています。 

依

頼

園

３ 

施設名称  

印 
所在地  

設置主体（法人名）  

保護者説明・同意 □全ての児童の保護者に説明し、共同保育を利用する児童の保護者から同意を得ています。 

 

３ 廃止日 

     年  月  日（土曜日共同保育を終了する最終日の日付） 

 

４ 廃止理由 

 

第２号様式 
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７  保育所委託費の弾力運用について 
 

１ 保育所委託費の使途について 

保育所委託費は、保育所を経営する事業に係る経費に充当するための資金として各保育所に対して支弁し

ており、人件費、管理費及び事業費から構成されています。 

 

人件費…保育所に属する職員の処遇に必要な経費に支出するもの 

管理費…保育所の運営に直接必要な経費に支出するもの 

事業費…保育所入所児童の処遇に直接必要な経費に支出するもの 

 

委託費は、上記の目的以外には使用できないのが、大原則です。 

ただし、一定の要件を満たす施設においては、保育所委託費を一定の金額の範囲内で目的外使用するこ

とが国の通知で認められています。この目的外使用の事を弾力運用といいます。 

この弾力運用により充当可能な使途については制限があります。 

なお、保育所委託費の弾力運用は、適正な保育所運営が確保されていることを前提として認められるも

のです。弾力運用の財源確保のために、本来の使途である職員人件費や事業費等が恣意的に削減されるよ

うなことがないようお願いします。 

＜弾力運用の例示＞ 

・当該年度の委託費を３か月分「人件費」「管理費」「事業費」以外に充てる 

・前期末支払資金残高を取り崩して本部運営費に利用する  

・積立資産を同一法人の他の園の整備など、目的外に使用するために取り崩す など 

 

２ 貸借について 

弾力運用の対象として認められた「借入金（利息部分を含む。）の償還」の範囲は、独立行政法人、公益

法人及び民間金融機関等、他法人からの借入金の償還のみが該当します。法人本部や個人からの借入れは

対象になりませんので、ご注意ください。 

保育所委託費を原資とした資金の貸し付けについては、各施設拠点区分間、本部拠点区分又は収益事業等

の特別会計に限り、当該法人の経営上やむを得ない場合に、当該年度内に限って認められます。必ず当該年

度内に清算してください。 

 

３ 事前協議について 

弾力運用の内容によっては、横浜市への事前協議が必要となります。設置主体の法人種別によって手続

き方法が異なりますので、ご注意ください。 

弾力運用の事前協議は、「保育所委託費等の弾力運用に係る事前協議事務取扱要領」で定める事前協議書

により行います。事前協議書の提出期限は、弾力運用としての支出を行う年度の 12月末日となっています。

期限を過ぎた場合は、原則、事前協議を行うことができません。 

【事前協議における留意事項】 

１ 事前協議書提出前の相談について 

弾力運用の実施を検討している場合は、事前協議書を提出する前に保育・教育運営課 

（☎045-671-3564）へ連絡し、検討している弾力運用の内容についてご相談ください。弾力運用の可

否や事前協議の必要性も含めて、ご案内させていただきます。 

２ 事前協議が必要なものを事前協議せずに充当した場合 

  弾力運用の財源元である保育所へ全額返還する必要がありますので、ご注意ください。 
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４ 保育所運営にかかる法人本部の経費について 

法人本部の経費として認められるものは、当該保育所を設置する法人の事務費です。具体的には、社会 

福祉法人会計基準に定める資金収支計算書及び資金収支内訳書の本部拠点区分における勘定科目大区分「人

件費支出」及び「事務費支出」に相当する経費であり、いずれも保育所の運営に関する経費に限るととも

に、その積算根拠等が適正である場合に認められます。 

法人本部の経費は、保育所の施設拠点区分から直接支出することはできません。また、当年度に支弁さ 

れた当該保育所の委託費を財源とすることはできません。 

保育所の施設拠点区分における前期末支払資金残高を取り崩し、必要な金額を本部拠点区分へ繰り入れ 

て支出してください。前期末支払資金残高の取り崩しにあたっては、必要な金額を各施設の入所人数や経常

収入の比率など合理的な比率で各施設に按分してください。前期末支払資金残高の金額など、各施設の運

営方法により変動する要素は、按分根拠として適切ではありません。 

役員報酬を支給する場合は、役員報酬規程もしくは給与規程に適正かつ具体的な金額を定めたうえで、 

勤務実態に即して支給してください。 

 

５ 当期末支払資金残高の 30％基準について 

当期末支払資金残高は、保育所委託費の適正な執行により適正な保育所運営が確保された上で、長期的に

安定した経営を確保するために将来発生が見込まれる経費を計画的に積み立てた結果において保有するも

のです。そのため、当期末支払資金残高は、当該年度の委託費収入の 30％以下の保有としてください。３

月末決算時において 30％を超過する場合は、必ず長期的な計画を立てた上で、使途を定めて積立資産に積

み立ててください。なお、決算時に計上された当期末支払資金残高が当該年度に受け入れた委託費収入の

30％を２年連続で超えている場合は、超過額が解消されるまでの間、処遇改善等加算の基礎分全額について

加算を停止します。 

 

６ 「適正な給与水準」について 

弾力運用の要件の一つである「給与に関する規程が整備され、その規程により適正な給与水準が維持され

ている等、人件費の運用が適正に行われていること。」における適正な給与水準については、以下の要件を

満たす必要があります。要件を満たさない場合、弾力運用が認められない場合がありますので、ご注意くだ

さい。 

(1) 正規の手続きを経て給与規程が整備されていること。 

(2) 施設長及び職員の給与が公定価格の人件費相当分として給付されている額を大幅に超えないこと。 

(3) 初任給、定期昇給について職員間の均衡がとれていること。 

(4) 一部職員にのみ他の職員と均衡を失する手当が支給されていないこと。 

(5) 各種手当は給与規程に定められたものであり、かつ手当額、支給率が適当であること。 

【参照】横浜市保育所委託費経理等取扱要綱第２条２項(３) 

横浜市保育所委託費経理等取扱要綱事務取扱要領第３条２項 

 

７ 保育所委託費の使途範囲を逸脱した場合について 

規定する使途範囲以外の支出については、弾力運用の財源元である保育所へ全額返還する必要がありま

す。横浜市が指定する期限までに設置者が是正しない場合は、当該事実が判明した年度の４月から３月まで

の間、「横浜市における保育・教育に係る給付費等取扱要綱」に定める処遇改善等加算の基礎分全額につい

て加算を停止します。なお、翌年度以降も改善措置が講じられない場合は、改善措置が講じられたと認めら

れる年度までの間で必要と認める期間、処遇改善等加算の基礎分全額について加算を停止します。 
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８ 要綱及び要領等について 

弾力運用を行うための要件、金額の範囲及び使途については、事前に「横浜市保育所委託費経理等取扱

要綱」及び「横浜市保育所委託費経理等取扱要綱事務取扱要領」を確認してください。要綱及び要領等は、

下記ＵＲＬから参照してください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-yoji/shisetsu/info/yoko/youshikia

ny.html 
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不
可

２
条

３
項

２
条

４
項

２
条

５
項

２
条

５
項

弾
力

運
用

不
可

弾
力

運
用

可
（
理

事
会

承
認

は
不

要
）

積
立

可
（
協

議
は

不
要

）

弾
力

運
用

不
可

統
合

不
可

8

協
議

不
要

協
議

不
要

1 4
（
※

２
）

5
（
※

２
）

6
（
※

２
）

7

４
条

２
項

弾
力

運
用

不
可

弾
力

運
用

不
可

４
条

１
項

４
条

２
項

前
期

末
支

払
資

金
残

高
を

取
り

崩
し

て
当

該
施

設
の

運
営

費
の

不
足

分
を

補
填

を
行

う
場

合
。

（
事

業
活

動
収

入
計

（
予

算
額

）
の

３
％

超
え

る
場

合
）

横
浜

市
に

協
議

が
必

要
横

浜
市

に
協

議
が

必
要
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種
類

番
　

号
主
　
な
　
協
　
議
　
内
　
容

段
　
階

社
会
福
祉
法
人
・
学
校
法
人

そ
れ
以
外

横
浜
市
の
要
綱
(※

１
）

第
一

段
階

第
二

段
階

第
三

段
階

理
事

会
承

認

第
一

段
階

弾
力

運
用

不
可

弾
力

運
用

不
可

第
二

段
階

横
浜

市
に

協
議

が
必

要

第
三

段
階

理
事

会
承

認

積 立 資 産

※
１

　
横

浜
市

保
育

所
委

託
費

経
理

等
取

扱
要

綱

横
浜

市
に

協
議

が
必

要
横

浜
市

に
協

議
が

必
要

２
条

３
項

横
浜

市
に

協
議

が
必

要

保
育

所
施

設
・
設

備
整

備
積

立
資

産
を

、
目

的
以

外
ま

た
は

、
同

一
の

設
置

者
が

設
置

す
る

他
の

保
育

所
等

の
施

設
・
設

備
に

充
当

す
る

場
合

。

積
立

資
産

を
、

そ
の

目
的

以
外

（
当

該
施

設
の

処
遇

に
必

要
な

経
費

又
は

別
表

２
）
に

使
用

す
る

場
合

。

２
条

６
項

1
1

1
0

※
３

　
法

人
本

部
の

運
営

に
要

す
る

経
費

に
つ

い
て

は
、

本
部

に
お

け
る

保
育

所
運

営
に

必
要

不
可

欠
な

人
件

費
支

出
、

事
務

費
支

出
に

相
当

す
る

経
費

に
な

り
ま

す
。

  
  

  
  

役
員

報
酬

に
つ

い
て

は
、

役
員

報
酬

規
定

を
整

備
し

た
上

で
、

勤
務

実
態

に
即

し
て

支
給

し
て

く
だ

さ
い

。

※
２

　
番

号
４

、
５

、
６

の
重

複
の

弾
力

運
用

は
、

不
可
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※全てに該当すること

□ 児童福祉施設の設備及び運営に関する基準が遵守されている
□ 職員配置が遵守されている
□ 給与規程が整備され、人件費の運用が適正である
□ 適切な給食を実施している、日常生活に必要な諸経費が確保されている
□ 保育所保育指針を踏まえた保育を行い、児童の処遇が適切である
□ 役員、施設長及び職員が研修会に積極的に参加するなど資質向上に努めている
□ 法人の運営状況等に問題がない

※１つ以上に該当すること

□ 延長保育事業の実施
□ 障害児保育事業の実施
□ 一時保育の実施
□ 休日・年末年始保育
□ 乳児３人以上受入
□ 病児・病後児保育
□ 子育て支援拠点事業の実施

※①④は必須かつ毎年度、②又は③いずれかに該当すること。

□ ① 財務諸表を閲覧に供している
□ ② 第三者評価の受審・結果公表をしている（第三号様式（１）を必ず記入すること）
□ ③ 第三者委員による苦情解決の仕組みの周知・定期的な結果公表を実施している
□ ④ 処遇改善加算の賃金改善要件を満たしている

別表　１

１ 「延長保育事業の実施について」（平成27年７月17日雇児発0717第10号。以下「雇児発第10号」という。）に定める延長保育促進事業及びこれらと
同様の事業と認められるもの
２ 「一時預かり事業の実施について」(平成27年７月17日27文科初第238号雇児発0717第11号。以下「雇児発第11号」という。)に定める一時預かり事
業
ただし、当分の間は平成21年６月３日雇児発第0603002号厚生労働省雇用均等・児童家庭局長通知「『保育対策等促進事業の実施について』の一
部改正について」以前に定める一時保育促進事業の要件を満たしていると認められ、実施しているものも含む
３ 乳児を３人以上受け入れている等低年齢児童の積極的な受入れ
４ 「地域子育て支援拠点事業の実施について」(平成26年５月21日雇児発0529第18号。以下「雇児発18第号」という。)に定める地域子育て支援拠点
事業又はこれと同様の事業と認められるもの
５ 集団保育が可能で日々通所でき、かつ、「特別児童扶養手当等の支給に関する法律」（昭和39年法律第134号）に基づく特別児童扶養手当の支
給対象障害児（所得により手当の支給を停止されている場合を含む。）の受入れ
６ 「家庭的支援推進保育事業の実施について」(平成25年５月16日雇児発0516第５号)に定める家庭支援推進保育事業又はこれと同様の事業と認
められるもの
７ 休日保育加算の対象施設
８ 「病児保育事業の実施について」(平成27年7月17日雇児発0717第12号)に定める病児・病後児保育事業又はこれと同様の事業と認められるもの

別表　２

１ 保育所等の建物、設備の整備・修繕、環境の改善等に要する経費（保育所等を経営する事業に必要なものに限る。以下２及び３において同じ。）
２ 保育所等の土地又は建物の賃借料
３ 以上の経費に係る借入金（利息部分を含む。）の償還又は積立のための支出
４ 保育所等を経営する事業に係る租税公課

別表　３
１ 子育て支援事業を実施する施設の建物、設備の整備・修繕、環境の改善及び土地の取得等に要する経費（子育て支援事業に必要なものに限
る。以下２において同じ。）
２ １の経費に係る借入金（利息部分を含む。）の償還又は積立のための支出

別表　４

１ 社会福祉施設等の建物、設備の整備・修繕、環境の改善、土地の取得等に要する経費（社会福祉施設等を経営する事業に必要なものに限る。以
下２及び３において同じ。）
２ 社会福祉施設等の土地又は建物の賃借料
３ 以上の経費に係る借入金（利息部分を含む。）の償還又は積立のための支出
４ 社会福祉施設等を経営する事業に係る租税公課

別表　５

１ 保育所等の建物、設備の整備・修繕、環境の改善、土地の取得等に要する経費（保育所を経営する事業に必要なものに限る。以下２及び３にお
いて同じ。）
２ 保育所等の土地又は建物の賃借料
３ 以上の経費に係る借入金（利息部分を含む。）の償還
４ 保育所等を経営する事業に係る租税公課

別表　６

提出を求める施設拠点ごとの計算書等及び附属明細書
１ 社会福祉法人会計基準
社会福祉法人会計基準(平成28年３月31日厚生労働省令第79号)に定める資金収支計算書、事業活動計算書、貸借対照表及び附属明細書
２ 学校法人会計基準
(1) 学校法人会計基準の一部を改正する省令（平成27年３月30日文部科学省令第13号に定める資金収支計算書及び資金収支内訳表、貸借対照
表及び附属明細書（社会福祉法人会計基準に基づく様式もしくはこれに相当するもの）
(2) 社会福祉法人会計基準に基づく附属明細書もしくはこれに相当するもの
ア 借入金明細書
イ 補助金事業等収益明細書
ウ 事業区分間及び拠点区分間繰入金明細書
エ 事業区分間及び拠点区分間貸付金（借入金）残高明細書
オ 積立金・積立資産明細書
カ 固定資産台帳
３ 企業会計の基準による場合
(1) 損益計算書、貸借対照表及び財産目録
(2) 社会福祉法人会計基準に基づく附属明細書もしくはこれに相当するもの
ア 借入金明細書
イ 補助金事業等収益明細書
ウ 事業区分間及び拠点区分間繰入金明細書
エ 事業区分間及び拠点区分間貸付金（借入金）残高明細書
オ 積立金・積立資産明細書
カ 基本財産及びその他の固定資産（有形・無形固定資産）の明細書
キ 固定資産台帳
４ これ以外の会計基準により会計処理を行っている場合
社会福祉法人会計基準に定める計算書類及び附属明細書に相当するもの

第一段階

第二段階

第三段階

弾　力　運　用　の　段　階　と　は

別　表
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８ 請求事務の概要等について 

 

② 日々の教育･保育の実績を入力
します。

③ 翌月初めに請求明細データを送
信します。

締切日:5日(早期)･12日（通常）・21日（エラー）

④ 審査結果通知書等をダウンロード
します。

配信日:6日(早期)･13日（通常）・26日（エラー）

⑤ 請求書類(押印済)を、保育・教
育給付課（市内施設給付担当）へ
送付します。

締切日:12日(早期)･19日（通常）・8月2日（エラー）

⑥ 指定の口座へ振り込まれます。
振込日:21日(早期)･30日（通常）・8月13日（エラー）

注意： 締切日や配信日等の日付は令和３年度７月早期・通常フロー、エラーフローの例です。各月の土日祝日等により
前後することがあります。なお、請求内容に誤りがあった場合、後日、過誤申立・再請求の手続きが必要になります。

毎月の請求の流れ

保育・教育給付課
（市内施設給付担当）

施設･事業者

請求明細作成ソフトが、
お手伝いいたします!!

① 当月１日時点の状況を当月15日までに、届出書(３種類) ・
雇用状況表(家庭的保育事業を除く) （※）により届出ます。
(例 ７/1時点の状況を７/15まで)

※届出書３種（「公定価格加算・調整項目届出書」、「向上支援費加算状況届出書」、「延長保育事業加算

状況等届出書」（幼稚園以外））及び雇用状況表（家庭的保育事業を除く）を毎月提出します。

※ ⑤の請求書類（押印済）提出について、請求書の押印の際の印影のかすれ、欠け、にじみ等により

適正な請求書として受領できず、給付費等の振込時期に影響が出るケースが大変増えております。提

出前のご確認をお願いいたします。 

※ 「補足給付」について 補足給付が発生した場合施設・事業所は対象となる各児童の「補足給付確

認書」を記載していただき、保護者に署名をもらいます。保護者から署名をもらった「補足給付確認

書」及び挙証資料を毎月 15 日までに提出してください。 

◆給付費等については、①届出書、雇用状況表を横浜市へ送付→②実績入力→③データ送信→④－１横

浜市から電子メールが到着→④－２メールに添付されているＵＲＬから審査結果通知・請求書ひな形

を取得→⑤請求書等を横浜市へ送付→⑥振込 という流れになります。

１ 請求事務の流れ 

二
［ 

................... ・ .. ． ． ． ． ．． ．． ．．． ．． ．．． ..... , 

:
h
 ↑

t
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２ 届出書、雇用状況表、給付費等に係る請求書、各種加算に係る挙証資料の提出先【重要】 

   

 

 

≪横浜市庁舎、区役所ではありませんのでご注意ください。≫ 

   

※ 請求書を送付する際は、お手数ですが封筒に「請求書在中」と記載し、こども青少年局保育・教育給

付課市内施設給付担当あてに直接郵送していただくよう、お願いいたします。他部署宛ての郵送物に請

求書を同封された場合など、請求書が市内施設給付担当へ到着するのが遅くなり、お支払いが遅くなる

可能性がありますので、ご注意ください。 

 

※ 令和３年４月１日より、課名が「保育・教育給付課」へ変更されました。 

変更前の課名（保育・教育運営課 給付担当）で送付された場合、横浜市庁舎の「保育・教育運営課」に

書類が届いてしまうことがありますのでご注意ください。 

 

※ 横浜市延長保育事業実施（変更）届、横浜市一時保育実施届（変更届、廃止届）は、各区役所こ

ども家庭支援課が提出先となりますので、書類が混入しないようご注意ください。 

  また、年度当初には提出書類の種類が多いため、各事務手続きの遅延を防止するためにも変更点

説明会で公開される資料の中で、各種書類の提出先を必ずご確認ください。 

 

３ ３月のみの加算項目について 

公定価格・向上支援費の加算について、年間のうちで３月のみ加算される項目があります。 

３月のみの加算項目については、秋頃を目途に別途通知をさせていただきます。 

 

４ 請求明細作成ソフトについて 

給付費の請求には、請求明細データの作成・送信を行う専用のソフト（請求明細作成ソフト）を使

用していただいております。この請求ソフトには、横浜市で作成（無償提供）しているソフトと、民

間企業の作成（有償販売）しているソフトがあります。 

※民間企業の請求明細作成ソフトの場合は、各業者にお問い合わせください。 

  

〒231-0015 横浜市中区尾上町１－８ 関内新井ビル９階 

横浜市こども青少年局保育・教育給付課 市内施設給付担当 宛 
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５ 横浜市請求明細作成ソフトのインストール資産について 

新たに市の請求ソフトをインストールする場合は、こども青少年局保育・教育給付課のメールアド

レスあてに、請求ソフトインストール用ソフトの配信を依頼いただくメールをご送信願います。 
 
 

 

 

 

 

 

  ○請求ソフトの利用にあたっては、インストール後にデスクトップ上に作成される「操作マニュアル

（運用編）（操作編）」をご確認ください。 

〇本市提供の請求ソフトの概要については、ホームぺージ上にあります請求ソフト説明会資料をご

覧ください。 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-
kyoiku/kosodateshien/shinseido/yoko/seikyujimu.html 

 
横浜市 請求明細作成ソフト    検索 

 

６ 横浜市請求明細作成ソフトのデータベース（DB）保存について 

パソコンの故障等により、横浜市請求明細作成ソフトが起動しないという問合せが増えております。

この場合は、プログラムを再インストール後、DB 復元していただくこととなります。復元する DB がな

いと、すべての情報を再度初期の状態から入力することとなります。 

従いまして、本市提供のソフトを利用している施設・事業所については、必ず定期的にメニュー画面

右下にある「DB 保存」からバックアップを取っていただくようお願いいたします。特に、アップデー

ト時や履歴追加・履歴分割時には必ずバックアップの作成をしてください。バックアップデータがない

状態で請求データが消えてしまった場合、本市側でもデータの復元はできませんので、くれぐれもご注

意ください。また、「DB 保存」の操作方法は、横浜市請求明細作成ソフトマニュアル[操作編]をご確認

ください。 

 

７ コールセンターについて 

横浜市が無償提供している請求明細作成ソフトのインストール方法や操作方法については、専門の 

｢請求明細作成ソフト コールセンター｣を開設しておりますので、そちらにお問い合わせください。 

≪参考（令和３年度）≫ ※令和４年度以降、電話番号と開設時間等が変更になる可能性があります。 

 

＜請求明細作成ソフトコールセンター＞ 

０４５―９１２―２５６０ 

 

（開設期間①）  令和３年４月１日～令和３年 12 月 28 日   10：00～16：00（６時間／日） 

（開設期間②）  令和４年１月４日～令和４年３月 31 日   13：00～16：00（３時間／日） 

※土日・祝日・年末年始を除く 

 

＜連絡先アドレス＞  kd-kyufu@city.yokohama.jp 

＜メール記載依頼事項＞ 

件名：横浜市請求明細作成ソフトインストール資産の配布について 

本文：(1)施設名、(2)施設番号 のご記入をお願いします。 

二

資料-79



 

８ 届出提出の一部オンライン化について 

【令和４年度は小規模保育事業Ａ型（事業所内Ａ型を含む）が対象】 

 これまでは紙でご提出いただいていた、「公定価格加算・調整項目届出書」「向上支援費加算状

況届出書」「延長保育事業加算状況等届出書」「雇用状況表」について、令和４年上半期を目途に

オンライン上での提出へ提出方法を変更します。 

 令和４年度には小規模保育事業Ａ型の届け出についてオンライン提出を導入します。導入時期に

つきましては上半期を目途に予定をしておりますので、４月等年度当初の提出書類につきましては

従来通り紙での提出になります。小規模保育事業Ａ型以外の施設種別につきましては、令和５年度

以降の導入を予定しております。 
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９ 横浜市外居住児童の請求等について  

(1) 横浜市外居住児童の請求について 

横浜市外の市町村に居住している児童の給付費は、該当児童が居住している市町村に請求しま

す。ただし、延長保育事業費については横浜市に請求します。 

 

(2) 横浜市外居住児童の請求明細作成ソフトへの入力について 

   横浜市へ給付費を請求する際、横浜市外居住児童（以下、「市外児童」という。）も請求明細作

成ソフトへ入力する必要があります。これは、公定価格のうち、金額を月初の利用子ども数（市外

児童も含む）で割り返す項目があるためです。よって、市外児童の延長保育事業費の請求の有無に

かかわらず、すべての市外児童を請求明細作成ソフトへ入力してください。入力する際、認定証番

号を入力する必要がありますが、市外児童の居住自治体が発行する認定証番号は使用できません。

横浜市が指定した認定証番号（以下、「横浜市認定証番号」という。）が必要となります。横浜市

認定証番号の付番依頼方法は認定によって異なります。 

 

 １号 ２・３号 

付番依頼

方法 

(3)をご確認ください 利用調整の際に付番されるため、付番の

ためだけの特定の依頼は不要 

付番担当 保育・教育給付課 区こども家庭支援課 

通知方法 保育・教育給付課からのメールで通知 区こども家庭支援課より送付される「契

約締結登録者一覧」で通知 

 

(3)【１号】認定市外児童の横浜市認定証番号の付番依頼方法 

【１号】認定市外児童が入所することになった場合（市内児童が市外に転出後、継続して利用す

る場合も含む）は、下記のとおり、保育・教育給付課に必要書類を提出してください。なお、一度

付番された番号は、認定や住所等が変わらない限り、卒園まで使用することができます。（年度を

またいで再度依頼をする必要はありません。） 

なお、請求ソフトに【１号】認定市外児童の情報を入力する際に、横浜市認定証番号の通知を待

っている場合は、仮番号を入力します。仮番号は、施設の任意で設定してください。番号に指定は

ありませんが、999から始まる番号を推奨します。横浜市認定証番号の付番を依頼後、正しい認定証

番号が通知されましたら、請求明細作成ソフトの内容を修正して、データを再送信してください。 

例）1人目「999999999001」（12桁） 

2人目「999999999002」（12桁） 
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提出書類 ① １号認定市外居住児童にかかる横浜市認定証番号付番依頼書 

② 居住自治体が発行する教育・保育給付認定証もしくは認定決定通知書の写し 

（対象児童分） 

※施設等利用給付認定の認定証ではありません。 

※認定証は居住自治体から保護者に送付されるため、保護者から写しをもらってください。 

※認定証が提出期限に間に合わない場合、居住自治体から施設へ送付される「児童一覧表」な

ど、認定区分、認定期間等が確認できるものであれば代替可とします。その場合、該当児がわか

るよう、色付け等をお願い致します。 

提出先 〒231-0015 横浜市中区尾上町１-８ 関内新井ビル９階 

横浜市こども青少年局 保育・教育給付課 市外１号付番担当 行 

提出期限 ※ 毎月第３月曜日（祝日の場合はその前営業日） 

通知時期 提出期限から１～２週間後 

 ※提出期限について、年度末～４月は特に繁忙が予想されますので、準備ができ次第、お早目の提出

をお願いいたします。 

 

提出期限に間に合わなかった場合は、次回提出分として随時手続きを行います。 

 

(4) 【１号】市内居住児童が市外に転出し、継続して園を利用する場合 

  市内居住児童が市外に転出し、転出後も継続して園を利用する場合、保護者の方に、「横浜市での 

認定証の取消し」及び「転出自治体での認定証の申請」手続きを行っていただく必要があります。横

浜市への給付費の請求の際、市外児童としての入力となりますので、転出先自治体から認定証が発行

されましたら、(3)のとおり、横浜市認定証番号の付番依頼を行ってください。 

 

(5) 【１号】認定市外児童の退園及び市内転入について 

１号認定市外居住児童が①退園した場合（卒園は除く）②市内に転入した場合③１号から２号に認定

が変更になった場合は、「１号認定市外居住児童退園・市内転入等報告書」のご提出をお願いします。

提出先は(3)と同様です。 

 

 

 

対象児童 提出期限（必着日） 通知時期 

令和４年度４月新規入園児 

【第１回〆切】令和４年３月 18 日（金） 

※書類がそろい次第、お早目のご提出をお願いいたします。 
提出期限から１～２週間後 

【第２回〆切】令和４年４月 18 日（月） 同上 

５月～新規入園児 
毎月第３月曜日 

（祝日の場合はその前営業日） 
同上 
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(6) 各種様式 

◆ １号認定市外居住児童にかかる横浜市認定証番号付番依頼書 

◆ １号認定市外居住児童退園・市内転入等報告書 

横浜市HPで下記を検索し、ダウンロードしてください。 

                 

                      で検索し、最新年度分をご確認ください。 

  ※幼稚園と認定こども園でページが異なりますが、様式は同じものになります。 

  ※記載例もありますのでご確認ください。 

 

 【参考】令和３年度版 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-

kyoiku/kosodateshien/shinseido/yoko/yoshiki/20210303.html 

 

 

10 各種様式等を掲載しているホームページについて 

「請求事務について」というページに、請求事務などの各種様式等を掲載しています。公定価格・向

上支援費・延長保育事業費等の各加算項目の様式や、処遇改善等加算の様式等につきましては、こちら

からダウンロードしてください。（新年度様式については３月下旬頃に順次ＨＰに掲載予定です。） 

 

○横浜市こども青少年局「子ども・子育て支援新制度 請求事務について」のホームページ 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-
kyoiku/kosodateshien/shinseido/yoko/seikyujimu.html 

 
横浜市 請求事務   検索 

 

○横浜市こども青少年局「子ども・子育て支援新制度 請求事務に関する各種様式」のホームページ 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-
kyoiku/kosodateshien/shinseido/yoko/yoshiki/ 
 

横浜市 請求事務 各種様式   検索 

 

※公定価格・向上支援費・延長保育事業費の届出書について 

    加算項目ごとに加算要件をチェックしていただいた上で、実施状況等の「有」「無」などをチェ 

ックしていただく様式となっております。加算・調整項目等の欄のチェック漏れが無いようにご 

注意ください。 

 また、各加算に必要な挙証資料は、別添挙証資料一覧（令和４年度説明テキスト公定価格・向上

支援費・補足給付（・延長保育）に掲載）でご確認の上、届出書とともに提出してください。 

  ※加算要件等の変更に伴い、昨年度と内容が変わっている部分がありますので、必ず当該年度の様

式をご利用いただきますようお願いいたします。 

 

 

請求事務 各種様式     検索 
”

`

 

`
‘
ノ
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11 参考となるホームページ 

  制度の概要のほか、事業者向けのＦＡＱ（よくある質問）や公定価格の試算、各種通知などが、ご 

覧いただけます。 

○国（内閣府）「内閣府子ども・子育て支援新制度」のホームページ 

  https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/index.html 
 内閣府子ども・子育て支援新制度    検索 

12 給付事務に関する問い合わせ先 

○給付事務に関する問い合わせ全般 

横浜市こども青少年局 保育・教育給付課 市内施設給付担当 

ＴＥＬ ０４５-６７１－０２０２／０２０４ 

○各種届出書や請求データのエラーについてのお問い合わせ先 

月々の給付事務における各種届出書に関するお問い合わせや請求データのエラーについてのお問

い合わせの専用ダイヤルを開設しております。上記に関する問い合わせは別途ご案内いたします。 

 

13 審査・支払スケジュールについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ システムで処理するため、スケジュールは変更になる場合があります。変更が必要になった

場合は、審査結果のお知らせ等でお伝えします。 

※ 過誤請求のデータは、原則各月のエラーフローでの処理とさせていただきます。エラーフロ

ーが存在しない月もありますので、ご注意ください。 

 

※ 令和４年度の具体的な審査・支払スケジュールについては、次ページをご覧ください。 

 

○横浜市こども青少年局「子ども・子育て支援新制度 請求事務について」 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-
kyoiku/kosodateshien/shinseido/yoko/seikyujimu.html 

 
横浜市 請求事務   検索 

 

◆審査・支払のスケジュールには、早期・通常・エラーの３フローがあります。各フローのデータ締切日 

 や請求書締切日までに間に合ったものについて、それぞれ審査や支払手続きを行います。各締切日に間

に合わなかった場合には、それぞれ次のフローで審査や支払い手続きを行うことになります。 

◆当月１日時点の加算状況等について、当月１５日までに届出書（３種類）・雇用状況表により届けてい

ただく必要があります。（例：５月１日時点の加算状況等について、５月１５日までに届出書等を提

出）※４月のみ、届出書の提出は４月５日（火）となります。 

二
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令和４年度 審査・支払いスケジュール 

        

処理月
（主な対象月）

内容 早期フロー 通常フロー エラーフロー

データ受付期間 ３月22日～４月５日 ４月６日～11日

審査結果通知予定日 ６日 12日

請求書締切 13日 19日

振込予定日 22日 28日

データ受付期間 ４月25日～５月６日 ５月９日～13日 ５月16日～20日

審査結果通知予定日 ９日 16日 23日

請求書締切 13日 20日 5月30日

振込予定日 24日 31日 6月13日

データ受付期間 ５月23日～６月６日 ６月７日～13日 ６月14日～24日

審査結果通知予定日 ７日 14日 27日

請求書締切 13日 20日 7月4日

振込予定日 23日 30日 7月14日

データ受付期間 ６月27日～７月５日 ７月６日～11日 ７月12日～22日

審査結果通知予定日 ６日 12日 25日

請求書締切 12日 19日 8月1日

振込予定日 22日 29日 8月12日

データ受付期間 ７月25日～８月５日 ８月８日～15日 ８月16日～26日

審査結果通知予定日 ８日 16日 29日

請求書締切 15日 22日 9月2日

振込予定日 24日 31日 9月14日

データ受付期間 ８月29日～９月２日 ９月５日～12日 ９月13日～22日

審査結果通知予定日 ５日 13日 26日

請求書締切 ９日 20日 10月3日

振込予定日 21日 30日 10月14日

データ受付期間 ９月26日～10月５日 10月６日～13日 10月14日～21日

審査結果通知予定日 ６日 14日 24日

請求書締切 13日 20日 10月31日

振込予定日 24日 31日 11月11日

データ受付期間 10月24日～11月４日 11月７日～11日 11月14日～22日

審査結果通知予定日 ７日 14日 24日

請求書締切 11日 18日 12月1日

振込予定日 24日 30日 12月13日

データ受付期間 11月24日～12月５日 12月６日～９日

審査結果通知予定日 ６日 12日

請求書締切 12日 16日

振込予定日 22日 27日

データ受付期間 12月12日～１月６日 １月６日～12日 １月13日～20日

審査結果通知予定日 10日 13日 23日

請求書締切 16日 19日 1月31日

振込予定日 24日 31日 2月10日

データ受付期間 １月23日～２月３日 ２月６日～９日 ２月10日～22日

審査結果通知予定日 ６日 10日 24日

請求書締切 10日 16日 3月2日

振込予定日 22日 28日 3月14日

データ受付期間 ２月24日～３月３日 ３月６日～10日 ３月13日～24日

審査結果通知予定日 ６日 13日 27日

請求書締切 10日 17日 4月3日

振込予定日 23日 30日 4月13日

データ受付期間 ３月27日～４月５日 ４月６日～12日

審査結果通知予定日 ６日 13日

請求書締切 12日 19日

振込予定日 24日 28日

令和５年１月
（12月分の請求）

２月
（１月分の請求）

３月
（２月分の請求）

４月
（３月分の請求）

令和４年４月
（３月分の請求）

５月
（４月分の請求）

６月
（５月分の請求）

７月
（６月分の請求）

８月
（７月分の請求）

９月
（８月分の請求）

10月
（９月分の請求）

11月
（10月分の請求）

12月
（11月分の請求）

／ ／ ／ ／ / / 

/ ／ / ／ / 

///// 
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14 「審査結果のお知らせ」及び「請求書のひな形」の送付について 

  審査結果通知予定日に、大容量ファイル転送サーバにて「審査結果のお知らせ」及び「請求書の 

ひな形」を配信させていただきます。取得方法については、下記「審査結果のお知らせ、請求書の

ひな形のダウンロード方法」をご参照ください。※相殺の発生等により請求金額が０円になる場合

には請求書のひな形は発行されませんので、「審査結果のお知らせ」や「相殺詳細状況」をご確認

ください。 

  なお、配信先のＥメールアドレスが変更になった場合は、「給付費等請求に係る回答用紙」にて

変更後のＥメールアドレスをお知らせいただくようお願いいたします。様式については、以下のホ

ームページのＵＲＬに掲載しております。 

□様式ＵＲＬ（給付費等請求に係る情報の変更手続きについて） 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-
kyoiku/kosodateshien/shinseido/yoko/seikyujimu.html 
から「給付費等請求に係る回答用紙（Word 形式）」をダウンロードすることができます。 

横浜市 請求事務   検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

口
く書査結0あ知らせ亀畠諏書〇ひな影0ダウンロード方滋＞

①横浜市砂審査結果のお知らせの配信についてのEメールが送付されます。

※送信日はデータ締切日の翌閉庁日本市の送信翠メールアドレ傘kd-kyufu@city.yokoham叶 jpで す ．

(2)1! メールに打請段されて＂叙ウンロー FURLを Jックします。

③横浜市子ども子育て支穣新制度のサーパーにアタセスするので、パスワードを入力し、送信をタリッタします。

※J'¥':;;:sワードは横浜市請求明細作成ソフトで請求データを送信している際のJ'¥'スワードと同一とな戻ます。横浜市

請求明mill作成ソフトの「施設・事業所情報」のデータ転送情紐にある「データ転送パスワード」をご参照ください。

R「審査結果のお知らせ」及ぴ「請求書凜）」のPDFファイルが表示されます。それぞれタリッタし、ダウンロードをし

ます。

⑤請求書凜逹印刷し、日付を記入、請求印を押印し、横浜市へ郵送します。

一
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15 横浜市ＨＰトップページから給付関係様式掲載場所までのアクセスの方法 
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16 エラーと過誤の再請求の仕組みについて 

(1) エラー 

ア エラーとは 

施設で入力した請求情報と、横浜市が保有する情報とに不一致が見られた場合には明細単位 

で請求から外しています。児童情報等の入力内容が間違っていたため、請求したが支払われな 

かったもの（０円明細）を「エラー」と言います。（例：児童の認定証番号の入力誤りのため、 

請求が通らなかった） 

エラーとなった請求内容は、審査結果通知書の「エラー」の欄に金額が表示されます。また、 

エラーとなった児童や施設明細の原因については、審査結果通知書に同封されている「エラー 

リスト」でご確認いただけます。 

 

〈図 エラーリスト〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ エラー請求の手順 

 

 

① 請求明細データの修正 

請求明細エラーリストに記載された情報を基に、請求ソフトの児童情報や加算状況等の変更を

行います。 

② 請求データの送信 

     変更した請求データを送信します。データ締切日等は各フローと同様です。 

③ 支払い手続き 

     通常のとおり審査結果通知書等が配信されますので、請求書に代表者印を押印の上、ご返送 

ください。振込予定日等は各フローと同様です。 

 

～注意～ 

一度支払されている児童、施設の請求は「エラー」ではなく、「過誤」として請求してください。 

エラーが出た原因（認定区分、負担区分等）

が記載されます。 

エラーが出た対象（児童明細、施

設明細）が掲載されます。 

① 請求データの変更➡②請求データの送信➡③支払い手続き 

IN I ""' *— ,.. I 請 求明糸田エ フー リスト '" 
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(2) 過誤 

ア 過誤とは 

     認定状況や加算項目の変更等により、一度支払われた後に支給額に誤りが発生したものを 

「過誤」と言います。誤りの内容により、請求金額が増減することになります。 

【例】 

・加算有⇒無の場合 … 請求金額は減 

・加算無⇒有の場合 … 請求金額は増 

   

  イ 過誤の仕組み 

    過誤申立書を提出いただき、その後再請求データを送信していただくことで正しい支給額を 

得ることができます。 

※過誤申立書の送付前に再請求データを送信いただいても審査されませんのでご注意ください。 

 

当初お支払した金額（明細単位）を返していただき、修正された正しい金額を再度お支払し 

ます。原則として、返金は納付書で納めていただくのではなく、後の請求から差し引きするこ 

とでお返しいただきます（相殺）。 

 

【イメージ図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【例】饂額に伴う過誤再請求 【例】減額に伴う過誤再請求

再語求分 300万 分求語再

•••••••

••••••••••••• 
200万

疇鵡分→ニ
垂盃結果のお知らせ表示 ― 

支給予定総額 "100万円

ビ 1
相殺しきれないため
別の語求金額で相殺

垂歪結果のお知らせ表示 ― 

支給予定総額 0円

（内訳）
語求額計 300万円
今匝］相殺分 200万円
- - - - - - - - ......  . 

再諸求 300万円
当初諸求頷［相殺発生頷I 200万円
差額 100万円

（内訳）
語求額計 200万円
令回相殺分 200万円
- - - - - - - - ......  . 

再諸求 200万円
相殺発生額［相殺発生額) 300万円
差額 ..A.100万円

※既に衣)()Jjlli辺6済みのため．
相殺分にあたる100万のみが支給される

※既に3)(Jf_祐ば蕊済みのため、追訓の給付
は発生しない置
相殺しきれなかった100万は況酉以降刀
給付で相殺される。
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 ウ 過誤の手順 

 

 

 

 

① 過誤の申立書の作成 

過誤申立書の作成をお願いします。余白部分に 

・過誤請求データの送信を予定しているエラーフロー 

(例：５月エラーフローで過誤を行いたい) 

       ・過誤をする理由 

        （例：アレルギー児童対応費を「無」から「有」に変更したい） 

    を記載してください。また、連絡先もお忘れなくご記入ください。 

 

② 市に過誤申立書を郵送 

横浜市に過誤申立書を郵送してください。原則として郵送期限は、過誤請求データの送信 

を予定しているエラーフローの、一つ前の通常フローのデータ締切日までとします。 

（例（令和３年度の場合）：５月エラーフローで行う予定の場合は５月通常フローのデータ締切日13日まで） 

郵送先：横浜市こども青少年局保育・教育給付課 市内施設給付担当 

   

 

過誤申立書の処理（相殺情報の登録）【市】 

施設から郵送された過誤申立書に基づき、横浜市で返金（相殺）の登録を行います。 

申立書に記載していただいた送信予定の請求フロー以降で相殺が発生します。 

 請求額から相殺額を引かせていただきます。 

  

③ 再請求データの作成 

     「過誤申立書」で申立てを行った児童明細、施設明細について、正しい情報に修正します。 

 

➃ 再請求データの送信 

申立書に記載したフローのデータ期日までに再請求データ送信を行ってください｡ 

（例（令和３年度の場合）：５月エラーフローで過誤を行いたい場合、５／14～５／21 までに送信） 

 

⑤ 支払手続き 

   通常のとおり、市から審査結果通知書等が配信されますので、請求書に代表者印を押印の 

上、請求書締切日までにご返送ください。振込予定日等は各フローと同様です。 

 

①過誤申立書の作成➡②市に過誤申立書を郵送➡［過誤申立書の処理（相殺情報の登録）］ 

➡③再請求データの作成➡④再請求データの送信➡⑤支払手続き 

• 
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令和４　年　３　月　１　日

横浜市こども青少年局保育・教育給付課　市外１号付番担当　宛

　緑区

　141ｘｘｘｘｘｘ

△△幼稚園

２　依頼児童　

※必要に応じて適宜、行を追加してください。

フリガナ 生年月日
市外転出

※市外転出後、継続
利用する場合は〇

1 ヨコハマ　ジロウ 令和〇年５月１日

2 ヨコハマ　ハナコ 令和〇年９月２日

3 ミナト　ミライ 令和〇年12月３日 〇

4

5

6

7

8

9

10

計 ３ 名

３　添付書類

・居住自治体が発行する教育・保育給付認定証もしくは認定決定通知書の写し（対象児童分）

【提出前にチェックしてください！】 施設チェック欄 横浜市使用欄

４　担当者

横浜　太郎

045-ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

１号認定市外居住児童にかかる横浜市認定証番号付番 依頼書

１　施設名

施設番号

施設名

児童氏名

所在区

港　みらい

横浜　花子

横浜　次郎

氏名

連絡先

「施設等利用給付認定通知書」ではないことを確認しましたか
※提出するのは、「教育・保育給付認定証」です！

認定区分は「１号」または、保育必要量は「教育」等の記載はありま
すか

【送付先】

〒231-0015 横浜市中区尾上町１－８ 関内新井ビル９階

横浜市子ども青少年局 保育・教育給付課 市外１号付番担当

記入例
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令和 ４ 年 ６ 月 10 日

横浜市こども青少年局保育・教育給付課 

市外１号付番担当 

１号認定市外居住児童退園・市内転入等報告書 

１ 施設名 

所在区 〇〇区 

施設番号 141ｘｘｘｘｘｘ 

施設名 △△幼稚園

２ 対象児童 

(1)退園児童（卒園を除く）

支給認定証番号 氏 名 退園等年月日 備考 

9999999ｘｘｘｘｘ 横浜 健 令和４年 ５月 31日 

年  月  日 

年  月  日 

年  月  日 

(2) 市内転入児童 ※１

支給認定証番号 氏 名 転入年月日※２ 備考 

9999999ｘｘｘｘｘ 横浜 みらい 令和４年 ５月 1日 

年  月  日 

年  月  日 

年  月  日 

※１ 継続して同一園に在籍しているが、市外居住児童から市内居住児童に変わったため、支給認定証番号が

新たに付番された児童はここに記入します。支給認定証番号は元の番号（999から始まる番号）を記載し

てください。 

※２ 転入年月日は、認定期間の初日の日付としてください。（住民票を動かした日や認定年月日ではありま

せん。） 

３ 担当者連絡先 

氏名 横浜 太郎 

連絡先 045-ｘｘｘ-ｘｘｘｘ

記入例 
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９ 公定価格の令和４年度の変更点 

本資料の内容は全て案となっております。市会での予算議決等を経て確定します。 
 
 

（１）公定価格の変更内容について 

①公定価格の人件費改定について 

 公定価格の単価のうち、人件費の額については、国家公務員の給与に準じて算定しています。

令和３年度の国家公務員給与の改定を踏まえ、令和４年４月分の公定価格（令和４年度の単価表）

から年額人件費▲0.9％程度の反映を予定しています。（令和３年度の公定価格の減額改定は行い

ません。） 

 なお令和４年４月から９月の間、上記の減額分（人件費▲0.9％）に対応する金額については、

横浜市保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業に合わせて補助します。令和４年10月以降の

取扱いについては、令和４年人事院勧告の内容を踏まえて対応予定です。詳細については以下の

【参考】よりご確認ください。 

 

【参考】 

内閣府 子ども・子育て会議（第 60 回）配布資料 資料１－２ 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/meeting/kodomo_kosodate/k_60/index.html 

横浜市保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業～３％賃上げ助成～について 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/iko/3chinagejyosei.html 

 

②「土曜日に閉所する場合の減算調整」の取扱いについて  

 こ保給 794 号でお知らせした、公定価格に関する FAQ（よくある質問）Ver.20（令和３年９月

14 日時点版）」が内閣府より発出され、「土曜日に閉所する場合の減算調整」についての見解が

追加されました。利用希望が無く土曜日を閉所にした場合においても、利用希望に変更があり開

所した場合は、開所として扱うこととなりました。詳細は以下の【参考】をご確認下さい。 

 

【参考】 

内閣府 Ｑ＆Ａ集 項番 153 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/administer/qa/index.html 

横浜市から施設・事業者のみなさまへのお知らせ 令和３年度 10 月６日発出 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/iko/shisetsu_oshirase.htm

l 

 

③基本分単価上の分園の保育士配置について 

 こ保運 1072 号でお知らせした、内閣府より公定価格の基本分単価上の分園の保育士配置につい

ての見解が整理されました。従前は「施設長」、「90 人以下の施設の保育士加配」及び「標準時

間対応保育士」については、本園又は分園いずれかに１名ずつが基本分単価に含まれる職員配置

としてきましたが、今後は本園、及び分園の両方に１名ずつが基本分単価に含まれることとなり

ました。（施設長は除く。）この影響により、基本分単価以上に保育士を雇った場合に加算をし

ているローテーション保育士雇用費等の加算対象の保育士が、基本分単価に含まれる人数分だけ

減少します。詳細は以下の【参考】をご確認ください。 
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【参考】 

内閣府 Ｑ＆Ａ集 項番 150 

https://www8.cao.go.jp/shoushi/shinseido/administer/qa/index.html 

横浜市から施設・事業者のみなさまへのお知らせ 令和３年度 11 月２日発出 

https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/iko/shisetsu_oshirase.htm

l 

 

（２）様式の変更について【全施設・事業所】 

上記のような公定価格の見直し等を反映した様式を作成しています。新様式については、３月

下旬頃にＨＰに掲載予定ですので、令和４年度請求分からはその様式をご使用ください。 

また、小規模保育事業Ａ型及び事業所内保育事業Ａ型については、令和４年度上半期を目途に

オンライン上で雇用状況表等をご提出頂くように変更します。詳細については議事８「請求事務

の概要等について」をご確認下さい。またオンライン化についての説明資料を今後ご提供させて

頂きます。今しばらくお待ちください。 

 

【変更となる様式】 

①雇用状況表 

②公定価格加算・調整項目届出書 
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（３）処遇改善等加算Ⅱに係る研修修了要件の必須化時期について 

処遇改善等加算Ⅱによる賃金改善の対象職員については、令和４年度を目途に研修要件の

必須化を目指すこととされてきましたが、令和３年度９月に必須化時期の取扱いについて、

内閣府より通知が発出され、令和４年度も引き続き適用を猶予し、令和５年度から段階的に

適用となることが示されました。 

副主任保育士・中核リーダー等については初年度（令和５年度）に求める研修修了数は 1

分野（15 時間以上）とし、令和６年度以降、毎年度１分野（15 時間以上）ずつ必要となる研

修修了数を引き上げることになりました。 

職務分野別リーダー・若手リーダーについては令和５年度まで要件を適用せず、令和６年

度から研修修了要件を適用することとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内閣府：「施設型給付費等に係る処遇改善等加算Ⅱに係る研修修了要件について（通知）」改正概要（令

和３年 9 月）より引用 

1. Ii)! 修條了要件の取扱い

〇新型コロナウイルス愁染症咬1多響下l:t,1,..-C、地方自治体が升修実施体制⑰昌築に一定⑪閉脚包むrるこ辺踏まえ令tll4年ほかウ冽修修
了圏件心0用は行が,:.¥ヽ

〇研修受講の堕要1t!J'l沿な要件の滴用を与想して、 . ~ ,、 •• こと I ._,... ・ ． 鼻 --:,¥,ヽ

Jか f I _ ,_. I ーにつ可滋：= 6 . 仲~- . 仲 る

〇 ‘ --:,,,, 

()5時lgl以 Isl ずつ杯図 't:I;.~研條ll了数~ I ぎ I'.げる

副主任伽布士中核，)-ダ~ I 

1分野

← 要件適用ザ→ I 1s1品
，，，釘,.. 度 t~IS年

I 職務分野別たダー -~1'1'!たダー 1
........................................................... 

， 要件適用せず ， 

令旬,.. 度 令ftls<rJ!t

2分野.,. 
30時間以上

令f<l6転度

r 
令ftl6.. 度

3分野
0『

45時間以上

t~l7年 ？印8釦"'
（完全＇暉 ）

1分野o,158-~ l ill以 t

令""'遁 1,~18 年度

4分野

"' 60時間以上

令...年度 ・・・

令RIが,,直 ・

0副主任1泉i'f士苓において月額4万f'1の改きを行う名を 1人以上確保したうえで、副主任保ff.I:等に（条る加n濶を配分して
＂令の改円を行う暉務分ti別•)-ダーギについても、 令IU 6年度以I~は、 1分野 (IS略同）以J:のlilfl.!終了が必要
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11 向上支援費の令和４年度の変更点 

本資料の内容は全て案となっております。市会での予算議決等を経て確定しますので、あらか

じめご了承ください。 
 
 

１ 助成内容の変更について【全施設・事業所】       

※    が変更箇所です。 

 

① 医療的ケア対応看護師雇用費の拡充及び要件緩和【保育所、幼稚園、認定こども園】 

「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」の制定に伴い、これまでは、医

療的ケア対象児童１人につき、月 40時間分の看護職雇用経費を助成していたところ、保育

所及び認定こども園２・３号は月 160 時間分、幼稚園及び認定こども園１号は月 100 時間

分の助成に拡充します。また、「看護職（月 120 時間以上の勤務契約）を雇用しており、

さらに医療的ケア対応看護職を雇用すること」という要件を撤廃します。 

    

  ア 加算の要件 

    以下の要件を満たす施設に加算します。 

 

□区福祉保健センター長が医療的ケア対象児童と認めた児童が在籍している。 
□医療的ケア対象児童１人につき、月の所定労働時間が２・３号は 160 時間、１号は 100

時間以上※の医療的ケア対応看護職を雇用している。（令和４年度より、本加算の取得におい

て、医療的ケア対応看護職のほかに、別途、看護職（月 120 時間以上の勤務契約）を雇用している

必要はなくなりました。） 
 

※医療的ケア対応看護職を複数人雇用している場合は、契約している所定労働時間数の合

計が医療的ケア対象児童１人につき必要時間以上となること。 

 

（例）２・３号の場合 

医療的ケア対象児童３人に対し、医療的ケア対応看護職の所定労働時間の合計が 320

時間の場合、２名分が加算されます。 

 

  イ 単価    

加算対象児童 

１人あたり 

１号 月 100時間以上 ２７５，５００円 

２号・３号  月 160時間以上 ４４０，８００円 
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② 看護職雇用加算の拡充 

【保育所、幼稚園、認定こども園、小規模保育事業（A型・B型）、事業所内保育事業】 

 単価を、常勤・非常勤の２区分から、４区分に細分化します。また、複数人雇用している場

合は、契約している所定労働時間数の合計が、必要な勤務時間数以上となることで助成対象

となるよう変更します。 

 

  ア 加算の条件 

以下の要件を満たす施設に加算します。 

 

□月 160 時間、120 時間、80 時間、または 40 時間（幼稚園の場合は、月 100 時間、75 時

間、50 時間、または 25 時間）以上勤務の看護師、保健師、助産師、准看護師を雇用し

ている。 

※派遣職員も助成対象です。 
 ※看護職を複数人雇用している場合は、契約している所定労働時間数の合計が月 160時 

間、120 時間、80 時間、または 40 時間（幼稚園の場合は、月 100 時間、75 時間、50

時間、または 25時間）以上となること。 
 

  イ 単価 

  ◆保育所・認定こども園・小規模保育事業（A型・B型）・事業所内保育事業 

労働時間 単価【月額】 

月１６０時間以上 １施設あたり １０８，８００円 

月１２０時間以上 １施設あたり  ８１，６００円 

月８０時間以上 １施設あたり  ５４，４００円 

月４０時間以上 １施設あたり  ２７，２００円 

 

  ◆幼稚園 

労働時間 単価【月額】 

月１００時間以上 １施設あたり  ６８，０００円 

月７５時間以上 １施設あたり  ５１，０００円 

月５０時間以上 １施設あたり  ３４，０００円 

月２５時間以上 １施設あたり  １７，０００円 
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③ ローテーション保育士（保育教諭）雇用費の適用単価変更 

【保育所・認定こども園分園設置施設】 

本園・分園の場合は、それぞれの定員ごとに、下記人数を適用します。 

◆単価 

 助成額【月額】 

人数 定員 30人以下 定員 60人以下 定員 90人以下 定員 91人以上 

１人 300,000円 300,000円 300,000円 300,000円 

２人 529,500円 529,500円 529,500円 529,500円 

３人  759,000円 759,000円 759,000円 

４人   988,500円 988,500円 

５人    1,218,000円 

 例）本園 90人、分園 60人の場合 

    本園４人分（988,500 円）と分園３人分（759,000 円）の合計である７人分

（1,747,500円）が上限となります。 

 

④ 食育推進助成①の拡充【全施設・事業所】 

次のとおり単価を変更します。 

 

   ◆保育所、幼稚園、認定こども園 

  【１号】 

① １号の利用定員数に応じて、調理人等を雇用するための経費の助成 

単価は週１日当たりのもので、週当たり自園調理実施日数を掛けた額を助成。 

 ・利用定員４０人まで １６，２５０円 １人分 

・利用定員４１～９０人まで ３２，５００円 ２人分 

・利用定員９１人～１５０人まで ４０，６２０円 ２．５人分 

・利用定員１５１人以上 ４８，７５０円 ３人分 

  【２号・３号】 

① ２号・３号の利用定員数に応じて、調理人等を雇用するための経費の助成 

 ・利用定員４０人まで ９７，５００円 １人分 

・利用定員４１～９０人まで １９５，０００円 ２人分 

・利用定員９１人～１５０人まで ２４３，７５０円 ２．５人分 

・利用定員１５１人以上 １９５，０００円 ２人分 

 

◆小規模保育事業、家庭的保育事業、事業所内保育事業 

  １園あたり ９７，５００円 

 

⑤ 食育推進助成（休日）の拡充【休日保育実施施設】 

 次のとおり単価を変更します。 

 

  １園あたり ３１，５９０円 

----------------------
--------------------------
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 ⑥ アレルギー児童対応費の拡充【全施設・事業所】 

   次のとおり単価を変更します。 

 

    ◆保育所、認定こども園、幼稚園     

 定員１５０人以下 定員１５１人以上 

１～９％ ２６，６００円 ５３，２００円 

１０～１４％ ５３，２００円 ７９，８００円 

１５～１９％ ７９，８００円 １０６，４００円 

２０％～ １０６，４００円 １３３，０００円 

 

    ◆小規模保育事業、家庭的保育事業、事業所内保育事業 

     １園あたり ２６，６００円 
 
  ⑦ 産休等代替職員雇用費の単価改定 

【保育所・幼稚園・認定こども園・小規模保育事業・事業所内保育事業】 

     

次のとおり単価を変更します。 

     ◆単価 

資格種別 単価（時給） 資格種別 単価（時給） 

看護職 １，９０４円 栄養士 １，２６０円 

幼稚園教諭・保育士 

家庭的保育者 

１，２２４円 無資格（その他） １，０５６円 

 

２ 様式の変更について【全施設・事業所】 

向上支援費の変更点等を反映するため、様式を変更します。変更となる様式については、

３月下旬頃にＨＰに掲載予定ですので、令和４年度請求分からは新様式をご使用ください。 

なお、小規模保育事業Ａ型及び事業所内保育事業Ａ型については、令和４年度上半期を目

途にオンライン上で雇用状況表等をご提出頂くように変更します。詳細については議事８

「請求事務の概要等について」をご確認下さい。 

 

【変更となる様式】 

①雇用状況表 

  ②向上支援費加算状況等届出書 

 

３ 今後の見直し予定について 

   今後、公定価格等、国制度における拡充が図られた場合には見直し（廃止を含む）を行い

ます。 

 

 

資料-99



Y

M

C

K

210218　KO 初

(11罰叶呪~i匹ぼ躇冨塁塁三輝~,,,,.. 
●医療的ケア児・者等（医療的ケア児・者、重症心身障害児・者）と

必要な医療・福祉・教育などの社会資源をつなく人です。

●専門的な研修を受けた、医師会訪問看護ステーションの看護師です。 ， 

e -ロー・
—, a 

医療的ケアが

必要な方で、

00 

障害福祉

サービス事業所

いつでもお気軽に

ご相談ください！

相談支援専門員
（計画相談）

e
 @lr~W~=ii叫；は一滋•

〈受付時間〉月曜日～金曜日/9:00~17:0Q(※土日・祝日、年末年始を除く）

横浜市医師会の

連携事業です----I 拠点名 I 支援する区 I 電

青葉区コーディネーター拠点 緑区青葉区 045-507-7878 045-507-7813 

都筑区コーディネーター拠点 港北区・都筑区 045-910-6586 045-911-6700 

鶴見区コーディネーター拠点 鶴見区神奈川区 070-2628-1077 045-71 6-8606 

旭区コーディネーター拠点 保土ケ谷区・旭区泉区・瀬谷区 070-31 00-0870 045-363-2991 

南区コーディネーター拠点 西区・中区・南区・戸塚区 045-308-7102 045-308-71 02 

磯子区コーディネーター拠点 港南区・磯子区・金沢区・栄区 045-330-9966 045-753-6633 

三横浜市 •こども青少年局障害児福祉保健課……·ff045-6?1-42?8
• 健康福祉局障害施策推進課………………ff045-6?1-3604

• 医療局がん・疾病対策課•……………………·ff045-6?1-2444

• 教育委員会事務局特別支援教育課•……ff045-6?1-3958

資料-100



12 延長保育の変更点・実費徴収に係る補足給付事業について

12-1 延長保育事業の令和４年度の変更点

本資料の内容は全て案となっております。市会での予算議決等を経て確定しますので、あらか

じめご了承ください。 

１ 助成内容の変更について 

※ が変更箇所です。

① 調理人雇用費の拡充 【全施設・事業所】

次のとおり単価を変更します。

◆調理人雇用費（月額、１施設あたりの単価）

閉所時刻が 19時以降 19時 30分まで ８１，６００円 

閉所時刻が 19時 30分超 １０８，８００円 

◆調理人雇用費【休日】（月額、１施設あたりの単価）

閉所時刻が 19時以降 19時 30分まで ２６，４３０円 

閉所時刻が 19時 30分超 ３５，２５０円 
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12－2 実費徴収に係る補足給付事業について【給付対象施設向け】 

「実費徴収に係る補足給付事業（以下「補足給付」という。）」は子ども・子育て支

援新制度施行に伴い平成27年度から新たに創設されました。 

施設・事業者は、日用品、文房具等の購入に要する費用等について、利用者負担（保

育料）とは別途、各施設・事業者において実費徴収を行うことが出来ます。この実費徴

収額について、低所得世帯（生活保護世帯）を対象に費用の一部を補助する事業として

実施される「地域子ども・子育て支援事業」の一つです。  

各施設において実費徴収を行う場合は、制度の趣旨をご理解の上、生活保護世帯の対

象となる方へ下記の内容を案内し、実費分の軽減を行ってください。 

施設から横浜市への請求方法の不明点については、給付担当までお問い合わせくださ

い。 

１ 事業概要 

◆ 事業の対象施設は、給付対象施設です。

◆ 補足給付の対象者は生活保護世帯です。（＝１・２号認定子どもは副食費徴収免除対

象者のうち「免除(Ａ)」、３号認定子どもは利用者の負担区分がＡ階層）

◆ 助成金額

教材費・行事費等：基準額（１人あたり月額）2,500円 まで 

◆ 施設・事業者は、実費徴収を行う際に、基準額分（補足給付額）を軽減して利用者か

ら実費徴収を行います。

◆ 施設・事業者は軽減した金額について、毎月の給付費請求の際に横浜市へ請求しま

す。

＜例＞・教材費が月額1,500円なら利用者からは徴収せず、1,500円を横浜市へ請求します。（基 

準額に満たないため） 

・教材費・行事費合計で月額4,000円なら1,500円を利用者から徴収し、2,500円（基準額）

を横浜市へ、毎月請求します。（基準額を超える部分は本人負担）

２ 補足給付の対象となる実費徴収費用 

  補足給付は、実費徴収の対象となるもののうち、教材費・行事費等が対象です。行

事費等とは、保育・教育の提供に便宜を供するものとされています。 

  ＜補足給付の対象の一例＞ 

補足給付の対象になる 補足給付の対象にならない 

教材費、遠足費、制服など 
給食費（主食材料費・副食材料費※３）、

アルバムなど 

※１ 施設・事業者の備品・消耗品は対象になりません。施設・事業者が購入した

保育・教育の提供に便宜を供するものに限ります。

※２ 補足給付の対象の例は、別添ＱＡの問17を合わせてご確認ください。また、

その他の詳細事項についても、別添ＱＡをご確認ください。

※３ 副食材料費は公定価格「副食費徴収免除加算」の対象です。

副食費徴収免除対象者から副食費を実費徴収することはできません。
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３ 請求方法 

  施設・事業者は対象となる各児童の「補足給付確認書」を記載していただき、保護

者に署名をもらいます。保護者から署名をもらった「補足給付確認書」及び実費徴収

の内容と金額がわかる挙証資料を毎月15日までに提出してください。 

４ 請求月について 

  横浜市への補足給付の請求は、実費徴収を行う予定（もしくは行った）日が属する

月に行います。例外については、別添ＱＡの問19をご確認ください。 

なお、市に提出いただく補足給付確認書には、保護者から署名をいただく箇所がある

ので、請求漏れがないようご留意ください。 

（例） 

・６月10日に遠足に行き、７月15日に遠足代として2,500円の実費徴収を行った場

合、７月分の実費徴収の補足給付として補足給付確認書を作成し、横浜市へ2,500円の

請求を行います。 

５ 挙証資料について 

挙証資料は、請求物品等名称・金額・実費徴収予定（実施）月が明記されているも

のを提出してください。対象保護者は補足給付分の実費徴収が軽減となり、補足給付

分の請求書は存在しないため、対象保護者以外に配布した請求書（提出時個人情報部

分は黒塗り）や園だより、重要事項説明書等、確認できるものを提出してください。 

６ ＨＰの掲載場所 

  補足給付のＨＰの掲載場所は、横浜市トップページから事業者向け情報→業種分野

別から選ぶ「子育て」→子ども・子育て支援新制度への移行案内→事業者の皆さまへ

→「請求事務について」のページはこちら→各種様式について、の順にお進みくださ

い。

  事業種別を選択すると、補足給付確認書やその記入例、ＱＡが掲載されていますの

で、ご確認いただき請求してください。 

＜ＵＲＬ＞ 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-

kyoiku/kosodateshien/shinseido/yoko/yoshiki/2021030308.html 

口 実費徴収を行っている

口 「免除 (A)」又は「A階層」の児童が在園している

→全て該当する場合は、

補足給付事業をご利用ください！
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（
1）

補
足
給

付
事
業

と
は
、

ど
の
よ

う
な
事

業
を
い

う
の
か

。

実
費
徴
収

に
係
る

補
足
給

付
を
行

う
事
業

は
、
地

域
子
ど

も
・
子

育
て
支

援
事
業

の
１
つ

で
、
新

た
に
制

度
化

さ
れ
た

事
業
で

す
。
 

国
が
定
め

る
公
定

価
格
や

そ
の
他

横
浜
市

が
支
給

す
る
助

成
金
等

に
含
ま

れ
な
い

も
の
で

、
日
用

品
・
文

房
具

等
の
購

入
に
要

す
る
費

用
に
つ

い
て
、

市
町
村

の
定
め

る
利
用

者
負
担

額
と
は

別
に
各

施
設
事

業
者
が

実
費

徴
収
を

行
う
こ

と
が
出

来
る
こ

と
と
さ

れ
て
い

ま
す
。

こ
の
実

費
徴
収

額
に
つ

い
て
、

生
活
保

護
世
帯

を
対

象
に
費

用
の
一

部
を
補

助
す
る

事
業
で

す
。
 

（
2）

補
足
給

付
の
対

象
者
は

対
象
者
は

、
１
号

及
び
２

号
認
定

子
ど
も

は
副
食

費
徴
収

免
除
対

象
者
の

う
ち
「

免
除

(Ａ
)」

、
３
号
認

定
子

ど
も
は

利
用
者

負
担
区

分
階
層

が
「
Ａ

階
層
」
に
そ
れ

ぞ
れ
該

当
す
る

、
生
活
保

護
世
帯

の
児
童

で
す
。

 

区
福
祉
保

健
セ
ン

タ
ー
か

ら
送
付

す
る
、

契
約
締

結
登
録

者
一
覧

に
記
載

が
あ
り

ま
す
の

で
、
そ

ち
ら
を

ご
確

認
く
だ

さ
い
。

 

（
3）

助
成
さ

れ
る
金

額
は
い

く
ら
か

教
材
費
・

行
事
費

等
の
基

準
額
は

一
人
当

た
り
月

額
2
,
50
0
円
に

設
定
さ

れ
て
お

り
、
こ

の
基
準

額
を
上

限
に

助
成
し

ま
す
。

 

（
4）

保
護
者

が
支
払

う
金
額

す
べ
て

が
対
象

と
な
る

の
か

対
象
と
な

る
費
用

は
、
実

費
徴
収

額
の
う

ち
、
教

材
費
・

行
事
費

等
で
す

。
 

【
参

考
】
実

費
徴
収

で
き
る

も
の
に

つ
い
て

の
条
例

上
の
根

拠
 

横
浜

市
特
定

教
育
・
保

育
施
設

及
び
特

定
地
域

型
保
育

事
業
の

運
営
の

基
準
に

関
す
る

条
例
（
平

成
2
6
年
条

例
第

4
8
号
）

 

第
1
3
条

４
項
 

特
定
教
育

・
保
育

施
設
は

、
前
３

項
の
支

払
を
受

け
る
額

の
ほ
か

、
特
定

教
育
・

保
育
に

お
い
て

提
供
さ

れ
る

便
宜
に

要
す
る

費
用
の

う
ち
、

次
に
掲

げ
る
費

用
の
額

の
支
払

を
教
育

・
保
育

給
付
認

定
保
護

者
か
ら

受
け

る
こ
と

が
で
き

る
。
 

(
1
)
日
用

品
、
文

房
具
そ

の
他
の

特
定
教

育
・
保

育
に
必

要
な
物

品
の
購

入
に
要

す
る
費

用

(
2
)
特
定

教
育
・

保
育
等

に
係
る

行
事
へ

の
参
加

に
要
す

る
費
用

(3
)
食
事

の
提
供

（
 次

に
掲

げ
る
も

の
を
除

く
。
）

 に
要
す
る

費
用

ア
次
の

(ア
) 
又
は

(イ
) 
に
掲
げ

る
満
３

 歳
以
上
教

育
・
保

育
給
付

認
定
子

ど
も
の

う
ち
、

そ
の
教

育
・

保
育
給

付
認
定

保
護
者

及
び
当

該
教
育

・
保
育

給
付
認

定
保
護

者
と
同

一
の
世

帯
に
属

す
る
者

に
係

る
市
町

村
民
税

所
得
割

合
算
額

が
そ
れ

ぞ
れ

(ア
) 
又
は

(イ
) 
に
定
め

る
金
額

未
満
で

あ
る
も

の
に

対
す
る

副
食
の

提
供

(ア
) 
法
第

19
 条

第
１

 項
第
１

 号
に

掲
げ
る

小
学
校

就
学
前

子
ど
も

に
該
当

す
る
教

育
・
保

育
給
付

認
定

子
ど

も
 
77
,
10
1
 円

(イ
) 
法
第

19
 条

第
１

 項
第
２

 号
に

掲
げ
る

小
学
校

就
学
前

子
ど
も

に
該
当

す
る
教

育
・
保

育
給
付

補
足

給
付
事
業
【

給
付

対
象
施
設
向

け
】
Ｑ
Ａ
 

認
定
子
ど

も
（

 特
定

満
３

 歳
以

上
保
育

認
定
子

ど
も
を

除
く
。

イ
(イ

) 
に

お
い
て

同
じ
。

）
 

5
7
,
7
0
0
 
円
（

 令
第

４
 条

第
２

 項
第
６

 号
に

規
定
す

る
特
定

教
育
・
保

育
給
付

認
定
保

護
者
に

あ
っ

て
は

、
 
77
,
10
1
 円

）
 

イ
次
の

(ア
) 
又
は

(イ
) 
に
掲
げ

る
満
３

 歳
以
上
教

育
・
保

育
給
付

認
定
子

ど
も
の

う
ち
、

負
担
額

算
定

基
準
子

ど
も
又

は
小
学

校
第
３

 学
年
修
了

前
子
ど

も
（

 小
学

校
、
義

務
教
育

学
校
の

前
期
課

程
又

は
特

別
支

援
学

校
の

小
学

部
の

第
１

 
学

年
か

ら
第

３
 
学

年
ま

で
に

在
籍

す
る

子
ど

も
を

い
う

。

以
下

イ
に
お

い
て
同

じ
。
）
 が

同
一

の
世
帯

に
３
 人

以
上
い
る

場
合
に

そ
れ
ぞ

れ
(ア

) 
又

は
(イ

)

に
定

め
る
者

に
該
当

す
る
も

の
に
対

す
る
副

食
の
提

供
（

 ア
に

該
当
す

る
も
の

を
除
く

。
）

(ア
) 
法
第

19
 条

第
１

 項
第
１

 号
に

掲
げ
る

小
学
校

就
学
前

子
ど
も

に
該
当

す
る
教

育
・
保

育
給
付

認
定
子
ど

も
 負

担
額

算
定
基

準
子
ど

も
又
は

小
学
校

第
３

 学
年

修
了
前

子
ど
も
（

 そ
の

う
ち
最

年
長
者
及

び
２

 番
目

の
年
長

者
で
あ

る
者
を

除
く
。

）
 で

あ
る

者

(イ
) 
法
第

19
 条

第
１

 項
第
２

 号
に

掲
げ
る

小
学
校

就
学
前

子
ど
も

に
該
当

す
る
教

育
・
保

育
給
付

認
定
子
ど

も
 負

担
額

算
定
基

準
子
ど

も
（

 そ
の
う
ち

最
年
長

者
及
び

２
 番

目
の

年
長
者

で
あ
る

者
を
除
く

。
）

 で
あ

る
者

ウ
満
３

 歳
未

満
保
育

認
定
子

ど
も
に

対
す
る

食
事
の

提
供

(
4
)
特
定

教
育
・

保
育
施

設
に
通

う
際
に

提
供
さ

れ
る
便

宜
に
要

す
る
費

用

(5
)
前
各

号
に
掲

げ
る
も

の
の
ほ

か
、
特

定
教
育

・
保
育

に
お
い

て
提
供

さ
れ
る

便
宜
に

要
す
る

費
用
の

う
ち

、
特

定
教
育
・
保

育
施
設

の
利
用

に
お
い

て
通
常

必
要
と

さ
れ
る

も
の
に

係
る
費

用
で
あ

っ
て
、

教
育

・
保
育

給
付
認

定
保
護

者
に
負

担
さ
せ

る
こ
と

が
適
当

と
認
め

ら
れ
る

も
の

（
5）

給
食
費

（
主
食

費
・
副

食
費
）

は
補
足

給
付
の

対
象
に

な
る
の

か
。

給
食
費
（

主
食
材

料
費
・

副
食
材

料
費
）

は
補
足

給
付
事

業
の
対

象
に
な

り
ま
せ

ん
。
 

（
6）

Ｐ
Ｔ
Ａ

会
費
や

保
護
者

会
費
も

含
ま
れ

る
の
か

含
ま
れ
ま

せ
ん
。

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
や

保
護
者

会
の
運

営
に
要

す
る
費

用
に
つ

い
て
は

、
特
定

教
育
・

保
育
に

お
い
て

提
供
さ

れ
る
便

宜
に

要
す
る

費
用
で

は
な
く

、
横
浜

市
特
定

教
育
・

保
育
施

設
及
び

特
定
地

域
型
保

育
事
業

の
運
営

の
規
準

に
関

す
る
条

例
（
平

成
26
年

条
例
第

48
号
）

第
13
条

第
４
項

の
規
定

に
よ
る

費
用
に

該
当
し

な
い
た

め
、
実

費
徴

収
に
係

る
補
足

給
付
事

業
の
対

象
と
な

る
実
費

徴
収
額

に
は
含

ま
れ
ま

せ
ん
。

 

（
7）

補
足
給

付
確
認

書
の
ほ

か
に
添

付
書
類

（
挙
証

資
料
）

は
必
要

か

補
足

給
付

対
象

の
請

求
物

品
等

名
称

・
金

額
・

実
費

徴
収

予
定

（
実

施
）

月
が

明
記

さ
れ

て
い

る
書

類
が

必
要

で
す

。
ま

た
、

月
割

り
で

の
請

求
を

す
る

場
合

も
、

総
額

が
分

か
る

よ
う

に
金

額
が

確
認

で
き

る
書
類

を
送

付
し
て

く
だ
さ

い
。
 

【
例

】・
対
象
保

護
者
以

外
に
配

布
し
た

請
求
書

 

※
対

象
保

護
者

以
外

個
人

情
報

に
つ

い
て

は
、

黒
塗

り
す

る
な

ど
見

え
な

い
状

態
で

提
出

し
て

く

だ
さ
い
。

・
園
だ
よ

り
、
重

要
事
項

説
明
書

等
、
実

費
徴
収

の
内
容

が
わ
か

る
も
の
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（
8）

制
服
代

や
遠
足

代
等
、
１
年
の

中
で
金

額
に
偏

り
が
あ

る
が
、
複

数
月
で

割
る
こ

と
は
可

能
か

事
業
者
の

判
断
に

よ
り
、
①

一
括
で

請
求
す

る
こ
と

も
、
②
複

数
月
で

割
る
こ

と
（
分
割

）
も
可
能

で
す
。

(
下
記
【

例
】
参

照
) 

②
分
割
で

請
求
す

る
場
合

は
1
2
か
月

で
割
る

の
で
は

な
く
、
原
則

と
し
て

最
短
期

間
で
請

求
が
終

わ
る
よ

う
に

計
算
し

て
く
だ

さ
い
。
ま

た
、
Ｑ
Ａ

の
問

1
8
と

同
じ
考

え
方
で

、
実
費
徴

収
日
（
口

座
引
き

落
と
し

日
）

が
属

す
る
月

が
分
割

の
開
始

月
に
な

り
ま
す

。
 

な
お

、
補

足
給

付
事

業
の

制
度

を
踏

ま
え

、
対

象
保

護
者

の
負

担
軽

減
を

ご
配

慮
の

う
え

請
求

し
て

い
た

だ
き

ま
す
よ

う
ご
留

意
く
だ

さ
い
。

 

【
例
】

 
制
服

代
1
2
,
0
0
0
円
の
実

費
徴
収

 

①
制

服
代

1
2
,
0
0
0
円
全

額
を
４

月
に
実

費
徴
収

す
る
場

合

補
足
給
付

額
は
上

限
金
額

で
あ
る

2
,
5
0
0
円
、
保

護
者
負

担
金
額

は
9
,
5
0
0
円

②
制

服
代

1
2
,
0
0
0
円
を

複
数
月

で
割
っ

て
実
費

徴
収
す

る
場
合

・
４
～
７

月
ま
で

は
上
限

金
額

2
,
5
0
0
円

の
実
費

徴
収

(
４
か

月
×

2,
5
0
0
円
＝

1
0
,
0
0
0
円
。

補
足
給

付
上
限

額
の
請

求
と
な

り
ま
す

。
)

・
８
月
は

2
,
0
0
0
円
の
実

費
徴
収

・
す
べ
て

の
月
で

保
護
者

負
担
金

額
は

0
円

（
9）

何
年
か

に
ま
た

が
っ
て

分
割
す

る
こ
と

は
可
能

か

最
長
で
も

年
度
内

(最
大

12
か
月

)の
中
で
補

足
給
付

と
実
費

徴
収
の

清
算
を

行
っ
て

く
だ
さ

い
。
 

な
お
、
例
と
し

て
、
3
5
,
0
0
0
円
の

教
材
費

等
の
実

費
徴
収

が
あ
っ

た
場
合

、
上
限

金
額

2
,
5
0
0
円

×
12

か

月
＝

3
0
,
0
0
0
円
と

な
り
、

5
,
0
0
0
円

の
残
金

が
生
じ

て
し
ま

い
ま
す

が
、
翌

年
度
の

請
求
に

回
す
こ

と
は
で

き
ま

せ
ん
。

こ
の
場

合
、
5
,
0
0
0
円
は

保
護
者

負
担
金

額
と
し

て
く
だ

さ
い
。

 

（
1
0）

「
補
足

給
付
確

認
書
」
の
補
足

給
付
額
・
保
護
者

負
担
額

ⓐ
～
ⓓ

の
計
算

方
法
が

分
か
ら

な
い

補
足
給
付

額
の
上

限
金
額

よ
り
実

費
徴
収

額
が
低

い
場
合

は
、
実
費
徴

収
額
が

補
足
給

付
額
と

な
り
ま

す
。

ま
た

、
保

護
者

負
担

額
は

実
費

徴
収

項
目

の
合

計
金

額
か

ら
補

足
給

付
額

を
引

い
た

額
で

あ
り

、
マ

イ
ナ
ス

に
は

な
り
ま

せ
ん
。

 

以
下
で
、

例
を
示

し
ま
す

。
 

【
例
】
 

・
教
材

費
等
ⓐ

3
,
00
0
円

の
場

合

補
足

給
付
額

ⓑ
は

2
,
5
0
0
円

、
保
護

者
負
担

額
(ⓐ

-ⓑ
)は

5
00

円
(=
3
,0
0
0
円

-
2,
5
00

円
)

・
教
材

費
等
ⓐ

1
,
00
0
円

の
場

合

補
足

給
付
額

ⓑ
は

1
,
0
0
0
円

、
保
護

者
負
担

金
(ⓐ

-ⓑ
)は

0
円

(=
1
,0
0
0
円

-1
,
0
00

円
)

（
1
1）

代
表
者

名
は
理

事
長
名

・
園
長

名
の
ど

ち
ら
を

書
け
ば

い
い
か

ど
ち
ら
の

名
前
を

書
い
て

い
た
だ

い
て
も

問
題
あ

り
ま
せ

ん
。
 

（
1
2）

補
足
給

付
の
請

求
ソ
フ

ト
で
は

ど
の
項

目
に
該

当
す
る

か

「
そ
の
他

」
が
該

当
の
項

目
で
す

。
該
当

児
童
の

請
求
明

細
書

(児
童

)に
補
足
給

付
額
（

「
補
足

給
付
確

認
書

」
の
ⓑ

欄
の
額

）
を
入

力
し
て

く
だ
さ

い
。
 

（
1
3）

年
度
途

中
に
退

所
し
た

児
童
の

補
足
給

付
は
ど

う
な
る

か
。
残
り
の

お
金
は

保
護
者

か
ら
も

ら

え
な
い
の

か

分
割
で
実

費
徴
収

を
払
っ

て
い
た

場
合
、

最
終
月

に
残
り

の
実
費

徴
収
額

全
額
の

支
払
い

を
保
護

者
に
依

頼
し

て
く
だ

さ
い
。

そ
の
際

の
補
足

給
付
額

は
上
限

金
額

(2
,5
00
円

)の
支
払
い

と
な
り

ま
す
。

 

（
1
4）

年
度
途

中
で
副

食
費
徴

収
免
除

制
度
の

区
分
及

び
保
育

料
の
階

層
が
変

わ
っ
た

児
童
の

給
付

は
ど
う
な

る
か

副
食
費
徴

収
免
除

制
度
の

区
分
が

「
免
除

(Ａ
)」

か
ら
「

免
除

(Ｂ
)」

「
免
除
」

「
－
」

に
変
わ

っ
た
児

童
及

び
、
保

育
料
の

階
層
が

Ａ
階
層

か
ら
Ｂ

・
Ｃ
・

Ｄ
階
層

に
変
わ

っ
た
児

童
は
、

(1
3)
と

同
様
で

す
。
最

終
月

に
残
り

の
実
費

徴
収
額

全
額
の

支
払
い

を
保
護

者
に
依

頼
し
て

く
だ
さ

い
。
 

ま
た
、
「

免
除

(Ｂ
)」

「
免
除
」

「
－
」

か
ら
「

免
除

(Ａ
)」

に
変
わ
っ

た
児
童

及
び
、

Ｂ
・
Ｃ

・
Ｄ
階

層
か

ら
Ａ
階

層
に
変

わ
っ
た

児
童
に

対
し
て

も
当
該

月
か
ら

補
足
給

付
を
お

支
払
い

し
ま
す

。
途
中

入
所
で

あ
っ

て
も
給

付
対
象

で
す
。

 

（
1
5）

月
途
中

に
退
所

し
た
児

童
の
補

足
給
付

は
日
割

り
計
算

す
る
の

か

 
日

割
り
計

算
は
し

ま
せ
ん

。
途
中

退
所
、

「
免
除

(Ａ
)」

か
ら
「

免
除

(Ｂ
)」

「
免
除
」

「
－
」

へ
、
あ

る
い

は
Ａ
階

層
か
ら

Ｂ
・
Ｃ

階
層
へ

、
「
免

除
(Ｂ

)」
「
免

除
」
「

－
」
か

ら
「
免

除
(Ａ

)」
へ
、

あ
る
い

は
Ｂ

・
Ｃ
階

層
か
ら

Ａ
階
層

へ
変
更

し
た
場

合
で
も

補
足
給

付
の
お

支
払
い

を
し
ま

す
。
 

（
1
6）

補
足
給

付
確
認

書
は
コ

ピ
ー
し

て
保
管

す
る
必

要
が
あ

る
か

 
補

足
給
付

確
認
書

を
２
部

コ
ピ
ー

し
て
い

た
だ
き

、
原
本

は
市
に

送
っ
て

く
だ
さ

い
。
コ

ピ
ー
し

た
も
の

は
、

施
設
・

事
業
者

と
保
護

者
で
保

管
し
て

い
た
だ

く
よ
う

お
願
い

い
た
し

ま
す
。

施
設
・

事
業
者

側
で
は

５
年

間
保
管

し
て
く

だ
さ
い

。
 

１
・
２

号
３

号

免
除

（
Ａ

）
Ａ

階
層

←
補

足
給

付
の

対
象

者

免
除

（
Ｂ

）
Ｂ

階
層

Ｃ
階

層

Ｄ
階

層

Ｅ
階

層

免
除 ­
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（
1
7）

補
足
給

付
の
対

象
と
な

る
も
の

は
具
体

的
に
ど

う
い
う

も
の
か

補
足

給
付

は
、

実
費

徴
収

の
対

象
と

な
る

も
の

の
う

ち
、

行
事

費
等

が
対

象
で

す
。

行
事

費
等

と
は

、
保

育
・
教
育

の
提
供

に
便
宜

を
供
す

る
も
の

と
さ
れ

て
い
ま

す
。
具
体
的

に
は
例

示
を
参

考
に
し

て
く
だ

さ
い
。

 

【
参

考
】
給

付
の
対

象
 

・
施
設

・
事
業

者
の
備

品
や
消

耗
品
は

対
象
に

は
な
り

ま
せ
ん

。

・
施
設

・
事
業

者
が
「

指
定
し

て
保
護

者
が
購

入
し
た

物
品
」

は
対
象

に
な
り

ま
せ
ん

。

・
施
設

・
事
業

者
が
購

入
し
た

「
保
育

・
教
育

の
提
供

に
便
宜

を
供
す

る
も
の

」
に
限

り
ま
す

。

補
足

給
付

の
対

象
の

例
 

補
足

給
付

の
対

象
に

な
る

 
実

費
徴

収
の

対
象

と
な

る
が

 

補
足

給
付

の
対

象
に

な
ら

な
い

 

ス
モ

ッ
ク

お
道

具
箱

 
写

真
 

絵
本

 
文

具
セ

ッ
ト

 
ア

ル
バ

ム

寝
具

代
 

ワ
ー

ク
ブ

ッ
ク

１
・
２

号
認

定
子

ど
も

の
給

食
代

 

教
材

費
 

シ
ー

ル
（
主

食
材

料
費

・
副

食
材

料
費

※
）
 

オ
ル

ガ
ン

・
カ

ス
タ

ネ
ッ

ト
歯

ブ
ラ

シ
 

※
副

食
費

徴
収

免
除

対
象

者
の

副
食

材
料

費
（
副

食
費

徴
収

 

衣
類

 
英

語
教

材
 

免
除

加
算

の
対

象
と

な
る

も
の

）
は

実
費

徴
収

の
対

象
外

ゴ
ム

印
 

オ
ム

ツ
（
処

理
代

含
む

）

ＩＤ
カ

ー
ド

(追
加

分
) 

制
服

・
体

操
着

 

名
札

 
宿

泊
行

事
費

 
実

費
徴

収
の

対
象

に
な

ら
な

い
 

防
災

頭
巾

 
展

覧
会

見
学

費
 

施
設

整
備

寄
付

金
 

防
災

靴
 

保
育

参
加

給
食

費
 

Ｐ
Ｔ

Ａ
会

費
 

ク
レ

パ
ス

遠
足

積
立

金
 

プ
ー

ル
レ

ッ
ス

ン
料

 

の
り

 
送

迎
費

 
英

語
レ

ッ
ス

ン
料

 

は
さ

み
 

駐
車

場
利

用
料

 
延

長
保

育
料

 

鉛
筆

 
保

育
園

外
保

育
代

 
一

時
預

か
り

保
育

料
 

マ
ー

カ
ー

布
団

洗
濯

代
 

３
号

認
定

子
ど

も
の

給
食

代
 

自
由

画
帳

 
共

済
掛

け
金

 
（
主

食
材

料
費

・
副

食
材

料
費

）
 

連
絡

帳
 

災
害

給
付

制
度

加
入

 
等

 

（
1
8）

行
事
実

施
日
と

実
費
徴

収
日
（
口
座

引
き
落

と
し
日

）
が
異

な
る
月

の
場
合

、
ど

ち
ら
の

月
の
補

足

給
付
と
し

て
請
求

す
る
の

か
。

 
実

費
徴

収
日

（
口

座
引

き
落

と
し

日
）

が
属

す
る

月
の

補
足

給
付

と
し

て
請

求
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す
。

補
足

給
付
は

実
費
徴

収
に
対

し
て
発

生
す
る

た
め
で

す
。
 

例
）
４
月

に
遠
足

を
実
施

し
、
６

月
に
集

金
し
た

場
合
。

 

→
６

月
分
の

実
費
徴

収
に
対

す
る
、

６
月
分

の
補
足

給
付
と

な
り
ま

す
。

（
1
9）

当
該
年

度
に
使

用
す
る

も
の
の

実
費
徴

収
に
つ

い
て
、
前

年
度
３

月
、
も
し

く
は
翌

年
度
４

月
に
実

費
徴
収
し

て
い
る

場
合
、

補
足
給

付
の
対

象
に
で

き
な
い

か
。

当
該
年
度

に
使
用

す
る
も

の
の
実

費
徴
収

の
な
か

で
、
当

該
年
度

外
に
実

費
徴
収

せ
ざ
る

を
得
な

い
も
の

に
関

し
て
の

み
、
当

該
年
度

内
の
最

も
近
い

月
に
合

計
し
て

補
足
給

付
の
請

求
が
で

き
ま
す

。
そ
の

た
め
、

前
年

度
３
月

に
実
費

徴
収
を

行
う
場

合
は
当

該
年
度

の
４
月

分
、
翌

年
度
の

４
月
に

実
費
徴

収
を
行

う
場
合

は
当

該
年
度

の
３
月

分
の
補

足
給
付

と
し
て

請
求
し

ま
す
。

 

（
2
0）

年
度

内
に
請

求
漏
れ

が
発
生

し
た
場

合
は
、

ど
の
よ

う
に
す

れ
ば
よ

い
か
。

年
度
内
に

請
求
漏

れ
が
発

生
し
た

場
合
は

、
該
当

月
の
補

足
給
付

を
請
求

し
て
い

た
だ
く

必
要
が

あ
り
ま

 

す
。

そ
の
場

合
は
、

（
７
）

の
挙
証

資
料
の

日
付
を

ご
確
認

い
た
だ

き
、
当

該
月
の

補
足
給

付
を
請

求
す
る

こ
と

が
で
き

ま
す
。

 

 
な

お
、
市

に
提
出

い
た
だ

く
補
足

給
付
確

認
書
に

は
、
保

護
者
か

ら
署
名

を
い
た

だ
く
箇

所
が
あ

る
の
で

 

請
求

漏
れ
が

な
い
よ

う
ご
留

意
く
だ

さ
い
。

 

原
則
と
し

て
、
補

足
給
付

の
請
求

に
際
し

て
は
、

挙
証
資

料
と
し

て
「
実

費
徴
収

予
定
（

実
施
）

月
」
が

明
記

さ
れ
て

い
る
も

の
の
提

出
が
必

要
で
す

。
 

 
例

え
ば
、

保
護
者

に
注
文

書
を
書

い
て
も

ら
い
、

そ
こ
に

金
額
と

共
に
徴

収
予
定

月
等
の

必
要
な

内
容
を

記
載

す
る
と

い
っ
た

対
応
を

以
て
、

挙
証
資

料
を
ご

用
意
く

だ
さ
い

。
 

   （
2
1）

消
耗
品
に

つ
い
て

、
補
充

が
必
要

に
な
る

都
度
に

実
費
徴

収
を
行

っ
て
い

る
場
合
「
実

費
徴
収

予

定
（

実
施
）

月
」
が

明
記
さ

れ
て
い

る
も
の

が
提
示

で
き
な

い
。
ど

う
す
れ

ば
よ
い

か
。
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3.3. 

12

ー

．．
 

三
スマート申詰システム

もっと便利に。

,,y ...,, もっと 鴫憚に。

h墨雫：二：：：::: 

心.'!¥しな、鼻。、、.,,

0伍込・` しぐ
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3.3. 

13

あなたの知りたい情報をお届け

お気に入りのカテゴIJを登録する

ことで、あなたの知リたい情報を

お届けします。

個人 として笠録する

Aとしてごi」月の方ljこちつか，，，.

亭業者 として輝．する

A事全主（白苫~t.· ど）も I_.(Iお法人として (l).:f•J閂の方

はこちら、＇

（ ホームに戻る
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3.3. 

14

品＋利用者の新規登録

誓目 冨:は I ~i:1:芍:;:呂＇本：炉

1利用規約の確認

償A情釦加）扱いについてし日屈J.号若J 1 
1 目的

この玩約Ii.TASK市で子申甚 ・,,-;..,ライ:,}'ン7-トシ

ステム l以下「本:,-.:lテム」という．） を元」用するために！必要

な事項を足めるものです．

2 利用上の注

本y:>:.テムは~ この規約に同己されて いることを罰摂に環供

がるため.本;.,-".テムを利/!Iされる方［以下「al]ffi,i:,'」と

いう．）はこ・の展f.]に同意 したものとみなします．本シ:;,.

'j'J;. を利用1る荊には、必ずこ0規約をお禁み<ださい，

なお~ この烹判に同5でさない場合には本-y::,_ヤムを利用せ

ず、江来どおり書巴によ IJ中1員手託を行ってください，

口 利用規約に同怠します

利用者の登録を開始する ＞ 
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3.3. 

15

I ~· 利用者の新規登録 I 

日勺~;~レ! 吾情

の入力

入万佑宅 i本竺約ff),

の吃認 完了

1利用規約の確認

沼A情印燐')扱いに⑳ヽてぼ俎lj祖） 1 
l 目的

こ〇烹条］は.TASK市需子申話 ・オンラィ :,7,,.,, ートy

ステム（以下「本システム」という，）を利用するため！こ！必雰

な事項を疋めるものです．

こ 利用上の心

,i{y;t"T"J..1;1、この規約に同宮されていることを約捻！こ！旦保

L ているた~-'E.;.,;i. テムを利用される方 •（以下「~}用＃」と

いう，）はこの規的に同憲したもr!）とみなします．本シス

テムを刹用する前には｀必f,:,11)息約をお控．みください・

なお、この段約に同意でさない場合には本システムを利用せ

嘗従索ど;;,ti)雹面によ I)申打手続を行ってください．

利用規約 に同意 l,ます

利用者;(J')登録を開始ずる ll-
く ホームに戻る
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3.3. 

16

品し利用者の新規登録

駈パ・層帽
利用呑渭悦 入力内菩 ！本袋禄¢

の入力 '1)f!! 紀 元了

1メールア ドレスの登録

）、力いただいたメー）レアドレスは、今後ご利用いただ <

!）用者10とな I)ます．

メーJI,アドレスの登毀裟、入力いただいたメー9レTド..... 

スに本登録用の認証コードを記載したメ ールを送信しま

す．

メールアドレス II冒

I 

登録する |1-
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3.3. 

17

品＋利用者の新規登録

•~量曇帽 利用七渭代 入力内菩 ！本登禄ff}

の入力 '1)~ 祀 完了

1メールアドレスの登録完了

本登録用の認註コー ドを記載したメー/L,を送信しまし

た．．

メール受信飴'3-0分以内に本登録画面で登録情報を入力

してください。

認証コ ー ド ロコ

|
 

認証コードを確認する J
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3.3. 

18

． 

． 

&+利用者の新規登録

伽量暑庫瀾
I 

,＼力内忠 げに登臼むl
I 

~); 翌庇 i 完了

1利用者情報の入力 （個人利用者）

利用者憐需を入力 してくださいて

利用者情報を蕊録する ごとで、手続音の入力や検索がか

んたI~にな IJます。

利用省ID (メールアドレス）

パス ワード 、El
パス ワード は、以下の条件を2つ以上浦たす

8文字以上の半角文字列を入力 してく ださ

し＼

゜1)英字 （大文字）

2)英字 （小文字）

3)数字

4)記号
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3.3. 

19
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3.3. 

20

TKC呉

TASK市

TASK町1-1

電話番号 Ill

0120123456 

生年月IElII冨

1970年 T 20日
l
 

.. 

性別

男性

〇 女性

名えない

入力内容を確認する J
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3.3. 

21

氏名カナ

ヤマダハ ナコ

註所

〒 0241563

TKC栗TASK市TASK町l-1

lig話番号

01234567890 

生年月 13

970年6月20日

別

女性

登録する ll-
＜
 

入力に戻る
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Page 1 of 2

2022/01/31https://lgpos.tkc.asp.lgwan.jp/cu/141003/ea/staff/procedures/procedure/preview/5857f...

実施届と同じ施設名を
ご入力ください

13桁の施設番号を半角数字
でご入力ください

施設所在区を選択してください

対象月を選択
してください

こちらから一時保育の請求書と利用実績
のExcelファイルをアップロードください

必須項目を全て入力
し終えたら次へ進ん
でください

訂正などで再度データを送り直す場
合はこちらに記入をお願いします

一

一

一

ーロ

|
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14 休日保育・休日一時保育事業について 

＜休日保育（給付対象）の主な変更点＞

休日保育に関する届出書、実績報告書等の局へ提出する様式は、データをメールで送付

kd-kyujitsuhoiku＠city.yokohama.jp 
（休日保育実施兼加算適用届出書、休日保育実施兼加算適用変更届出書、休日保育利用児

童報告書、休日保育利用児童実績報告書、休日保育未実施日届等）

※なお、現時点で休日保育・休日一時保育は令和４年度の制度の変更はございません。

就労等により、日曜、祝日に家庭で子どもの保育ができないときに、保育園へ子どもを

預けることができる「休日保育」「休日一時保育」があります。

１ 「休日保育」と「休日一時保育」の運営基準 

休日保育 休日一時保育 

利用児童 ・２号または３号の教育・保育給付認定を受

けていて、平日に認可保育所・認定こども園

（保育利用）・小規模保育事業Ａ型、Ｂ型、

Ｃ型・家庭的保育事業・事業所内保育事業

（地域枠）を利用している児童

・左記に該当しない児童で、（１）～（３）のい

ずれかに該当する児童

（１）仕事（就労・就学、職業訓練など）の都

合により、休日に保育が必要

（２） 病気や怪我、入院、冠婚葬祭への出席な

ど、やむを得ない理由により、緊急一時的に休

日に保育が必要

（３）保護者の育児疲れの解消を図るため、休

日に保育を必要

なお、左記に該当する児童でも、平日利用施

設の利用要件と同様の要件でない休日の保育

を利用する場合は、休日一時保育の利用となり

ます。

利用要件 ・休日に保育を必要とすることとします。

（平日利用施設の利用要件と同様の要件）

・主に、教育・保育給付認定を受けていない児

童で休日に非定型就労、緊急、リフレッシュ保

育を必要とすることとします。

開所時間 

、開所日 

・11時間以上開所とし、各施設で定めます。

・保育時間（８時間）と保育時間（11時間）を定めます。

・日・祝日・年末年始です。

ただし、行事等で受入が困難な場合、あらかじめ申出し、利用月の２か月前までに市民

に周知をした日に限り、休日の保育を実施しないことができるものとします。 

利用料 ・通常の利用料に含まれるものとします。（休

日給付の追加利用料はかかりません。） 

・８時間認定及び 11時間認定児童が認定時間

を超えて利用する場合は延長保育料の徴収を

可能とします。 

・休日一時の利用料の徴収を可能とします。

・基本保育時間を超える時間の利用は延長保

育料の徴収をします。 

・キャンセル料をとることも可能とします。
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休日保育  休日一時保育 

保育士配

置 

・平日の保育と同様の市基準の保育士配置を

満たすこととします。

（平日の乳児の利用定員が４名以上の施設に

おいては看護師、保健師、准看護師も可とし

ます。）

なお、開所時間中に子どもがいない場合に

は、必ずしも基準の保育士配置は必要ないも

のとします。ただし、子どもが登園した時点

で市基準の保育士配置がとれるようにしてお

くこととします。 

・保育従事者が常に２人以上であること。保

育所等においては受け入れ人数の状況により

次の基準を満たすこと。小規模保育事業にお

いては、職員配置は小規模事業の事業類型に

応じ、横浜市家庭的保育事業等の整備、運営

等の基準に関する条例（平成 26 年条例第 47

号）に規定するとおりとする。

（ア）乳児（０歳児）３人につき保育従事者

1人

（イ）１歳児４人につき保育従事者１人

（ウ）２歳児５人につき保育従事者１人

（エ）３歳児 15人につき保育従事者１人

（オ）４歳以上児 24人につき保育従事者１人

・必要となる保育従事者の 1/2 以上かつ最低

１名は、保育士の資格を有すること。ただし、

保育士資格のない保育従事者は子育て支援員

研修の受講が必要です。

週７日目

利用 

・週６日利用とします。

・原則、平日に代替休日を設けることとしま

す。

ただし、祝日を含む週で週６日利用になるよ

うであれば、代替休日を設ける必要はありま

せん。

・やむを得ず利用する場合は、休日一時とし

て週７日目利用を可能とします（この場合は

利用料がかかります）。

・週７日目の利用も可とします。

給食の提

供 

・給食の実施。ただし、保護者の同意を得て

弁当持参も可能とします。

・給食の実施。その場合は別途給食代の徴収

を可とします。ただし、保護者の同意を得て

弁当持参も可能とします。

申込み方

法 

・平日利用の施設をとおして申出し、その後

保護者が直接施設へ申し込みます。

・利用登録後に、利用申込みが必要です。

・休日保育実施施設へ直接申し込みます。

・利用登録後に、利用申込みが必要です。

利用決定 ・市が示すガイドラインにより、施設が利用

を判断します。

・各施設が利用を判断します。

必要書類 ・休日保育利用登録申請書

・休日保育児童状況確認書（児童の普段の様

子を記入）

・休日就労（予定）証明（申告）書

・教育・保育給付認定決定通知書の写し

・休日保育利用申込兼代替休日取得状況申出

書

・児童家庭状況調書

・利用確認書（平日利用施設の在園証明）

申込期日 ・全施設、申込期日を統一とします。原則、

利用月の前月の１０日まで、１０日以降空き

があれば随時申込みを可能とし、期日は各施

設で定めます。（申込み締切日以降は、保育士

の配置等の対応ができない場合は受入を断る

ことができることとします。） 

・原則利用日の７日前まで。申込開始日は各

施設で定めます。

資料-139



休日保育  休日一時保育 

利用定員 ・施設ごとに利用定員を設定します。

ただし、〇名程度とし、日によって受入人

数が異なることも可とします。

・利用定員は設定しません。

２ 休日一時保育事業について 

関係要綱 

横浜市休日一時保育事業実施要綱 

休日一時保育事業を実施するための手続や実施内容、助成金の交付に関して定めた要綱です。

事業を実施する実施施設は、この要綱に基づき事業を実施し、助成を受けます。 

利用料等について 

利用料等…ガイドライン（上限額）に沿って、各実施施設が設定。料金は、各実施施設が直接利

用者から徴収します。 

◎利用料等のガイドライン（上限）は次のとおりです。  基本保育時間 ８時間 

日額 
３歳未満児   3,300円（ １日 ・１人あたり） 

３歳以上児   1,800円（ １日 ・１人あたり） 

時間単位 
３歳未満児   420円（１時間・１人あたり） 

３歳以上児   230円（１時間・１人あたり） 

給食・おやつ代 全児童 合計  400円（ １日 ・１人あたり） 

利用料減免について 

◎横浜市在住で、被保護世帯、市民税非課税世帯、、ひとり親世帯等（児童扶養手当受給世帯等）、多胎児減免

対象（緊急・リフレッシュ利用目的）と認められた者については、利用料が全額減免となります。 

保護者は減免に必要な資料を利用日までに施設へ提示し、写しを提出します。施設は翌月の実績報告時に減免 

の必要資料の写しを添付します。 

     

=添付書類= （施設から市の給付課へ実績報告時に添付してください） 

非課税相当「保護証明書」、「保護（開始）決定通知書」、「生活保護費支給証」、 

「市民税・県民税（非）課税証明書」、「市民税・県民税特別徴収税額通知書（納税義務者用）」 

多胎児減免対象「母子手帳（出生届出済証明の箇所）」、「住民票」等多胎児であることが確認できる

書類 

ひとり親世帯等「児童扶養手当証書」、「福祉医療証（ひとり親証）」 

I I 
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助成金の種類と内容 

①基本助成

基本助成

助成額（実施１日あたり）

８時間実施施設 11時間実施施設 

２１，２３０円 ２８，５７０円

８時間実施施設 ： 事業実施時間が８時間の施設 

11時間実施施設 ： 事業実施時間が８時間を超える施設 

②利用児童加算助成

利用児童加算助成

助成額（延べ利用 1 人あたり） 

８時間実施施設 11時間実施施設 

５，２８０円（3 歳未満児） ５，９３０円（3 歳未満児） 

２，５００円（3 歳以上児） ２，８２０円（3 歳以上児） 

③障害児等受入加算助成

区分 配置 児童 1人あたり（日額） 

A区分 １：１相当 ９，１８０円 

B区分 ２：１相当 ６，７００円 

C区分 ３：１相当 ４，３５０円 

④多胎児の利用助成（利用目的が緊急・リフレッシュ）

児童 1人あたり（日額） 

300 円 
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＜休日一時保育に関する事務＞ 

休日一時保育に関する事務 

支給方法（原則） 半期ごと（上半期(４月～９月) 下半期(10月～３月)）の実績に基づく支給 

実績報告・請求書

の提出先 
こども青少年局 保育・教育給付課 

実績報告・請求書

の提出方法 

郵送により書類を提出

【提出先】

〒231-0015 横浜市中区尾上町１-８関内新井ビル 

横浜市こども青少年局 保育・教育給付課 休日一時保育事業助成金 担当 

支給関係以外の届

出書類の提出先 

実施届、変更届、障害児等受入加算申請書、特定子ども・子育て支援施設等
確認申請書（無償化に関する書類）等は、各区こども家庭支援課へ提出。 
新規で実施する場合⇒実施届+確認申請書（無償化に関する書類）が必要です。 
なお、確認申請書はいったん提出いただければ休日一時保育を廃止しない限
り有効です。 

・休日一時保育を実施できる施設・事業は、認可保育所・認定こども園（保育認定）・小

規模保育事業Ａ型及びＢ型・事業所内保育事業です。

・休日とは日曜・祝日・年末年始とします。（この資料の「平日」には土曜日も含みます。）

３ 休日保育（「休日保育」と「休日一時保育」）運営費のモデル試算 

＜休日保育＞ 

【試算条件】保育所を例とする。 

開所日数 6日／月  72日／年間  開所時間 11時間 

加算率（各施設の保育士等の平均勤務年数等により決定される） 10％  

休日給付受入児童数 5人／日  360人／年間延べ利用子ども数  

施設の各月初日の平日利用子ども数 100人（休日等に保育を利用しない子どもを含む） 

※本試算では便宜的に、施設の各月初日の平日利用子ども数を毎月 100人と仮定しています。

【公定価格の休日保育加算試算】 

月額 352,000（単価） ＋（3,520（処遇改善等加算）×10（加算率10％ ※加算額は、加算率

（％）に100を乗じて得た額とされているため“10％”は数式上“×10”となります）） 

= 387,200円 

387,200円÷100人（※） ＝3,872円（10 円未満端数切捨て）

※当該施設の各月初日の平日利用子ども数で除して得た額を子ども１人当たりの加算額とします。

（10 円未満端数切捨て）

月額 3,872円×100人＝387,200円（月額運営費） 

年額 387,200円×12か月＝4,646,400円（年額運営費） 

公定価格の休日保育加算に加え、市独自助成として平日同様の市配置基準を確保するための加算

や自園調理の実施をしている場合の加算や障害児等を受け入れる場合の加算があります。 

また、延長保育を実施している場合の助成もあります。 
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（参考）公定価格の休日保育加算単価表（令和３年度） 

休日保育の年間延べ

利用子ども数（人） 

単価 

（ 円 / 月

額） 

処遇改善等 

加算（円/月額） 

休日保育の年間延べ 

利用子ども数（人） 

単価 

（円/月額） 

処遇改善等 

加算（円/月額） 

～ 210 260,200 2,600 ×加算率 630 ～ 699 499,000 4,990 ×加算率 

211 ～ 279 278,500 2,780 ×加算率 700 ～ 769 535,800 5,350 ×加算率 

280 ～ 349 315,300  3,150 ×加算率 770 ～ 839 572,500 5,720 ×加算率 

350 ～ 419 352,000  3,520 ×加算率 840 ～ 909 609,300 6,090 ×加算率 

420 ～ 489 388,800  3,880 ×加算率 910 ～ 979 646,000 6,460 ×加算率 

490 ～ 559 425,500 4,250 ×加算率 980 ～ 1,049 682,800 6,820 ×加算率 

560 ～ 629 462,300 4,620 ×加算率 1,050 ～ 719,500 7,190 ×加算率 

＜休日一時保育＞ 

【試算条件】 

開所日数 6日／月   72日／年間  開所時間 11時間  

休日一時保育受入児童数 3人／日  

216人／年間延べ利用子ども数（内訳 3歳未満 108人、3歳以上 108人）  

【運営費試算】

基本分 1日 28,570×72日＝2,057,040円（年額）（Ａ） 

利用児童加算 3歳未満 5,930×108人＝640,440円 

3歳以上 2,820×108人＝304,560円 

合計 945,000円（年額）（Ｂ）

利用料収入（8時間（3歳未満：3,300円  3歳以上:1,800円）＋延長保育 3時間（3歳未満： 

1時間 420円 3歳以上:1時間 230円）＝11時間で試算） 

3歳未満 4,560×108人＝492,480円 

3歳以上 2,490×108人＝268,920円 

  合計 761,400円（年額）（Ｃ）

総合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 3,763,440円（年額） 

■ I ■ 一一一
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休日保育の利用方法 

休日保育の利用については、事前に利用登録を行い、休日保育実施施設で利用要件・優先順位を判断し

ます。事前登録後、実際に利用する際は、月毎に申込みを行い、休日保育実施施設で受け入れの判断を行

います。 

１ 事前に休日保育実施施設へ利用登録をします。 

休日保育実施施設において、以下の休日保育利用の判断方法（ガイドライン）を基に受け入れの優先順位を

判断します。 

休日保育利用の判断方法（ガイドライン） 

利用希望が多く、申込みのあった児童全員を受け入れることができない場合は、毎月受入れの判断を行いま

す。以下のとおり休日保育の必要性を判定し、受け入れを判断します。 

＜前提条件＞ 

・休日等に保育が必要な要件が、平日の要件と同じであること。（要件は教育・保育給付認定決定通知書、

休日就労証明書等で確認する）

・どの要件でも、休日等に１日４時間以上保育を必要とすること。（この前提条件に合致しない場合は、休日

の一時保育の扱いとする。）

（１）優先順位の判断 

優先順位①～③を判断します。父、母で優先順位が異なる場合は、低い順位を適用します。 

ただし、下位順位の人が、上位順位の人を超えて受入決定されることはありません。 

優先順位①（定期：毎月利用） 

  年間を通じて、毎月休日等に保育が必要な児童。 

  例：・毎週月火が固定で休み、水～日が就労等で、毎月休日等に保育が必要。 

  ・曜日に関係なく、シフト勤務があり、毎月休日等に保育が必要。 

優先順位②（定期：毎月以外） 

毎月ではないが、年間を通じて休日等に保育が必要な児童。 

  例：・４～６月と９～10月のみ休日等に就労等で保育が必要。 

  優先順位③（不定期） 

上記優先順位①②以外で＜前提条件＞を満たす児童。 

（２）優先順位が並んだ場合の判断 

（１）で優先順位が並んだ場合は、以下の「視点」で受け入れを判断します。どの視点を優先するかは施設

で定めます。（利用登録申請受付時に申請者へ事前に説明します。必要に応じて、休日保育実施施設と休日

保育実施施設所在区は情報共有します。） 

【 視 点 】 

・月の利用日数が多い世帯優先  ・一日の就労時間が多い世帯優先 

・父母両方に要件がある世帯優先 ・ひとり親世帯優先 

・生活保護世帯優先   ・きょうだい同時の申込み世帯優先 

・在園児童優先   ・市内在住児童優先 

・居宅外労働優先   ・確実に利用する世帯優先（当日キャンセルの防止） 

・その他施設が休日保育の必要性が高いと判断した場合（事前に区と調整すること） 

※事前の連絡のないキャンセルや正当な理由なくキャンセルが続く場合は、次の利用時の優先順位が下がる

場合があります。 

２ 事前登録後、利用する際は、毎月休日保育実施施設へ申し込みをします。 

  申込みのあった児童全員を受け入れることができない場合は、事前登録でつけた優先順位を基に、受け入

れの判断を行います。 

／

ヽ
ヽ

ノ
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そ の 他

実 施 施 設

　休日保育と休日の一時保育の両方を実施している施設、休日保育のみ実施している施
設、休日の一時保育のみ実施している施設があります。詳細は６～８ページ「実施施設の
ご案内」をご覧ください。

日曜・祝日（振替休日を含む）・年末年始（12月29日～１月３日）※

開 所 時 間

施設により、開所時間は異なります。延長保育を実施している施設もあります。
６～８ページ「実施施設のご案内」をご覧ください。

子ども・子育て支援新制度における２号または３号の教育・保育給付認定を受け、平日
（月～土曜日）に、認可保育所・認定こども園（保育所利用）・小規模保育事業Ａ型、Ｂ
型、Ｃ型・家庭的保育事業・事業所内保育事業（地域枠）を利用していて、休日等に保育
が必要な小学校就学前のお子さま。

※行事等で休日保育や休日の一時保育が実施できない場合は事前にお知らせします。
詳しくは各施設へご確認ください。

小学校就学前のお子さまで、下の(1)～(3)のいずれかに該当する方がご利用いただけま
す。
(1) 原則、休日保育の対象となるお子さま以外で、お仕事（就労・就学、職業訓練

など）の都合により、休日等の保育が必要となるお子さま

(2) 病気や怪我、入院、冠婚葬祭への出席など、やむを得ない理由により、緊急一
時的に休日等に保育が必要となるお子さま

ご利用いただける方

●休日保育

■休日の一時保育

(3) 保護者の育児疲れの解消を図るため、休日等に保育を必要とするお子さま

保育を行う休日等

※平日の利用理由と休日の利用理由が異なる場合は、休日の一時保育の利用となります。
この場合は利用料がかかります。

※休日保育の対象となるお子さまでも、利用を希望する施設が休日保育を実施していない
場合は、休日の一時保育の利用となります。この場合は利用料がかかります。

　初めての利用の場合は、お子さまの様子をお伺いしますので、原則お子さま同伴での面
談を行います。

　お子さまの送迎について、施設ではお子さまの送り迎えはいたしません。保護者の方が
責任を持って、お子さまの送り迎えをお願いします。

　お子さまの状況により、慣らし保育を行う場合があります。

※必要書類などは、次のURLからダウンロードできます。

http://www.city.yokohama.lg.jp/kodomo/unei/kosodate/kyuujitsu.html

●休日保育　■休日の一時保育

●休日保育　■休日の一時保育

お仕事の都合などにより、日曜や祝日にご家庭でお子さまの保育ができない
ときは、保育園でお子さまをお預かりする「休日保育」・「休日の一時保育」
をご利用ください。＿

>
令和4年度

ご 休曰犀育 ~~a~一時偏育 ~-~ 案内 三
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※申込締切日以降でも、受け入れ人数に空きがある場合は休日保育を利用できる場合
があります。申込締切後の利用については、各施設へお問い合わせください。

※利用決定日までに、施設から利用決定の連絡がない場合は、休日保育の利用はで
きません。（利用できる方からのキャンセルがあった場合は、利用決定日以降にご
利用を保留・お断りした方へ施設からご連絡する場合があります。）

休日保育を利用した場合、代わりに月～土曜日に利用している施設を利用しない
日を設ける場合は利用料がかかりません。(週６日の保育利用）
　設けない場合は「休日の一時保育」と同様の利用料がかかります。
　また、延長保育を利用する場合は、延長保育の利用料（ガイドライン　８０円／
３０分、おやつ代１２０円／１回、夕食代３７０円／１回）がかかります。
※保育短時間認定のお子さまで、施設が定める保育時間（８時間）を超える時間帯
を利用する場合は、「延長保育」となります。

利　用　料

年齢区分
基本保育時間（８時間）※

給食・おやつ代
(カッコ内は６時間以内の利用の場合)

■休日の一時保育

休日の一時保育利用料等（ガイドライン）

ご利用になりたい日の７日前までに、施設にお申込みください。
※利用を辞退される場合は、利用日の３日前までに必ず施設に申し出てください。
※年末年始に限っては、最大14日前が利用申請締め切りになります。
（各施設により締め切り日が異なります。）

３歳未満児 ３,３００円 （４２０円／１時間）

１,８００円 （２３０円／１時間） ２３０円／１時間

４２０円／１時間

３歳以上児

基本保育時間を超える
時間帯を利用する場合

利用料等は、直接、施設にお支払いください。なお、無断、又は利用日３日前を
過ぎてからのキャンセルについては、キャンセル料がかかります。

●休日保育

※

利用申込締切日等

●休日保育　令和４年度

利用月
４
月

５
月

申込締切日 3/10

10
月

11
月

12
月

６
月

４００円／１回

給食・おやつ代には、午後６時30分を超えて利用する児童に係る夕おやつ又は夕食
代を含みません。

6/15 9/20

３
月

７
月

８
月

１
月

２
月

９
月

11/10 12/124/11 5/10 6/10 7/11 1/10 2/10

利用決定日 3/15 4/18 5/16 10/18 11/15

8/10 9/12

※土日・祝日は除きます。

1/16 2/15

※利用を辞退される場合は、お早めに施設に申し出てください。遅くとも、利用日
の３日前までに必ず施設に申し出てください。事前の連絡のないキャンセルや正当
な理由なくキャンセルが続く場合は、次回の利用時の優先順位が下がることがあり
ます。

■休日の一時保育

7/19 8/15 12/19

10/11

※休日保育の優先順位に応じて、利用できる方を決定し、利用決定日までに連絡し
ます。

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  

― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―  
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※ 横浜市在住の被保護世帯、前年度の市民税が非課税の世帯及び寡婦（夫）控除のみなし適
用に関する非課税相当の方、多胎児、及びひとり親世帯等については、利用料が全額減免
となります（給食･おやつ代は除く)｡非課税相当に関する証明書類（保護証明書、保護（開
始）決定通知書、生活保護費支給証、市民税・県民税（非）課税証明書、横浜市寡婦
（夫）控除のみなし適用通知書など）多胎児減免対象に関する証明書類（母子手帳・住民
票等）ひとり親世帯等に関する証明書類（児童扶養手当証書、福祉医療証）を利用日前ま
たは利用日当日に保育所に提出してください。

※ 年齢区分は、当該年度初日の前日における満年齢となります（同一年度中は同じ年
齢区分となります）。
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交 通 京浜急行線「上大岡」
市営地下鉄「上大岡」下車徒歩1分

受 入 年 齢 0才6か月～就学前

休日保育
受入人数

９人程度
休日保育
受入人数

６～１０人程度

: FAX (882)2015

受 付 時 間 am 9:30 ～ pm 4:00 （土日・祝日は除く）　

産休明け～就学前

保 育 時 間
（8時間）

am 9:00 ～ pm 5:00

連 絡 先 TEL (882)2014

上大岡ゆう保育園 【

開 所 時 間 am 8:00 ～ pm 6:00

５～７人程度
休日保育
受入人数

うみのくに保育園とつか

６～１０人程度

交 通 市営地下鉄「センター南」下車徒歩2分

【 戸塚区

所 在 地 横浜市港南区上大岡西一丁目15番１号
カミオ4F

交 通 ＪＲ線・東急東横線「菊名」下車徒歩８分

pm 6:30 （土日・祝日は除く）

受 入 年 齢 産後57日～就学前 受 入 年 齢 産休明け～就学前

休日保育
受入人数

: FAX (717)5120

受 付 時 間 am 9:00 ～ pm 5:00 （土日・祝日は除く） 受 付 時 間 am 7:30 ～

連 絡 先 TEL（948）1016 : FAX（943）2802 連 絡 先 TEL (717)5120

～ pm 6:30

保 育 時 間
（8時間）

am 9:00 ～ pm 5:00
保 育 時 間
（8時間）

am 9:00 ～ pm 5:00

開 所 時 間 am 9:00 ～ pm 6:00 開 所 時 間 am 7:30

所 在 地 横浜市都筑区茅ケ崎中央46番5号 所 在 地 横浜市港北区菊名七丁目5番37号

⑤ アスクセンター南保育園 【 都筑区 】 ⑥ うみのくに保育園きくな 【 港北区 】

: FAX (410)6690

受 付 時 間 am 7:30 ～

交 通 ＪＲ線「東戸塚」下車徒歩12分
神奈中バス「川上小学校前」下車徒歩０分

pm 6:30 （土日・祝日は除く）

受 入 年 齢

保 育 時 間
（8時間）

am 9:00 ～ pm 5:00

連 絡 先 TEL (410)6690

所 在 地 横浜市戸塚区川上町464番地15

開 所 時 間 am 7:30 ～ pm 6:30

満1才以降～就学前 受 入 年 齢

休日保育
受入人数

６人程度
休日保育
受入人数

】港南区 】 ④③

受 付 時 間 am 10:00

１５人程度

交 通 ＪＲ線「矢向」下車徒歩5分 交 通 ＪＲ線「東神奈川」
京浜急行線「仲木戸」下車徒歩1分

pm 5:00 （土日・祝日は除く）

受 入 年 齢

TEL （440）2031

離乳食完了後～就学前

: FAX (440)2035

受 付 時 間 am 9:00 ～ pm 5:00 （土日・祝日は除く）

pm 6:30 開 所 時 間

～

連 絡 先 TEL (583)2525 : FAX (583)2573 連 絡 先

～ pm 4:30

開 所 時 間 ～am 7:30

保 育 時 間
（8時間）

am 8:30 ～ pm 4:30
保 育 時 間
（8時間）

am 8:30

am 7:30

【神奈川区】

所 在 地 横浜市鶴見区矢向五丁目12番24号 所 在 地 横浜市神奈川区東神奈川一丁目12番地
リーデンスフォート横浜3F

pm 6:30～

実施施設のご案内
●休日保育と■休日の一時保育を実施している施設

※「休日保育受入人数」は、受入児童の年齢により変わることがあります。
① 矢向保育園 【 鶴見区 】 ② かながわ保育園
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実施施設のご案内
●休日保育を実施している施設

※「休日保育受入人数」は、受入児童の年齢により変わることがあります。
① SEA　KID保育園 【 鶴見区 】 ② SAIL　KID保育園 【 鶴見区 】

所 在 地 横浜市鶴見区岸谷1-26-12 所 在 地 横浜市鶴見区岸谷2-20-1

開 所 時 間 am 7:30 ～ pm 7:15 開 所 時 間 am 7:30

保 育 時 間
（8時間）

am 8:30 ～ pm 4:30
保 育 時 間
（8時間）

am 8:30

～ pm 7:15

～ pm 4:30

連 絡 先 TEL (717)6473 : FAX (717)6786 連 絡 先 TEL (717)5162 : FAX (717)5144

受 付 時 間 am 7:30 ～ pm 7:15 （土日・祝日は除く） 受 付 時 間 am 7:30 ～ pm 7:15 （土日・祝日は除く）

受 入 年 齢 生後6ヵ月以降～就学前 受 入 年 齢 生後6ヵ月以降～２歳児

休日保育
受入人数

５人程度
休日保育
受入人数

２人程度

交 通 京浜急行線「生麦駅」徒歩3分 交 通 京浜急行線「生麦駅」徒歩8分

③ SANDA　KID保育園 【 鶴見区 】 ④ SAFARI　KID保育園 【 旭区 】

所 在 地 横浜市鶴見区駒岡3-4-41 所 在 地 横浜市旭区四季美台72-１

開 所 時 間 am 7:30 ～ pm 7:15 開 所 時 間 am 7:30

保 育 時 間
（8時間）

am 8:00 ～ pm 4:30
保 育 時 間
（8時間）

am 8:30

～ pm 6:45

～ pm 4:30

連 絡 先 TEL (834)8161 : FAX (834)8162 連 絡 先 TEL (744)8758 : FAX (744)8768

受 付 時 間 am 8:30 ～ pm 6:00 （土日・祝日は除く） 受 付 時 間 am 9:00 ～ pm 5:00 （土日・祝日は除く）

受 入 年 齢 生後6ヵ月以降～就学前 受 入 年 齢 生後57日以降～２歳児

休日保育
受入人数

２人程度 休日保育
受入人数

２人程度

交通 ・新横浜よりバス「 長松寺前」下車 徒歩3分
・綱島駅よりバス「 駒岡不動尊前」下車 徒歩1分
・鶴見駅西口よりバス「 駒岡不動尊前」下車

徒歩5分
交 通 相鉄線「鶴ヶ峰」下車徒歩14分

相鉄線「二俣川」下車徒歩16分
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実施施設のご案内

am 9:00

交 通 JR/京急「鶴見」下車３分 交 通 東急田園都市線「市ヶ尾」下車徒歩10分

～ pm 5:00 （土日・祝日は除く）

受 入 年 齢 0歳児クラス～5歳児クラス（0歳児応相談） 受 入 年 齢 一人で座れる、哺乳瓶飲める程度～就学前

■休日の一時保育を実施している施設

① 保育室スカイウイング 【 鶴見区 】 】

所 在 地 横浜市鶴見区鶴見中央5-11-8 所 在 地 横浜市青葉区荏田西三丁目1番地19

受 付 時 間

② ピッピ保育園

～ pm 5:15

【 青葉区

TEL (521)8880 : FAX (521)8882 連 絡 先 TEL (910)0662

～pm 17:00 開 所 時 間 am 8:45開 所 時 間 am 9:00

: FAX (910)0663

受 付 時 間 am 9:00 ～ pm 5:00 （土日・祝日は除く）

連 絡 先
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こ保給第 号

令和3年月日

00000幼稚園

設置者様

横浜市こ ども青少年屈保脊 ・教脊給付課長

令和 2年度私立幼稚園等預かり保育事業における

施設等利用費の額について

固における令和 2年度私立幼稚l!il等預かり保脊専業における抱註埠利用費の

額は、以下の記載のとおりです。これをもとに、各給付跨定保護者の方々に、施設

等利用費の額1こ係る法定代理受領の通知をお願いします。

（※）子ども ・子育て支援法（平成 24年法律第 65号）に基づく 「特定教育 ・

保育施設及び特定lll域型保育ヰ業の運営に関する基地」（平成 26年内閣府

令第 39号）第 56条第 2項により．特定子ども ・子脊て支援提供者ば法

定代理受切した施設等利用費の額について．給9寸認定保護者に通知しなけれ

ばならないことになっています。

円

給付惣定保設者のみなさま

令和 3年月 日

0000幼稚園

令 和 2年度私立幼稚園等預かり保育事業における

施設等利用費の額に係る法定代理受頷額の通知について

令和 2年度に、本園が代理受領 した施殺等利用内の額は、 別紙 「令和 2年度私

立幼稚園等栢かり保育事業における施設等利用費の額について」のとおりとなり

ます。

（参考） 「法定代理受領」の通知の法的位爵付け

・子ども ・子育て支扱法（平成 24年法律第 65号）に基づく施設等利用費につ

いては、給付詑定保護者に対する個人給付としての性質を有するものです

が、確実に幼児教脊 ・保育に要する費用に充てるため，市町村から本園に対

して直接支払いが行われています（この仕組みを 「法定代理受領」と呼んで

います）。

・「特定教育 ・保育施設及び特定地域型保育布業の運営に関する基準」（平成

26年内閣府令第 39号）第 56条第 2項により、特定子ども ・子脊て支援梃

供者は｀法定代理受頒した施設等利用費の額について、給付認定保設者に通

t 
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～令和４年度保育士確保の取組について～ 

①保育士宿舎借り上げ支援事業【資料あり】

保育所等の事業者が保育士用の宿舎を借り上げる費用の一部を補助します。 

本事業は例年、年度ごとに申請が必要となっておりますのでご注意ください。 

また、昨年度との変更点としまして、事業所内保育事業、家庭的保育事業が新たに対象に

加わりますので、令和４年度の募集要項をご確認ください。 

②市内保育所等の情報紹介サイト「えんみっけ！」活用事業【資料あり】

市内各園の魅力や求人情報を紹介するサイト「えんみっけ！」を活用し、各園の情報を保

育士養成施設の学生や求職者に広く発信することで事業者の皆様の求人活動をサポートし

ます。 

③保育士就職面接・相談会

主に潜在保育士等を対象に、ハローワークと共同で就職面接・相談会を開催します。 

また、会場での開催のほか、オンラインでの相談会も実施します。開催日程や出展申込み

については、決まり次第通知いたします。 

④かながわ保育士・保育所支援センター【資料あり】

 神奈川県・川崎市・相模原市・横須賀市と共同で運営をしています。保育士の求人・求職

のマッチングを行っていますので、ぜひご登録ください。 

⑤よこはま保育士確保コンサルタント派遣【資料あり】

保育人材の募集・採用活動、働きやすい職場環境の構築等、人材の定着に関すること、ま

た、児童の定員構成の見直し等、園の運営全体に関することについて、専門的なノウハウと

経験をもったコンサルタントを派遣し、個別の訪問相談を行います。 

⑥保育士相談窓口の設置

保育士等が労働環境等で悩んだ際に、保育士等の不安を解消し、離職防止を図るために、

保育業界に詳しい社会保険労務士等の専門家に相談できる窓口を設置します。 

取組の詳細については、人材確保のＨＰをご確認ください。 

【トップページ>暮らし・総合>子育て・教育>保育・幼児教育>待機児童対策 

>保育士確保の施策>法人向けの取組】

横浜市こども青少年局保育対策課 

TEL：045-671-4469 

16　令和４年度保育士確保の取組について
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令和４年３月 

市内保育所等を経営する事業者による、保育士向け宿舎の借り上げを支援するために、

必要な経費の助成を行います。（※令和４年度予算の議決を条件としています。） 

令和４年４月から令和５年３月に係る期間の事業概要を次のとおりお知らせします。 

 

【助成内容】 

対象経費 雇用する保育士向け、宿舎借り上げに係る経費のうち賃借料、共益費（管理

費）。※礼金、更新料、敷金等は対象になりません。

補助率 対象経費の 3／4 
助成金額 宿舎 1 戸当たり月額 82,000 円の 3/4（61,000 円）を上限（1,000 円未満は切り捨て） 
助成期間 事業者の雇用する保育士が、借り上げ宿舎に入居している期間。ただし、事

業者に雇用された者で、雇用開始の日が属する会計年度から起算して、10 年

目の会計年度末までの保育士（令和４年度は 25 年度以降の採用者）で住宅

手当が支給されていないことを条件とする。 

【令和４年度補助金申請書の提出期間】 

・令和４年４月から受付を開始します（通年）。

※遡り補助はしません。別途定める提出期限中(原則当月末締切、消印有効)までに申請のあった

月の家賃分からが対象です。 

※月単位での補助であり、１日から末日まで補助対象要件を満たした月が補助対象となります。 

【支援対象】 

○ 市内保育所等(※注 1)を経営する事業者が、雇用する保育士（※注 2）を、事業者が借り上

げた宿舎に入居させる場合、宿舎借り上げに係る経費を補助

（※注 1）市内保育所等は次のとおり。 
・ 認可保育所

・ 認定こども園

・ 認可保育所等への移行を目指し、「移行計画書」を提出した横浜保育室

・ 小規模保育事業（Ａ・Ｂ・Ｃ型）

・ 事業所内保育事業（地域型保育事業）

・ 家庭的保育事業

（※注 2）市内保育所等に勤務する常勤保育士のうち、次に該当する者 
事業者の雇用開始の日が属する会計年度から起算して、10 年目の会計年度末までの 

保育士（令和４年度は平成 25 年度(2013 年)以降雇用）とする。 

ただし、施設長及び平成 24 年度以前に事業者が借り上げる宿舎に入居している者を除く。 

～横浜市保育士宿舎借り上げ支援事業令和４年度のご案内～ 
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【応募方法】 

申請者は法人単位となります。申請様式、必要書類及び提出期限一覧は横浜市こども青少年

局ホームページにて掲載しております。また、メーリングリストを登録いただくことで、本事業

に関する情報をリアルタイムで受け取ることができます。ホームページ掲載の登録方法をご確認

のうえ、必ずご登録ください。

本市トップページ>暮らし・総合>子育て・教育>保育・幼児教育>待機児童対策 
<URL・二次元バーコード> 

https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/kosodate-kyoiku/hoiku-yoji/taiki/ 

なお、令和４年度横浜市保育士宿舎借り上げ支援事業における各種提出書類に関する問い合わ

せは、ホームページに記載の本市委託業者までお願いします。

※ 【参考】令和３年度時点 応募にあたっての申請書類

第１号様式 横浜市保育士宿舎借り上げ支援事業補助金交付申請書（別紙１、２を含む） 

第２号様式 令和３年度横浜市保育士宿舎借り上げ支援事業計画書 

※保育士確認及び同意欄に申請保育士の署名されたものをご提出ください。

第３号様式 令和３年度横浜市保育士宿舎借り上げ支援事業収支予算書 

不動産賃貸借契約書（写し） 

保育士証（写し） 

市長が必要と認める書類 

★留意点★

・ 事業者が保育士用宿舎として借り上げている物件が助成対象です。事業者（法人の場合は、役員

を含む）が所有する物件を貸与している場合は対象となりません。

・ 事業者が宿舎を借りただけでは、補助対象とはなりません。保育士の入居日（住民票の異動日）

から対象となります。

・ 家賃の一部を保育士本人が負担する場合は、家賃から本人負担分を除いた金額が補助対象となり

ます。

・ 書類の提出期限を別途設けております。それぞれ提出期間中に書類を提出してください(消印有

効)。提出期限までに申請のあった月の家賃分からが対象となります。

【補足】

保育士宿舎借り上げ支援事業は、厚生労働省が発出している保育対策総合支援事業交付要綱に基づき、

事業を実施しております。今後、発出される交付要綱により、支援対象及び助成内容が変更になること

がありますので、ご了承ください。変更する場合には、別途事業者の皆様にご連絡いたします。

なお、令和５年度以降の横浜市保育士宿舎借り上げ支援事業の継続有無及び事業概要につきましては、

詳細が分かり次第、事業者のみなさまに周知いたします。

横浜市こども青少年局 保育対策課

電話：045‐671‐4469 

e-mail:kd-shukusha@city.yokohama.jp
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令和４年３月 
市内保育・教育施設 

施設長・園長 様 

保育士確保事業のお知らせ 

【令和４年度継続実施】園情報の紹介サイト「えんみっけ！」活用のご案内 

横浜市では、養成校学生や求職者に対して、市内各園の情報や魅力を紹介するため、株式会社リンクと
委託契約を締結し、令和２年 11月から園情報紹介サイト「えんみっけ！」の活用を推奨しています。 
令和４年度も委託契約を継続して、同サイトの活用を進めてまいりますので、まだ利用申請を行っていな

い園におかれましては、当資料をお読みいただき、ぜひご申請ください。なお、令和３年度までに、登録を済
ませている園は、特に作業は必要ありません。 

１．「えんみっけ！」について及び、利用申請受付のご案内

（１）「えんみっけ！」の紹介 

〇保育士養成校学生をメインターゲットにした、園紹介のサイト 

「えんみっけ！」は株式会社リンクが運営する、保育士・幼稚園教諭を目指す学生が理想の園に出会う
為の“園と学生を結ぶ WEBサイト”です。詳細は添付資料をご覧ください。 

〇紹介料・成功報酬０円！掲載料も０円！ 

有料職業紹介ではないため、採用費はかかりません！また、横浜市が株式会社リンクと委託契約を結ぶこ
とにより、各施設では、掲載料等、一切の費用負担なし(※)で、当サイトをフルにご利用いただけます！ 

〇各園の魅力を伝える、紹介動画も無料で作成・掲載できます！ 

コロナ禍においては、各園の魅力を紹介する手段として、動画の公開が今まで以上に有効となっています。
まだ動画をお持ちでない園の皆様は、ぜひ当事業の動画の作成・掲載サービスをご活用ください。 

 

（２）対象施設

次の施設は、「えんみっけ！」の有料会員費用を横浜市が負担します！

（３）申請期限・申請方法

随時受付中です。 

○申請方法：①・②のいずれかの方法で申請ください。

①【通常方法】「えんみっけ！」ホームページから申請
⇒詳細は『登録申請マニュアル』をご覧ください。↓をクリック

https://enmikke.jp/uploads/document/1a585b21c5c15ed66130d96de2971969.pdf
②【操作が不安な方向け】『事前登録シート』を使って申請
⇒専用シートに必要事項を記入して、事務局に送付する方法でも申請可能です。詳細は、下記事務局
あてにご連絡ください。

※えんみっけ！の有料会員費の負担について

認可保育所、認定こども園、小規模保育事業、事業所内保育事業、家庭的保育事業、横浜保育室、 
「横浜市私立幼稚園等預かり保育事業」又は「横浜市私立幼稚園２歳児受入れ推進事業」を実施している幼稚園 

昨年度に引き続き、令和５年３月末まで、有料会員費用を 1(2)に記載する全施設分、横浜市が負担します。
なお、令和５年４月以降の費用負担については、詳細が決まり次第、御連絡します。  

次ページあり 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・: 

: .................................................................................................................................................................................. : 

r

ヽ

ヽ

ノ

資料-170



（４）事務局サポート体制について

操作方法等わからないことは、事務局が丁寧に対応します！

 

２．動画の作成手続きについて

本事業では、最大２本まで、無料で動画（それぞれ約１分程度）を作成・掲載することができます。 
動画を掲載するためには、まずは「えんみっけ！」サイトへの利用登録を完了させてください。 

○動画作成をおこなうための具体的な手順・留意点

【各施設⇒事務局】：動画の作成希望の申請。 
【事務局⇒各施設】：作成手続きの詳細についてメールで案内を送付。 
【各施設⇒事務局】：動画の素材となる写真や映像を選定し、テロップを添えて事務局にメールで送付。 
【事務局】：素材を編集。完成前には、各施設に確認依頼が来ますので、微修正が可能です。 
【事務局⇒各施設】：完成した動画を提供。なお、完成した動画は、自園のHP 等にも掲載可能です。 

担当：横浜市こども青少年局保育対策課 
電話：045-671-4469 

Eメール：kd-hoikushi@city.yokohama.jp 

〇オススメの動画作成パターン!! 

【１本目】：保護者の園選びにも活用できるように、園舎や保育風景、行事を紹介する動画を作成。 
【２本目】：保育士確保に重点を置いて、園長のインタビュー動画や保育士がなごやかに話している写

真などで、園の雰囲気・魅力を伝える動画を作成。 
※すでにお持ちの園紹介動画を当サイトに掲載することも可能です

〇オススメ動画作成の流れ 

【１本目】：事務局が提示する「サンプル動画」に合わせて、「必要な写真」、「テロップ」を選ぶ形で 
作成可能です。難しい操作はありません。不明な点は事務局スタッフが丁寧に説明します！ 

【２本目】：各園でスマートフォンなどを使って、インタビューを撮影し、事務局へ送付ください。 

○動画作成希望の申込方法

【専用申込ページ】https://forms.gle/oARDfGvCYHApB7kv9 から申請ください。（動画サンプル有）
※「事前登録シート」で、すでに動画の作成を希望された園に対しては、後日事務局から案内が参り

ます。

＜株式会社リンク 「えんみっけ！」事務局＞TEL：03-5250-1155 FAX：03-5250-1157 
 
直通ダイヤル：050-5526-1927  e-mail：support_c.enmikke@link-timesgr.co.jp 

~···························································································································································: 
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令和４年度 横浜市保育士確保コンサルタント派遣事業 
募集案内 

横浜市では平成 30年度から、市内の保育所等に対し、マネジメントの観点から保育士の確保・

定着に向けた支援を行うことを目的に、「よこはま★保育士確保コンサルタント」を派遣し、保育

所等が自主的な課題解決を行えるように支援を行っています。 

本事業の概要  

・保育や経営等の専門的な知識を有するコンサルタントを申請のあった施設に対して派遣します。

・訪問回数は、１施設 1事業年度で最大３回まで、実施時間数は合計 270 分を上限としています。

・費用は無料です。また、原則、過去に本事業による派遣を受けた施設は対象外としています。

募集期間・派遣期間

募集期間・派遣期間につきましては改めてご案内いたします。 

申請方法

申請書をメールで提出ください 

【提出先】：kd-hoikushi@city.yokohama.jp（こども青少年局保育対策課） 

申請書類や事業の詳細はこちらから⇒ 

事業の流れ       

１.申請書の提出

 「明確に課題や問題点がわからず、漠然とした採用への不安がある。」程度の 

お悩みでも大丈夫です。お気軽にご利用ください。 

２．コンサルタントの派遣決定 

本市が派遣するコンサルタントを選定し、通知します。通知書を受け取ったら、 

至急担当コンサルタントに連絡して日程の調整を行ってください。 

３.コンサルタントの初回訪問・面談（※オンラインでの相談も可能です）

提出いただいた申請書の相談内容について、より詳しくお伺いすることで、

課題解決に向けて取り組むべきことを明確にし、具体的なアドバイスを行います。 

４.２回目以降の訪問 

初回で提案した取組について、継続性や効果などを聴き取り、評価します。また 

派遣終了後も継続していけるよう、保育士達も含めてフィードバックを行います。 

検索 横浜市 保育士確保コンサルタント 

次ページあり 

一
‘

’
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保育士の採用や人材の定着、施設の運営等について、保育士確保コンサルタントは皆様の

悩みに寄り添い、課題解決のための助言を行います。 

●過去３年間のアンケート結果（平成 30 年度～令和２年度）

●主なご意見

・求人票を作成し直したところ、ハローワークからの応募者が数名あった。

・職員への言葉がけなどの対応を見直したところ、在職中の職員全員が次年度の継続勤務を希望した。

・運営費の使い方の工夫について、他園の情報を聞くことができ、それらを取り入れることにした。

・採用業務に当たっていた園長、主任等は、カウンセリングを受けたように楽になり、もうひと踏ん張

りしようという気持ちになり、励まされた。 

採用活動に高額なコストはかけられないなぁ… 

定着してもらうためには、何が必要かなぁ… 

なんとか保育士の負担を減らせないかしら… 

 

例えば 

そんな様々なお悩みに、経験豊富なコンサルタントが、各園の状況に 

合わせて、アドバイスします！！ 

・採用活動の効果的な実施方法とは

・定着に向けた職場の雰囲気作りやコミュニケーションとは

・児童の利用定員を見直すことで、余裕のある保育士の配置ができるかも

【問い合わせ先】横浜市こども青少年局保育対策課 

電話：045-671-4469／メール：kd-hoikushi@city.yokohama.jp 

よこはま唸保育士瀧保コンサルタントって．

~'··1 

4.3% 

f!;, 
了‘ム‘‘

コンサル派遣の評価（過去3年分）

口期待を上回る効果があった 17件

口ほぼ期待どおりであった 17件

ロやや物足りなかった 5件

） 

口期待したほどの効果は無かった 6件

■期待はずれだった 2件

＾ 
• 
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17 令和４年度 現況確認について(現況届出書等の提出について) 

こ保認第〇〇〇号 

令和４年〇月〇日 

施設・事業所設置者、施設長、園長 各位 

横浜市こども青少年局保育・教育認定課 

現況確認実施に係るご協力について（依頼） （案） 

日頃から横浜市政の推進にご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

保育の必要性に関する現況確認に際しまして、ご協力をお願いしたく存じます。 

ご多忙のところ恐縮ですが、別紙をご確認いただき、お手配をお願いいたします。 

保育を必要とする状況が継続していることを確認するため、毎年、４・５月ごろ、対象の方に現況 

届出書と証明書類（就労証明書等）の提出を求めています。この確認を「現況確認」と言います。 

※ 提出がない場合、保育の必要性が確認できず給付認定が取り消されることがあります。

【対象者】 

・横浜市で法第 19条  ２/３号の給付認定を受けて保育所等を利用している児童の世帯 

・横浜市で法第 30条の４ ２/３号の給付認定を受けている児童の世帯

≪参考：今回の配布物≫ 

≪問合せ先（電話番号）：各区こども家庭支援課 保育担当≫ 

鶴見 510‐1816 保土ケ谷 334‐6397 青葉 978‐2428 

神奈川 411‐7157 旭 954‐6173 都筑 948‐2463 

西 320‐8472 磯子 750‐2435 戸塚 866‐8467 

中 224‐8172 金沢 788‐7795 栄 894‐8463 

南 341‐1149 港北 540‐2280 泉 800‐2413 

港南 847‐8498 緑 930‐2331 瀬谷 367‐5782 

●●●園

横浜 太郎 関内 次郎 港 花子 

現況届出書等一式の封筒には、以下の書類が封入されています。 

【封筒の中身】 

① 現況届出書（４月１日時点の登録情報が印字されています。）

② 現況届出書の提出について

③ 現況届出記入要領

④ 就労（予定）証明書【現況確認用】（２枚）

⑤ 宛先ご記入のお願い

≪現況確認とは≫ 

横浜市から各園へ、青袋に梱包して以下の書類を配付しています。 

【青袋の中身】 

① 現況対象者一覧（クラス年齢・かな氏名順）

② 現況届出書等一式が入った封筒（対象者分）

●●園 現況対象者一覧 
1. 横浜太郎
2. 関内次郎
3. 港花子

  

令和４年度の現況確認実施に、引き続きご協力をお願いいたします。 

４月下旬ごろに各園の皆様に配布予定の依頼文案を掲載します。 

現況確認書類の保護者への配付・回収方法に大きな変更は予定しておりませんが、

区への提出期限・提出方法などは必ず最新の通知をご確認ください。 ＇ 
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別紙

現況届出書等の配付・回収、区への提出について 

現況届出書等一式の「保護者への配付」、「保護者からの回収」、「区への提出」をお願いします。 

１ 保護者への配付【４月末まで（目安）】

青袋を受け取ったら、中に入っている現況届出書等一式を封筒のまま、対象者にそれぞれ配

付してください。 

※ ４月末までを目安に、可能な限り速やかに配付いただくよう、お願いします。

【保護者への案内事項】 

 現況届出書のオモテ面（氏名が印字されている面）を一番上にして、提出用封筒に封入すること。

 必ず封をして提出すること。

 提出期限に間に合わない場合は、園のある区の区役所こども家庭支援課に直接提出すること。

※ 現況対象者は 4/1時点の情報を基に出力しています。

児童が以下に該当する場合は、下表のとおりご対応ください。

既に退園した 
対象者への書類配付は不要です。書類は、後述の「３ 区への提出」の際に 

併せて、そのまま区に戻してください。 

転園が決まっている 
対象者への書類配付をお願いします。 

回収は原則として、転園先の園が行います。 

新たに入園した 
対象者が横浜市の現況届出書一式の配付を受けている場合、貴園にて回収を 

お願いします。（配付を受けていない場合は、特段の対応は不要です。） 

横浜市外から通っている 
横浜市の現況確認の対象外です。 

児童のお住まいの市町村からの案内に応じて、ご対応をお願いします。 

２ 保護者からの回収【５月中旬ごろまで（目安）】

保護者から提出される現況届出書等の回収をお願いします。 

【備考】 

 区への提出方法・区への提出期限については、各区より別途ご連絡いたします。

 保護者からの回収期限は各園にお任せしますが、期限を極端に早くすることは、保護者や

保護者の就労先の負担になりますので、お控えください。

 提出された封筒は絶対に開封しないでください。（個人情報保護のため）

―― 裏面もご確認ください ―― 

二
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３ 区への提出【５月 20日ごろまで（目安）※提出期限などの詳細は別途、区役所からご案内し

ます。】 

配送時に用いた青袋に以下の書類を入れ、区にご提出ください。 

 

① （書類の回収状況等を補記した）現況対象者一覧

② （保護者から回収した）現況届出書等一式が入った封筒

≪区へ提出する前の確認作業について≫ 

提出された封筒を、「現況対象者一覧」順に並び替えてください。 

その上で、「現況対象者一覧」の「園使用欄」に以下のとおりご記入ください。 

園使用欄へ 

記入する記号 
意味 

✔ 保護者から書類を回収した。 

× 書類を配付したが、事情により、回収できなかった。 

（転園、市外転出、保護者の提出遅れなど） 

未 既に退園しているなど、事情により配付できなかった。 

※現況届出書一式は何も記載せず、他の回収分とあわせて返送してください。

4/2 以降に入園した児童で、貴園から書類は配布されていないが、保護者から書類を回収した場合

は、現況対象者一覧の最後の空欄に児童氏名等を記入してください。 

 

 

【個人情報に関する留意事項】 

 現況届出書や、現況対象者一覧に記載されている内容は個人情報です。

取扱いにはくれぐれもご注意いただき、他用はお控えください。

 回収後に提出用封筒を開封することは個人情報の漏えいにあたります。

✔

× 

未 
6 三井 咲  3 歳児  H29.12.24 

現況対象者一覧にない児童を追加する際は、

①連番、②氏名、③クラス年齢、④生年月日

を記入してください。 

✔

「園使用欄」に、書類の回収状況を記入してください。 

※区使用欄・センター使用欄には記入しないでください。

① ② ③ ④ 

✔

✔

一

施設番号： 1234567890123 

3歳児 I神奈川花子
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令和４年２月３日 

各保育・教育施設設置者 様

施設長・園長 様

横浜市こども青少年局保育・教育給付課長

「教育・保育の現場で働く方々の収入の引上げ（３％賃上げ助成）」 

に係る申請書類の提出について（依頼） 

日頃から、本市保育・教育行政に御理解・御協力をいただき、ありがとうございます。 

保育士等・幼稚園教諭、介護・障害福祉職員を対象に、賃上げ効果が継続される取り組みを行うこ

とを前提として、収入を３％程度（月額 9,000 円）引き上げるための措置を実施します。 
つきましては、下記のとおり申請書類等の提出をお願い致します。記入方法や提出方法について、「３％

賃上げ助成の申請手続き」をよく読んで、作成してください。 

 なお、本通知は令和３年度補正予算が議決されることを停止条件とします。補正予算が議決され

た場合に、実施されます。 

１ 提出書類 

(1) 保育士・幼稚園教諭等処遇改善臨時特例事業賃金改善計画書（第１号様式）

(2) 賃金改善内訳(職員別内訳) （第１号様式別添１）

(3) 同一事業者内における拠出見込額・受入見込額一覧表（第１号様式別添２）

(4) 請求書（令和４年２・３月分）【ふた月分で１枚】 ※４月～９月分は４月以降に別途依頼します。

２ 提出期限 ※厳守 

 提出期限を過ぎた場合や提出書類に不備等がある場合は、交付時期が遅れることもあります。 

３ 提出先 

４ 送付書類 

(1)「教育・保育の現場で働く方々の収入の引上げ（３％賃上げ助成）」に係る申請書類の提出について（依頼）

(2) 算定シート

(3)「３％賃上げ助成」の申請手続きについて

(4) 記入見本

(5) チェックリスト

(6) 請求書（２・３月分）

(7)【参考】内閣府リーフレット

計画書類一式（１(1)～(3)） 電子申請 

請求書（１(4)） 〒231-0015 横浜市中区尾上町１－８ 

関内新井ビル９階 

こども青少年局保育・教育給付課 

３％賃上げ助成担当 宛 

令和４年２月 25 日（金）【必着】 

こども青少年局保育・教育給付課

３％賃上げ助成担当

TEL：045-671-0202/0204/0232 

18　事務連絡　教育・保育の現場で働く方々の収入の引上げ（３％賃上げ助成）
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保育園バス購入費補助の 

ご案内 

詳しくは、 

裏面を 

ご覧ください 

次のいずれかを実施する場合に、 

保育園バス購入時に費用を補助します！

●登降園時の児童の送迎

●屋外遊戯場への送迎

送迎の利用に加えて、こんな活用方法もあります！ 

・保育士等の通勤時の送迎！

・連携園への送迎

・本園と分園間の移動など

認可保育所・小規模保育事業のみなさまへ 

※令和４年度予算の議決を前提とした事業です。

※令和４年２月現在の内容ですので、今後変更になる場合があります。19-1　保育園バス募集案内

••• 

CM  

tしくは、

E面を

万覧 ください
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保育園バス購入等補助事業の概要

【補助対象者】

認可保育所及び小規模保育事業設置者

【補助要件】

認可保育所及び小規模保育所の利用促進を図ることを目的に保育園バスを導入し、市内施設で

次のいずれかを実施する場合

(1) 登降園時の児童の送迎

(2) 施設から距離のある屋外遊戯場に代わる場所への児童の送迎

【補助対象経費】

詳細は「横浜市保育園バス購入等補助金交付要綱」をご参照ください。

(1) 保育園バスの車両購入費またはリース費

(2) チャイルドシート等の備品購入費

【補助金額】

補助金額（上限240万円）は、補助対象経費（上限320万円）に４分の３を乗じて得た額とし、千円 

未満の端数があるときは、これを切り捨てます。 

【その他】

・バスの運行にあたっては、保育士１名以上の添乗を必須とします。

・バスの運行は、交付決定通知を受けた当該年度の３月を目途とします。

・利用者から実費徴収される場合、道路運送法第78条の規定による神奈川運輸支局長の

許可が必要となります。

【申込期間及び申込方法】

申込期間：５月頃から８月頃まで（予定）

【予算が上限に達した場合は終了となります。】

申込み方法：こども青少年局保育対策課へ必要書類をご提出ください。 

☆要綱及び申請書は二次元バーコードを読み取るか、又は横浜市ホームページから下

記を検索しダウンロードをお願いします。

検索 ⇒「保育園バス購入等補助事業のご案内」

・申請をご検討される際には、別途、「横浜市保育園バス購入等補助金交付要綱」をご確認ください。

・ご質問などありましたらお気軽にご連絡ください。 

【問い合わせ先】

横浜市こども青少年局保育対策課 保育園バス担当 

Tel:045-671-4469  ／ Fax:045-550-3606 

Emai：kd-hoikutaisaku@city.yokohama.jp 

ー． 一
• 一・一・一•一•一・一・一•一・一・一・一•一•ー、
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1 

認可保育所、認定こども園、幼稚園※、小規模保育事業 の みなさまへ 

 

 

待機児童解消促進事業補助事業で 

保育士の環境改善を目的に 

最大 250万円を補助します！ 

例えばこんな時… 

 

 

※ 「横浜市私立幼稚園等預かり保育事業」又は「横浜市私立幼稚園２歳児受入れ推進事業」を

実施している施設に限ります。

待機児童解消促進事業 

（保育士の環境改善）のご案内 

空き部屋に保育士の

ためのロッカーや打

ち合わせ用の机・椅子

を置きたい！ 

～詳しくは、裏面をご覧ください～ 

部屋を仕切って 

保育士が休憩できる

休憩室が欲しい！ 

※令和４年度予算の議決を前提とした事業です。

※令和４年２月現在の内容ですので、今後変更になる場合があります。

19-2  待機児童解消促進事業のご案内
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横浜市待機児童解消促進事業の概要 
～保育士の環境改善に対する補助費用について～ 

 
保育士の環境改善を図ることを目的に、保育士が休憩できる場、保育士同士がコミュニケーショ

ンを図る場としての機能を有する居室等（休憩室や更衣室等）の整備のために要する費用を補助し

ます。 

 
１ 補助対象者 

 横浜市内で下記を運営する者とします。 

⑴ 認可保育所 

⑵ 認定こども園 

⑶ 幼稚園(「横浜市私立幼稚園等預かり保育事業」又は「横浜市私立幼稚園２歳児受入れ推進事 

業」を実施している施設) 

⑷ 小規模保育事業 

 

２ 補助要件 

 下記を全て満たしていることを要件とします。 

⑴ 保育者の満足度の向上や離職防止が見込まれること 

⑵ 直近５年の間に同目的で本事業を利用していないこと 

⑶  直近５年の間に保育士の休憩室の確保や整備に対応するための費用に対する他の補助金・加

算等の交付を受けていないこと（新設園整備時の休憩室加算等） 

⑷ 保育材料費等、保育に必要な費用でないこと 

⑸ 各事業における設備及び運営に関する基準に定める基準を遵守できること 

 

３ 補助対象経費 

⑴ 物品購入費 

具体例：保育士用ロッカー、保育士が打ち合わせで使用する机・椅子(事務机は除く)等 

⑵ 内装改修費 

  具体例：休憩室、更衣室の整備、間仕切り変更等 

※公的助成金や公的融資を受けた経費、人件費等運営費で賄うべき経費については、対象外 です。 

※過度な設備や著しく高価なものは 対象外 です。（例 美容効果をうたった製水器、高級造作家具等） 

 

４ 補助金額 

補助金額は、補助対象経費に４分の３を乗じて得た額とし、総額 250万円を上限とします。 
※物品購入費及び内装改修費の合計補助金額に千円未満の端数があるときは、これを切り捨て、予算

の範囲内で補助します。 

  

５ 申請方法 

  申込期間：７月頃から８月頃まで（予定）【予算が上限に達した際は終了となる場合があります。】 

  申込方法：こども青少年局 保育対策課へ必要書類をご提出ください。 

 

６ お問合せ 

こども青少年局保育対策課  

<電話> 045-671-4469 

<メールアドレス> kd-hoikutaisaku@city.yokohama.jp 

※要綱・様式、募集要項は、こども青少年局 ［認可保育所等の整備］のページに掲載しております

ので、下記 URL からご確認ください。 

（ 「★待機児童解消促進事業補助金について」 ） 

 https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/seibi/ 

    二次元バーコードはこちら ▷          
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認可保育所、認定こども園、幼稚園※、小規模保育事業 の みなさまへ 

 

 

 

 

 

 

 

待機児童解消促進事業補助事業で 

定員増加を目的に 

最大 250万円を補助します！ 
 

例えばこんな時… 

 

 

 

、１・２歳児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

※ 「横浜市私立幼稚園等預かり保育事業」又は「横浜市私立幼稚園２歳児受入れ推進事業」を 

実施している施設に限ります。 

 

 

待機児童解消促進事業 

（受入枠の増加）のご案内 

受入を増やすには 

食器や寝具が 

足りない…！ 

～詳しくは、裏面をご覧ください～ 

１歳児の受入を増や

すには小さい子用の

お手洗いが足りない

から、増設しないと

… 

児童用の机・椅子 

ロッカーがあれ

ば受け入れられ

る！ 

※令和４年度予算の議決を前提とした事業です。 
※令和４年２月現在の内容ですので、今後変更になる場合があります。 
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2 
 

 

横浜市待機児童解消促進事業の概要 
～受入増加に対する補助費用について～ 

  

１・２歳児を中心に定員枠拡大を行うことや、小規模保育事業等の「卒園後の進級先」の確保として３～５歳児

の定員の拡大を行うために必要な物品の購入や施設の改修にかかる費用を補助します。 
 

１ 補助対象者 

  横浜市内で下記を運営する者とします。 

⑴ 認可保育所 

⑵ 認定こども園 

⑶ 幼稚園(「横浜市私立幼稚園等預かり保育事業」又は「横浜市私立幼稚園２歳児受入れ推進事業」 

を実施している施設) 

⑷ 小規模保育事業 

 

２ 補助要件 

 下記を全て満たしていることを要件とします。 

⑴ 受入増又は定員構成の変更等について、各区と調整を終えていること 

⑵ 本事業を活用することで、次のいずれかの効果が見込まれること 

ア １・２歳児が１名以上定員増できること。１・２歳児の定員増に伴い、３歳児以上の各年齢の定員

が２歳児の定員より少なくなった場合は、２歳児の持ち上がりに必要な、３歳児から５歳児までの

定員増に対する費用も補助対象とする。 

なお、小規模保育事業において 19名を超える受入増加をする場合は、定員外入所に対する費用も

補助対象とする。 

イ 小規模保育事業等の「卒園後の進級先の確保」として、３～５歳児が１名以上定員増できること。

２歳児と３歳児の定員が同数の場合は、３歳児の定員外入所に対する費用も補助対象とすること

ができる。 

⑶ 各事業における設備及び運営に関する基準に定める基準を遵守できること 
 

３ 補助対象経費 

⑴ 物品購入費 

  具体例：児童用ロッカー、児童用下駄箱、児童用机・椅子、調理器具、寝具等 

⑵ 内装改修費 

  具体例：乳児室・幼児室の間仕切り変更、便所・調理室の改修、空調整備等 

※ 公的助成金や公的融資を受けた経費、人件費等運営費で賄うべき経費については、対象外 です。 
 

４ 補助金額 

⑴ 物品購入費 

１人増えるごとに、25 万円を上限 

⑵ 内装改修費 

補助対象経費に４分の３を乗じて得た額とします。 

※ 物品購入費及び内装改修費の合計補助金額に千円未満の端数があるときは、これを切り捨て、総額

250 万円を上限とします。 

※ 受入１名増の場合は、100 万円を上限とします。 

 

５ 申請方法 

  申込期間：６月頃から 12 月頃まで（予定）【予算が上限に達した際は終了となる場合があります。】 

  申込方法：こども青少年局 保育対策課へ必要書類をご提出ください。 

６ お問合せ 

こども青少年局保育対策課 

<電話> 045-671-4469  <メールアドレス> kd-hoikutaisaku@city.yokohama.jp 

※ 要綱・様式、募集要項は、こども青少年局 ［認可保育所等の整備］のページに掲載しておりますので、 

下記 URL からご確認ください。（ 「★待機児童解消促進事業補助金について」 ） 

 https://www.city.yokohama.lg.jp/business/bunyabetsu/kosodate/seibi/ 

    二次元バーコードはこちら ▷          
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19-3 連携施設への進級の仕組みについて 
 

１ 連携施設へ進級させる際の取扱い 

卒園後の進級先の確保のため、連携施設を設定している場合は、連携施設に優先して入所でき

る制度（以下、「優先入所」）を設けています。すべての保護者の希望に応じた連携枠を確保でき

ない場合は、進級先によって決定者と選考基準（どの児童をどの進級先へ進級させるか）が異な

ります。 

進級先 決定者 選考基準 

幼稚園・ 

認定こども園（教育利用） 
園の代表者 園の選考基準 

保育所・ 

認定こども園（保育利用） 

横浜市各区 

福祉保健センター長 
横浜市の利用調整基準 

 

＜卒園児が連携施設に進級する具体的なケース＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（例１） 
Ａ事業の進級希望者３名に対し、連携先の B幼
稚園に３枠ある場合 
 
 
 
 
 

【進級先の調整は不要】 
保護者の希望に応じて進級可能 

（例３） 
Ａ事業の進級希望者３名に対し、連携先のＢ幼
稚園に３枠、Ｃ保育所に３枠ある場合 
 
 
 
 
 

 
【進級先の調整は不要】 

保護者の希望に応じて進級可能 
 

Ａ事業 
３名 

希望に 
応じて進級 

（例２） 
Ａ事業の進級希望者３名に対し、連携先の C保
育所に３枠ある場合 
 
 
 
 
 

【進級先の調整は不要】 
保護者の希望に応じて進級可能 

 

Ａ事業 
３名 C 保育所に３枠 

（例４） 
Ａ事業の進級希望者４名に対し、連携先のＢ幼
稚園に２枠、Ｃ保育所とＤ保育所に１枠ずつあ
る場合 
 
 
 
 
 

【進級先を調整することが必要】 
どの児童がどの園に進級するか 

Ａ事業 
４名 

Ｂ幼稚園に２枠 

Ｃ保育所に１枠 

Ｄ保育所に１枠 

Ｂ幼稚園に３枠 

Ｃ保育所に３枠 

 

Ａ事業 
３名 B 幼稚園に３枠 

希望に 
応じて進級 

希望に 
応じて進級 

0- 0-

資料-186



２ 申請・申込みから決定までの流れ 
※１ 本項以降の「幼稚園」には「認定こども園(教育利用)」を、「保育所」には「認定こども園(保育利

用)」をそれぞれ含みます。 

※２ 本項以降の「区役所」は、特段の記載がない場合、園の所在区の区役所こども家庭支援課を指し

ます。 

 

（１）幼稚園に連携枠を持つ場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 保護者は、幼稚園（連携枠）へ、園の指定する日以降に直接申し込みます。 

幼稚園への申込は単願とします。 

② 幼稚園が連携枠の利用者を選考します。幼稚園（連携枠）に決まった場合は、進級が決定とな

ります。 

※ 幼稚園（連携先）の代表者は、市で定める期日までに決定者を区役所に報告します。 

※ 連携枠への進級者は決定しますが、県下幼稚園では願書受付を、11 月１日以降に統一し

ていることを踏まえ、正式な願書受付や入園料等の徴収をするときは、一般募集と同様の

11 月１日以降（例年の場合）に行ってください。 

③ 幼稚園（連携枠）に不合格となった場合は、保護者は、幼稚園（通常枠）または保育所（一次

利用調整）への進級の希望を選択し、希望する場合は保護者ご自身で申込みます。 

    

（２）保育所に連携枠を持つ場合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

本項以降の取扱いやスケジュール等は、令和４

年４月に連携施設へ進級する児童を対象とした

もので、今後変更の可能性があります。 

進級希望 

児童 
園を経由して 

保育所を申請 

区役所での 

利用調整 

保育所に 

進級 
幼稚園 

（通常枠） 

保育所 

（一次利用調整） 

＜連携枠への進級＞ ＜連携枠以外 
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進級希望 

児童 幼稚園での選考 

幼稚園に 

進級 
幼稚園 

（通常枠） 

保育所 

（一次利用調整） 

＜連携枠への進級＞ ＜連携枠以外 

への進級＞ 

連携枠への進級を希望しない場合 
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連携枠への進級を希望しない場合 
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① 保護者は、保育所（連携枠）への利用申請を行います。 

② 区役所は保育所（連携枠）の利用調整を行います。 

利用調整の結果、保育所に決まった場合は、以降の利用調整は行なわれず、進級となります。 

③ 保留となった場合は、保護者は、幼稚園（通常枠）または保育所（一次利用調整）への進級の

希望を選択し、希望する場合は再度保護者ご自身で申込みます。 

 

 

（３）幼稚園と保育所の両方に連携枠を持つ場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 保護者は、幼稚園（連携枠）への進級を希望するか選択します。選択する場合は園の指定する

日以降に直接申し込みます。幼稚園への申込は単願とします。 

② 幼稚園が連携枠の利用者を選考します。 

幼稚園（連携枠）に決まった場合は、進級が決定となります。幼稚園（連携枠）の代表者は、

決定者を区役所に報告をします。 

③ 幼稚園（連携枠）に不合格となった場合は、保護者は、保育所（連携枠）、幼稚園（通常枠）ま

たは保育所（一次利用調整）への進級の希望を選択します。 

④ 区役所は保育所（連携枠）の利用調整を行います。 

利用調整の結果、保育所に決まった場合は、以降の利用調整は行われず進級となります。 

⑤ 保留となった場合は、保護者は、幼稚園（通常枠）または保育所（一次利用調整）への進級の

希望を選択し、希望する場合は再度保護者ご自身で申込みます。  

進級希望 

児童 

幼稚園での 

選考 

幼稚園へ直接 

申込み(単願) 

園を経由して 

保育所を申請 

区役所での 

利用調整 

幼稚園に 

進級 

保育所に 

進級 

幼稚園 

（通常枠） 

保育所 

（一次利用調整） 

＜連携枠への進級＞ ＜連携枠以外 

への進級＞ 

連携枠への進級を希望しない場合 

進級 

不合格 
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希
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申
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保育所を申請 
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３ 優先入所の対象となる児童（令和３年度参考） 

連携施設を持つ※１地域型保育事業・認可乳児保育所を利用していて、在籍基準日※２に在籍し、

当該年度末に卒園となる児童※３ 

    

※１…令和３年８月 31 日までに覚書を締結し、区役所に報告していることが必要です。 

※２…在籍基準日：令和３年９月 30 日 

一時保育として利用している場合は対象外です。 

また、令和４年３月 31 日まで退所しないことが条件です。 

※３…市外在住児童や育児休業中で利用する児童も含みます。 

 

 

４ 連携施設への優先入所を希望しない児童 

幼稚園・認定こども園（教育利用）の通常枠に申し込む場合は、園に保護者ご自身で申込みま

す。また、保育所・認定こども園（保育利用）の４月利用申請（一次・二次）をする場合は、締

切日までにお住まいの区役所に保護者ご自身で申請します。 

 

 

５ 辞退の場合 

（１） 辞退者の取扱い 

原則として決定後の辞退は認められません。 

連携枠の決定を辞退した場合、保育所利用について、原則として４月利用調整（一次・二

次）の対象とはなりません。５月利用調整からの対象となります。 

※例外的に二次利用調整の対象となる場合 

 ・きょうだい同一施設・事業の利用を希望する場合（内定辞退は不要） 

 ・転居の場合（内定辞退が必要） 

なお、幼稚園・認定こども園（教育利用）の通常枠の申込みについては、幼稚園・認定こ

ども園代表者の判断によります。 

（２）決定前の取下げ 

連携枠への利用申請を取り下げた場合は、４月利用申請（一次・二次）や幼稚園（通常枠）

に申請できますが、再度、連携枠への申請はできません。 
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６ 令和３年度のスケジュール（参考） 

時期 区役所（または市） 地域型保育事業・認可乳児保育所 連携施設 

８月 

   

９月 

   

10 月 

   

11 月 

   

  

意向調査を配布 

＜８月上旬＞ 

意向調査を 

保護者に配布 

意向調査を 

回収・提出 

意向調査を受付 

＜８月下旬＞ 

受入枠の調整 

＜９月下旬＞ 

受入枠の調整 

＜９月下旬＞ 

受入枠の報告 

＜９月下旬＞ 

申請書類一式を配布 

＜９月下旬＞ 

申請書類一式を 

保護者に配布 

連携先が 
保育所の場合 

連携先が 
保育所の場合 

連携枠への 

申込み受付・選考 

＜８月～９月＞ 

連携先が 
幼稚園の場合 

保護者へ選考結果を通知、

決定者を区役所に報告 

＜10 月上旬まで＞ 

決定者の報告 

＜10 月上旬＞ 

連携先が 
幼稚園の場合 

連携先が 
幼稚園の場合 

保護者から申請書類一式を

回収・提出＜10 月上旬＞ 

連携先が 
保育所の場合 

申請書類を受付 

＜10 月中旬＞ 

連携先が 
保育所の場合 

利用調整結果を 

保護者に通知、 

内定者の連絡 

＜11 月中旬＞ 

連携先が 
保育所の場合 

内定者一覧の受領 

＜11 月中旬＞ 

連携先が 
保育所の場合 

／

ヽ 三ヽ

ノ

L_J 二
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７ 優先入所を行うにあたってのお願い事項（令和３年度参考） 

（１）地域型保育事業・認可乳児保育所の事業者様 

① 意向調査の配布 

８月上旬に、市より意向調査をお送りします。対象児童の保護者に意向調査をお渡しく

ださい。 

８月下旬、市で定める期日までに、保護者から意向調査を回収し、区役所に提出をお願

いします。 

② 連携先の受け入れ枠数の設定 

意向調査の内容を踏まえたうえで、連携先と協議し、連携先の受け入れ枠数を区役所に

報告をお願いします。 

③ 申請書類の配布（連携先に保育所がある場合） 

９月下旬に、区役所より申請書類一式を配布しますので、対象児童の保護者にお渡しく

ださい。 

10月中旬、市で定める期日までに、保護者より申請書類一式を回収し、区役所に提出

をお願いします。 

 

（２）幼稚園・認定こども園（教育利用）様 

８月～９月に、保護者から園の定める日以降に直接申込みがあります。申込方法等に関す

る問合せがあった際はご対応をお願いします。 

10月上旬、市で定める期日までに、保護者に対して選考の結果をお知らせください。あわ

せて、区役所に進級決定者の報告をお願いします。 

※ 連携枠への進級者は決定しますが、県下幼稚園では願書受付を、11月１日以降に統一

していることを踏まえ、正式な願書受付や入園料等の徴収をするときは、一般募集と同

様の11月１日（例年の場合）以降に行ってください。 

 

（３）保育所・認定こども園（保育利用）様 

11月中旬に、連携枠における利用調整の結果、内定した児童の一覧を区役所からお送りし

ますので、ご確認をお願いします。 
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19-4 地域型保育事業（小規模・事業所内・家庭的）連携施設設定について 
 

１ 連携施設設定の目的 
地域型保育事業は、０～２歳児が対象であり、かつ 19 人以下の定員構成で保育所等と比べ小規模です。

３歳児以降（１号及び２号認定）の「卒園後の進級先の確保」や、保育従事者等が２人から５人程度と少

人数となり施設面積も小規模となるため「保育内容の支援」が求められています。そのため、利用児童に

対する継続的な保育・教育の提供のため連携施設の設定が必要となります。 

また、連携施設は、保護者が園を選択する際の一要素となります。 

 

２ 連携施設の基準及び連携内容 

(1) 連携施設設定基準 

「横浜市家庭的保育事業等の設備、運営等の基準に関する条例」（以下「基準条例」という。） 

 

 

 

 

 

 

(2) 連携内容（大きく３つに分かれています。） 

ア 保育内容の支援 

   

 

 

                                                      

① 集団保育を体験させるための機会の設定 

     例：「園庭での合同保育」、「合同での行事」、「園庭の開放」、等 

② 保育の適切な提供に必要な家庭的保育事業者等に対する相談、助言 

③ その他の保育の内容に関する支援 

例：「嘱託医による合同の健康診断」、「合同での職員研修」等 

 

 

イ 卒園後の進級先の確保 

   

 

 

 
 

※連携施設は一つの地域型保育事業において複数設定することも可能です。 

 

 

 

ウ 代替保育の提供 

   

 

 

 
※法人等で、円滑に法人内での対応ができる場合や、十分な保育士数を確保しておりその中で 

対応できる場合等においては、必ずしも設定する必要はありません。 

 

 

 

利用乳幼児に集団保育を体験させるための機会の設定、保育の適切な提供に必要な家庭的保育

事業者等に対する相談、助言その他の保育の内容に関する支援を行うこと。（基準条例第６条（１）） 

当該家庭的保育事業者等により保育の提供を受けていた利用乳幼児（事業所内保育事業の利用

乳幼児にあたっては、第 43 条のその他乳幼児に限る。）を、当該保育の提供の終了に際して、当該

利用乳幼児に係る保護者の希望に基づき、引き続き当該連携施設において受け入れて教育又は保

育を提供すること。（基準条例第６条（３）） 

必要に応じて、代替保育（家庭的保育事業所等の職員の病気、休暇等により保育を提供すること

ができない場合に、当該家庭的保育事業者等に代わって提供する保育をいう。）を提供すること。

（基準条例第６条（２）） 

利用乳幼児に対する保育が適正かつ確実に行われ、及び家庭的保育事業者等による保育の提供の

終了後も満３歳以上の児童に対して必要な教育又は保育が継続的に提供されるよう、次に掲げる事

項に係る連携協力を行う保育所、幼稚園又は認定こども園を適切に確保しなければならない。（基

準条例第６条抜粋） 

=・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・= 
; : 

: l t ................................................................................................................................................................................. ・ 

.・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

＾^  
i 

-.... 

＾
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３ 連携施設設定の手続き 

 (1) 地域型保育事業者と連携先（保育所、幼稚園、認定こども園）で覚書を締結します。 

(2) 覚書の記載内容については任意ですが、記入内容について注意点があります。 

「５覚書作成にあたっての注意事項」、「６覚書の作成例」参照。 

 (3) 覚書締結後は、連携元となる地域型保育事業者が下記覚書提出先に覚書の写しをご提出ください。 

提出締切 

締結内容 

覚書提出先 保育内容の

支援 

卒園後の 

進級先 

代替保育の

提供 

認可確認申請書提出

期日もしくは、開所日

まで 

必須※１ 任意 
こども青少年局 

こども施設整備課 

 

開所後～ 

 

変更又は新規締結の場合に提出 
各区 

こども家庭支援課 

  ※１進級先の連携施設を設定する前に、予め区こども家庭支援課にご相談いただくことも可能です。 

 

４ 連携を設定することによるメリット 

地域型保育事業者にとって連携施設となる保育所、幼稚園及び認定こども園は、積極的に連携を行

い、地域の保育・教育を担う施設となっていただきたいと考えています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

連携先（認可保育所、幼稚園、認定こども園）のメリット 

◎ 保育者同士の交流 

   保育者同士の相談や効果的な研修機会の設定をすることで、人材育成につながります。 

   ２歳児からの児童の受入をしている施設であれば、同じ年齢における保育・幼児教育について

の相談等がよりしやすい環境となります。 

◎ 継続的な園児の確保 

     連携元の卒園児を受け入れることで、継続的に園児数が確保でき、安定した運営ができます。

◎ 地域の児童・保護者の期待に応える地域貢献 

 共働き世帯が増加するなかで、乳児期から幼児期に向けて交流のある施設に通園できることは

児童や保護者の安心につながります。 

◎ 「連携施設受諾促進加算」 

一定の条件を満たす場合に、当市独自助成が受けられます。 

    連携に係る人件費や事務費としてお使いいただけます。 

助成額  *条件等は「参考資料 連携施設受諾促進加算の諸条件について」参照。 

認可保育所 Ａ区分 229,500 円、Ｂ区分 114,750 円 

幼稚園 Ａ区分 85,000 円、 Ｂ区分 57,400 円 

認定こども園 Ａ区分 229,500 円、Ｂ区分 85,000 円、Ｃ区分 57,400 円 

※連携先のみが対象です。複数施設と連携している場合にも金額は変わりません。 

 連携元（地域型保育事業者）のメリット 

◎ 集団保育の機会設定 

自園以外の園庭での屋外活動や、規模を生かした行事の設定ができます。 

◎ 安定的な園児数の確保 

   ３歳児以降の進級先が確保されているので、保護者に安心して入園していただくことができま

す。 
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５ 覚書作成にあたっての注意事項 

覚書内容については両者協議のうえ任意に設定していただくことができますが、記入内容について 

は下記の点に注意してください。 

 

 (1) 「卒園後の進級先」の人数 

  地域型保育事業 

  ２歳児定員数かつ２歳児の入所児童数以上の進級先の確保が必要です。事業所内保育事業は、地

域枠の２歳児定員数かつ２歳児の入所児童数以上の進級先の確保が必要であり、従業員枠の児童が

連携枠を使用して優先入所を利用することはできません。 

 

   保育所 

   毎年確実に入所数が確保できることを確認するため、卒園後の進級先として設定できるのは、 

「原則、利用定員の２歳児と３歳児の数の差」です。毎年定員外を受け入れていただいている園は、

利用定員の差以上の人数で結ぶことも可能です。 

ただし、毎年必ず受け入れていただかなければならない人数なので、職員が確保できない等の理由

で受け入れができないという状況に至らないようにお願いします。利用定員の２歳児と３歳児の数

の差以上で連携を行う場合は、必ず各区こども家庭支援課にご相談の上、覚書を締結してください。 

 

【原則】                   【例外（毎年定員外受入実施の場合）】 

  
 

  

  幼稚園 

    既存施設の定員数、幼稚園の設置基準及び職員配置等を踏まえ、幼稚園が受入可能と申し出の 

あった人数で設定します。 

 

認定こども園 

１号認定、２号認定の認可定員を区分して確認します。１号認定は、幼稚園の連携枠の考え方と

同じです。２号認定の連携の考え方は、保育所と同じです。 

 

 (2) 連携施設数 

施設数の設定については、連携元：連携先＝１：１、１：複数、複数：１いずれも可能です。

その場合は 1 事業所ごとに覚書を締結します。ただし、連携先となる施設は、認可基準（施設面

積、職員配置等）や体制等を確認し、しっかりと管理できるようにしてください。 

 

 

 

 

 

 

二

■定員 ■定員■定員外

2人

4人打•• llJ ・,...... ぷ .....●●●●←―’ I I I I 重■111'

12 L 12 n 1121 112 
101 1101 

0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児

二
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６ 覚書の作成例（ひな形） 

連携に関する覚書 

 

○○法人○○（以下「甲」という。）と●●法人●●（以下「乙」という。）は、甲が運営

する○○園及び乙が運営する小規模保育事業●●園との間における連携施設の設定

について次のとおり覚書を締結するものとする。 

 

（目的） 

第１条 この覚書は、甲と乙がそれぞれ運営する第２条で示す施設間において横浜市家

庭的保育事業等の設備、運営等の基準に関する条例第６条における連携内容について

定めることを目的とする。 

（対象となる施設及び事業の概要） 

第２条 対象となる施設及び事業は以下のとおりとする。 

 甲の運営する施設（以下「甲施設」という。） 

  １ 名称       ○○園 

  ２ 物件所在地 

  ３ 施設類型     

 乙の運営する事業（以下「乙事業」という。） 

  １ 名称       小規模保育事業●●園 

  ２ 物件所在地 

  ３ 事業類型     

（保育内容の支援） 

第３条 甲施設は、乙事業の児童に対して、定期的に施設や屋外遊戯場を開放するも

のとする。 

２ 甲施設は、乙事業の児童に対して、集団保育を通じた児童同士の関係作りの一環と

して甲施設の児童との合同保育（運動会やお遊戯会等の行事）を実施することとする。 

３ 甲施設は、乙事業の保育に関して適切な助言を行うなど、必要な支援を行う。 

４ 甲施設は、乙事業の児童の健康診断や健康管理に関し、必要な支援を行う。 

（代替保育の提供） 

第４条 甲施設は、乙事業の職員が病気や研修受講等により保育を提供できない場合

には、必要に応じて代替保育を提供する。 

２ 乙事業は、甲施設に対して、乙事業へ代替要員の派遣を依頼する場合には、代替

要員１人につき●●，●●●円（１日あたり）を支払うものとする。 

３ 乙事業は、甲施設に対して、乙事業の児童を甲施設で保育することを依頼する場合

には、児童１人につき●，●●●円（１日あたり）を支払うものとする。 

（卒園後の受け入れ） 

第５条 甲施設は、乙事業の卒園児が就学前まで利用できる枠を●名以上確保する。 

２ 甲施設は毎年４月末までに前項で定めた人数もしくはそれ以上の入所可能人数を乙

事業へ報告する。 

３ 乙事業は毎年○月末までに甲施設への入園を希望する者の数を調査し、報告する。 

４ 甲施設は、前項の報告により翌年度４月から受け入れする児童の数を確定し、その後

の受入数の変更は、原則として行わないものとする。ただし、乙事業から報告を受けた

以上に、甲施設が受け入れ可能と判断した場合は、この限りではない。 

（食事の提供） 

第６条 甲施設は、次の各号に配慮し、乙事業の児童に対し食事を提供する。 

（１）児童の年齢、発達の段階、健康状態に応じた内容の食事とし、提供する前月●●

日までに食事の献立表（アレルギー等に対応するため、主な食材を記載したもの）を

乙事業に提出する。 

（２）アレルギー等への配慮が必要な児童の食事の誤食を防ぐため、除去食の内容（卵、

牛乳除去等）を表示した専用の容器で搬入する。 

２ 乙事業は、食事を加熱、保存等の調理機能を有する設備を備え、甲施設から搬入さ

れた食事を適切に処理したうえで、乙事業の責任で児童に食事を提供する。 

【記入時の注意事項】 

 

①事業種別（社会福祉法

人、学校法人、株式会社等

の別）と施設名称を明確に

記入します。 

 

②第２条：対象事業と施設

名称を明確に記入します。 

「名称」 

○○保育園 

「施設類型」  

甲の認可保育所、幼

稚園、認定こども園の

別 

「事業類型」 

乙の小規模保育事業

A 型、B 型、C 型の別 

 

 

 

 

 

 

③連携先と連携元を明確

にします。どちらの事業者が

どちらの事業者に対して行う

ものかをわかりやすく記入して

ください。 

 

④第３条：「保育内容の支

援」については必ず記入

します。 

 

⑤第４条「代替保育の提

供」、第５条「卒園後の受け

入れ」については設定されて

いれば記入します。 

 

⑥第４条：金額は両者協議

の上、必要があれば設定して

ください。金額を設定しないこ

とも可能です。 

 

⑦第５条：卒園後の受入枠

は最低人数を記入します。 

年度ごとに設定人数以上の

人数を受け入れることは可能

です。ただし、設定人数を下

回る可能性のあるような表現

は記入しないでください。（優

先入所枠確保のため） 

第３条から第８条の詳

細内容については両者

協議の上決定してくださ

:・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ：；  
i i 
i i 

i I ；．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． • 
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３ 乙事業は、アレルギー等への配慮が必要な児童の食事の誤食を防ぐため、次の各号に

より、児童に食事を提供する。 

（１）第１項の献立表を確認し、アレルギー等への配慮が必要な食材の有無を前月末まで

に甲施設へ連絡する。 

（２）アレルギー等への配慮が必要な児童の食事の誤食を防ぐため、食事の搬入時に、第

１項の献立表等により除去食の内容を確認する。 

４ 乙事業が甲施設に依頼する食事数量の連絡や代金精算の方法は、別途、定める。 

（事故への対応） 

第７条 交流事業における甲施設及び乙事業の利用児童の事故等に関しては、原則と

して利用児童が在籍する施設において責任を負う。 

２ 利用児童が甲乙の施設を移動する際には、利用児童が在籍する施設において十分

に監督できる職員を配置するとともに、移動中の事故等に関しては、原則として利用児

童が在籍する施設において責任を負う。 

（連携に係る経費の負担） 

第８条 乙事業は甲施設に対して、連携施設経費として月額●●●●●円を負担す

る。 

２ 甲施設は乙事業に対して、連携をおこなった月の翌月以降に請求書を交付し、連携

施設経費を請求することができる。 

３ 乙事業は甲施設からの請求書を受領してから１５日以内に遅滞なく支払うこととする。 

（効力の期間） 

第９条 この覚書の効力は、令和●年●月●日から発生する。 

（変更及び解除） 

第 10 条 甲乙いずれかの都合により本協定を変更又は解除する場合は、●か月前まで

相手方に申し出なければならない。 

（信義誠実の原則） 

第 11 条 甲と乙は、この覚書の履行に際しては、信義誠実の原則に基づいて履行するも

のとする。ただし、この覚書の項目を履行しないために相手方に損害を与えたときは、そ

の損害に相当する金員を損害賠償として相手方に支払わなければならない。 

（疑義の決定） 

第 12 条 この覚書に疑義が生じたとき、又はこの覚書に定めのない事項については、甲乙

協議のうえ定めるものとする。 

  

この覚書を証するため本書２通を作成し、甲乙記名押印のうえ各１通を保有する。 

 

令和  年  月  日 

 

甲 横浜市△△区△△町■丁目■番■号 

○○法人○○  

理事長 ○○ ○○  印 

  

乙 横浜市△△区△△町■丁目■番■号 

●●●法人●● 

代表取締役 ●● ●●  印 

 

不適切な例：「原則３人

以上確保する。ただし、毎

年の在園児の入所状況に

より変更することがある。」 

 

 

⑧第５条：認定こども園は 1

号認定と 2 号認定の人数を

分けて記入します。 

 

⑨第６条：「食事の提供（搬

入）」については、同一法人

のみ可能です。 

 

 

 

 

 

⑩第８条：金額は両者協議

の上、必要があれば設定して

ください。金額を設定しないこ

とも可能です。 

 

 

⑪第９条：期間を明記しま

す。 

連携先となる保育所・幼稚

園・認定こども園が開所予

定施設の場合、次の文言を

加えてください。 

『この覚書の効力は、令和●

年●月●日から発生する。

ただし、第５条に定める卒園

後の受け入れについては令

和●年●月●日より効力が

発生する。 

２ 甲が運営する施設が令

和●●年４月１日に開所で

きない場合は、前項の効力

は無効となる。』 
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７ お問合せ先 

内容 部署 電話番号 

メールアドレス 

認可・確認申請手続き こども青少年局 

こども施設整備課 

小規模保育事業担当 

045-671-4146 

kd-tiikigata-hoiku 

@city.yokohama.jp 連携施設設定に係る覚書の記入方法 

連携内容変更について 

各区こども家庭支援課 - 地域の連携先、連携元に関する施設情報 

開所後の連携施設設定について 

連携施設受諾促進加算について 
こども青少年局 

保育・教育運営課 
045‐671‐3564 
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【参考資料】連携施設受諾促進加算の諸条件について（３年度） 

連携先 月額助成単価 支給条件 

認
可
保
育
所 

Ａ 区

分 

229,500

円 

支給条件 

下記の条件①ア、イ、ウ全てに該当すること又は条件②ア、イ両方に該当すること。 

条件ア 保育内容の支援（以下のうち３項目以上に該当する） 

       ・必要に応じて連携施設の代替保育を実施することとしている。 

       ・施設の状況に応じ、連携施設に対して施設や園庭を開放する。 

       ・事業者からの相談に応じ、保育に関する助言を行うなど、必要な支援を行う。 

       ・連携施設の児童に対して、集団における活動の体験や児童同士の関 

係づくりの一環として交流保育等を実施する。 

       ・連携施設の児童の健康診断や健康管理に関して、必要な支援を行う。 

 ・連携施設との合同研修・職員交流を実施する 

       ・連携施設への給食の提供を実施している。 

  条件イ 一時保育事業又は地域子育て支援※を実施している。 

※地域子育て支援の例 

         地域の子どもへの園庭開放、地域の保護者への育児講座、育児相談 

の実施、地域の子育て支援活動への参加（赤ちゃん教室や子育てサロ 

ン等） 

  条件ウ 連携施設児童の卒園後の受入枠を設定している。 

単価 

  条件①ア、イ、ウ全てに該当する場合       A 区分 229,500 円 

  条件②ア、イ両方に該当する場合         B 区分 114,750 円 

 

＊複数施設と連携している場合も１施設あたりの助成額は同じです。 

Ｂ 区

分 

114,750

円 

幼
稚
園 

Ａ区

分 
85,000 円 

支給条件 

 条件ア 横浜市私立幼稚園等預かり保育事業（通常型・平日型）を実施している。 

 条件イ 連携施設児童の卒園後の受入枠を設定している。 

 条件ウ 保育内容の支援について、以下の項目を全て実施している。 

      ・事業者からの相談に応じ、保育に関する助言を行うなど、必要な支援を行う。 

      ・施設の状況に応じ、連携施設に対して、施設や園庭を開放する。 

      ・連携施設の児童に対して、集団における活動の体験や児童同士の関係づくりの

一環として交流保育等を実施する。 

単価 

 条件① ア、イ、ウ全てに該当する場合       Ａ区分 85,000 円 

 条件② ア、イともに該当する場合          Ｂ区分 57,400 円 

 

＊複数施設と連携している場合も１施設あたりの助成額は同じです。 

Ｂ 区

分 
57,400 円 

認
定
こ
ど
も
園 

Ａ 区

分 

229,500

円 

支給条件 

 条件ア 連携施設児童の卒園後の受け入れ枠を設定している。 

 条件イ 保育内容の支援を行っている。（以下のうち３項目以上該当する） 

      ・必要に応じて連携施設の代替保育を実施することとしている。 

      ・事業者からの相談に応じ、保育に関する助言を行うなど必要な支援を行う。 

      ・施設の状況に応じ、連携施設に対して施設や園庭を開放する。 

      ・連携施設の児童に対して、集団における活動の体験や児童同士の関係づくりの

一環として交流保育等を実施する。 

      ・連携施設の児童の健康診断や健康管理に関して必要な支援を行う。 

      ・連携施設との合同研修・職員交流を実施する。 

      ・連携施設への給食の提供を実施している。 

 条件ウ ３号認定の保育を実施している。 

単価 

 条件① ア、イ、ウ全てに該当する場合      Ａ区分 229,500 円 

 条件② ア、イ両方に該当する場合        Ｂ区分 85,000 円 

 条件③ アのみに該当する場合           Ｃ区分 57,400 円 

＊複数施設と連携している場合も１施設あたりの助成額は同じです。 

Ｂ 区

分 
85,000 円 

Ｃ 区

分 
57,400 円 
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